
と
緩
か
っ
た
。

昭
和
六
三
年
度
第

1
ト
レ
ン
チ

以
下
、
各
ト
レ
ン
チ
及
び
調
査
区
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
述
べ
る

。

N 

墳
遺

構

瓦
塚
古
墳
の
調
査

丘

墳
丘
部
は
昭
和
六
三
年
度
の
第

1
.
2
ト
レ
ン
チ
、
平
成
元
年
度
の
第
l
.
4
ト
レ

ン

チ
で
保
存
状
態
の
調
査
を
行
っ
た
。
ま
た
、
昭
和
六
三
年
度
に
は
墳
丘
削
平
部
の

三
個
所

の
調
査
区
で
、
平
成
元
年
度
に
も
前
方
部
西
隅
角
部
に
お
い
て
墳
丘
裾
部
を
検
出
し
た

。

昭
和
六
三
年
度
の
第

1
ト
レ
ン
チ
は
後
円
部
の
西
側
斜
面
に
、
長
さ

一
五
屈
、
幅
二
屈

で
墳
頂
付
近
か
ら
現
状
の
墳
麓
ま
で
設
定
し
た
。
表
土
の
厚
さ
は
、
全
体
に

0
•

五
認
ほ

ど
で
、
そ
の
下
に
は
ほ
ぼ
水
平
に
積
ま
れ
た
盛
土
が
互
層
を
な
し
て
い
た

墳
丘
部
に
は
若
干
の
円
筒
埴
輪
の
小
片
が
認
め
ら
れ
た
が
、
埴
輪
列
は
遺
存
し
て
い
な
か

っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
前
方
部
に
設
定
し
た
第
2
ト
レ
ン
チ
よ
り
墳
丘
の
保
存
状
態
が
悪

い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
墳
丘
盛
土
面
の
傾
斜
は
標
商

一
九

”IvIか
ら
ニ
―

.

六

”mの
区
間
で
は
三

0
度
で
一
定
し
て
い
た
が
、
こ
れ
よ
り
上
方
で
は
傾
斜
は
約
二

0
度

墳
丘
裾
部
（
盛
土
の
裾
の
意
味
で
な
く
、
周
堀
と
接
す
る
下
場
を
意
味
す
る
。
以
下
、

同
じ
用
法
）
は
旧
表
土
層
及
び
ロ
ー
ム
基
盤
層
を
掘
り
込
ん
で
い
る
か
、
そ
の
下
場
は
瓦

（第

29図）

。

塚
古
墳
の
墳
丘
西
側
を
南
北
に
走
る
近
代
の
溝

(
S
D
l
)
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
た
。

旧
表
土
層
上
面
の
標
高
は
一
八
•
四
四
屈
、
内
堀
底
は
一
七
・
ニ

”
l
y
I
で
あ
る
か
ら
、
内
堀

な
お
、
第

1
ト
レ
ン
チ
の
墳
頂
部
付
近
は
地
表
か
ら
約
一
・
三
屈
掘
り
下
げ
た
が
、
土

層
に
変
化
は
な
く
、
主
体
部
を
想
定
さ
せ
る
遺
構
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

前
方
部
東
側
斜
面
に
設
定
し
た
長
さ

一
三

・
五
脳
、
幅
二

”IvIの
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
。
墳

丘
盛
土
面
の
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
り
、
中
ほ
ど
よ
り
少
し
下
か
っ
た
位
置
（
標
商
二
〇

屈
付
近
）

で
円
筒
埴
輪
列
が
検
出
さ
れ
た

。
こ
の
埴
輪
列
を
追
求
す
る
た
め
、
東
側
に

一

埴
輪
は
原
位
置
に
あ
り
、
基
底
部
の
み
が
残
り
、
上
半
部
は
破
片
と
な
っ
て
周
囲
に
散

（第

24図
）
。
約
三

”mの
区
間
に
七
本
が
遺
存
し
て
い
た
が
、
西
か
ら
四
本

目
は
失
わ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
た
の
で
、
平
均
の
芯
々
間
は
三
八
符
げ
と
な
ろ
う
。
瓦
塚

古
墳
の
円
筒
埴
輪
の
口
径
は
三
0
符
炉
を
超
え
て
い
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
口
縁
部
が
接
す

る
状
況
で
据
え
置
か
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
埴
輪
は
黒
色
土
の
盛
土
に
据
え
ら
れ
て

い
た
た
め
、
掘
り
方
や
ビ
ッ
ト
の
確
認
は
困
難
で
あ
っ
た

。
ま
た
、
特
に
テ
ラ
ス
状
の
施

設
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
か
、
埴
輪
の
底
部
を
固
定
す
る
た
め
に
は
、
わ
ず
か
で
も
平
場

は
不
可
欠
な
の
で
、
犬
走
り
状
の
狭
い
テ
ラ
ス
の
先
端
が
流
失
し
た
可
能
性
も
考
え
て
お

く
べ
き
だ
ろ
う
。

墳
丘
の
傾
斜
は
標
高
二

0
•
六
”
I
Y
I

付
近
を
変
換
点
と
し
て
、
下
部
で
は
二
六
度
、
上
部

で
は
二
0
度
で
一
定
し
て
い
た
。
墳
丘
裾
部
は
旧
表
土
層
及
び
ロ
ー
ム
基
盤
層
を
掘
り
込

ん
で
い
た
が
、
第
ー
ト
レ
ン
チ
と
同
様
に
下
場
に
は
近
代
の
溝

(
S
D
1
)
が
接
し
て
い

た
。
旧
表
土
層
上
面
の
標
商
は
一
八
・
三
六
脳
、
付
近
の
内
堀
底
面
の
標
商
は
一
七
・
ニ

乱
し
て
い
た

五
屈
ほ
ど
拡
張
調
査
を
行
っ
た

。

昭
和
六
三
年
度
第

2
ト
レ
ン
チ

は
約
一
・
ニ

”Jti掘
り
込
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
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こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

四
料
で
あ
っ
た
。

平
成
元
年
度
第

1
ト
レ
ン
チ

西
側
の
く
び
れ
部
斜
面
に
設
け
た
長
さ
―
ニ
・
七
認
、
幅
一
•
五
計
の
ト
レ
ン
チ
で
、

墳
頂
付
近
か
ら
内
堀
に
及
ぶ
。
墳
丘
の
傾
斜
は
全
体
と
し
て
は
二
三
度
で
あ
る
が
、

（第

31図）

。
斜
面
の
中
ほ
ど
標
商
一
九
・

ニ
2
m
前
後
の
と
こ
ろ
に
幅

一
屈
前
後
の
犬
走
り
状
の
テ
ラ
ス
が
検
出
さ
れ
た
。
円
筒
埴
輪
は
原
位
置
の
も
の
は
な
か

っ
た
か
、
直
下
か
ら
完
形
品

(21)
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
出
土
状
況
（
第

27図
）
か

ら
、
こ
の
犬
走
り
に
樹
立
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
精
査
の
結
果
、
直
径
三
0
符
げ

ほ
ど
の
円
形
ビ
ッ
ト
が
一
基
検
出
さ
れ
た
が
、
円
筒
埴
輪
の
掘
方
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
と
こ
ろ
で
、
円
筒
埴
輪
片
は
犬
走
り
よ
り
上
方
に
も
分
布
し
て
お
り
、
墳
頂
付
近
ま

で
連
続
的
に
散
布
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
墳
頂
端
部
に
も
円
筒
埴
輪
列
が
存
在
し
た

墳
丘
裾
部
の
保
存
状
態
は
良
好
で
、
約
六

0
度
の
急
勾
配
で
旧
表
土
層
及
び
ロ
ー
ム

基

盤
層
を
掘
り
込
ん
で
い
る
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
下
場
に
沿
っ
て
上
幅
0• 

I
 

1
O
・
二
屈
の
溝
が
検
出
さ
れ
た
。
土
層
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
後
世
の
掘
り
込
み
で
は
な

く
、
築
造
時
の
も
の
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
の
溝
は
、
く
び
れ
部
か
ら
造
出
し
の
北
側
ま
で

の
延
長
九
•
五
材
ほ
ど
の
区
間
で
断
続
的
に
遺
存
し
て
い
た
。
掘
削
時
の
湧
水
に
対
す
る

配
慮
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
く
び
れ
部
の
墳
裾
に
は
上
幅
O・

七
認
、
長
さ

二
屈
の
低
い
テ
ラ
ス
状
の
掘
り
残
し
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
れ
は
昭
和
六
一
年
度
に
調
査

し
た
東
側
く
び
れ
部
付
近
の
足
掛
り
と
推
定
し
た
遺
構
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

平
成
元
年
度
第

4
ト
レ
ン
チ

前
方
部
前
面
の
墳
丘
か
ら
中
堤
に
か
け
て
、
墳
丘
の
主
軸
想
定
線
上
に
設
け
た
長
さ
二

五
•
五
材
、
幅
一
・
五
屈
の
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
。
表
土
は
墳
頂
部
付
近
で

0
•
四
脳
、
墳

し
て
い
な
か
っ
た

一
定

昭
和
六
三
年
度
前
方
部
東
側
調
査
区

て
い
た

昭
和
六
三
年
度
後
円
部
東
側
調
査
区

所
検
出
さ
れ
た
。
古
墳
築
造
時
の
足
掛
り
で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

は
考
え
に
く
い

。

屈
地
点
を
変
換
点
と
し
て
、

―一

度
と
傾
斜
を
緩
め
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
平
面
図
の
コ

麓
部
で
約
―
.
0
~
あ
っ
た
。
表
土
を
剥
ぐ
と
墳
丘
盛
土
が
現
わ
れ
た
が
、
中
段
に
テ
ラ

埴
輪
片
の
出
土
状
況
か
ら
、
盛
土
と
と
も
に
円
筒
埴
輪
列
が
完
全
に
崩
落
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
た
。

墳
丘
は
約
二
三
度
の
傾
斜
を
も
っ
て
立
ち
上
か
る
が
、
墳
頂
部
付
近
の
標
高
ニ
―
•
三

ン
タ
に
も
よ
く
現
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
幅
な
墳
丘
盛
土
の
崩
落
が
あ
っ
た
と

墳
丘
裾
部
に
は
後
世
の
溝
が
あ
り
、
完
全
に
破
壊
さ
れ
て
い
た
。
内
堀
内
の
円
筒
埴
輪

片
の
分
布
が
南
側
に
片
寄
る
こ
と
か
ら
、
本
来
の
下
場
は
三

”IvIほ
ど
南
に
な
る
と
推
定
さ

れ
た
。
内
堀
の
中
堤
側
立
ち
上
が
り
部
下
場
に
は
、

ロ
ー
ム
層
を
掘
り
残
し
た
段
が
二
個

後
円
部
東
側
の
墳
丘
削
平
部
に
設
け
た
東
西
八
脳
、
南
北

―
二
脳
の
調
査
区
で
あ
る
。

墳
丘
盛
土
は
失
わ
れ
、
光
沢
を
帯
び
た
粘
質
の
黒
褐
色
土
（
旧
表
土
層
）
以
下
が
残
存
し

（
第
三
〇
図
）
。
内
堀
に
向
っ
て
約

―
一
度
の
緩
い
傾
斜
面
が
約
四
屈
幅
で
、
検

出
さ
れ
た
が
、
天
明
の
パ
ミ
ス
を
含
む
表
土
層
に
直
接
覆
わ
れ
て
い
た
の
で
、
本
来
の
墳

丘
斜
面
で
な
く
、
改
変
を
受
け
て
い
る
と
み
ら
れ
た
。
墳
丘
裾
部
は
約
五

0
度
の
急
傾
斜

で
掘
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、
下
場
の
ラ
イ
ン
が
隣
接
す
る
昭
和
六
一
年
度
の
第
一
ト
レ
ン

チ
で
の
下
場
ラ
イ
ン
と
連
続
し
て
弧
を
描
く
点
か
ら
本
来
の
も
の
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

前
方
部
東
側
の
墳
丘
削
平
部
か
ら
内
堀
に
か
け
て
設
け
た
東
西

―
二
2
m
、
南
北
九
屈
の

調
査
区
で
あ
る
。
墳
丘
現
存
部
に
隣
接
し
た
部
分
で
は
盛
土
が

O・

七
屈
ほ
ど
の
厚
さ
で

ス
な
ど
の
施
設
は
遺
存
し
て
い
な
か
っ
た
（
第
三
一
図
）
。
内
堀
内
か
ら
の
多
量
の
円
筒
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ず
、
斜
交
す
る
こ
と
が
決
定
的
と
な
っ
た
。

・
九
屈
の
撹
乱
が
あ
り
、
破
壊
を
受
け
て
い
た
。
な
お
、
内
堀
底
面
は
平
坦
で
、
標
高
は

前
方
部
正
面
の
墳
丘
削
平
部
か
ら
内
堀
に
か
け
て
設
け
ら
れ
た
東
西

一
三

・
五
脳
、
南

北
八
・
ニ
屈
の
調
査
区
で
、
生
垣
と
の
関
係
で
三
角
形
と
な
っ
た

。
前
方
部
前
面
の
墳
丘

裾
部
は
遺
存
状
態
は
良
好
で
な
か
っ
た
が
、
わ
ず
か
な
傾
斜
を
も
っ
て
ロ
ー
ム
基
盤
層
を

年
度
の
調
査
区
で
の
下
場
ラ
イ

ン
と
連
続
す
る
も
の
で
あ
り
、
信
頼
に
足
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
前
方
部
前
面
の
墳
裾
は
、
墳
丘
主
軸
に
対
し
て
直
交
せ

な
お
、
同
調
査
区
南
端
で
は
内
堀
の
中
堤
側
立
上
り
部
を
検
出
し
て
い
る
。
内
堀
の
幅

は
下
場
で
四
・
一

”IvIと
な
る
。
堀
底
は
平
坦
で
な
く
、
墳
丘
寄
り
で
一
七
．
―
二
2
m
、
中

堤
寄
り
で
一
七
．
＿
二
六
屈
と
面
低
差
が
あ
っ
た
。
内
堀
の
中
央
部
に
は
墳
丘
裾
部
に
平
行

す
る
か
た
ち
で
、
上
幅

0
•
八
屈
、
深
さ
0
•
四
屈
の
溝
が
走
っ
て
い
た
が
、
年
代
は
不

掘
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
第
三
〇
図
）

。
そ
の
下
場
ラ
イ
ン
は
昭
和
五
四

昭
和
六
三
年
度
前
方
部
南
調
査
区

一
七
・
ニ
屈
前
後
で
あ
っ
た
。

0
•
八
脳
は
保
存
状
態
が
良
好
で
あ
っ
た
が
、

八
•
四
四
屈
で
あ
っ
た
。

遺
存
し
て
い
た

そ
れ
よ
り
上
部
に
は
上
幅
二

”m、
深
さ
0

（第――

1
0
図
）
。
盛
土
は
ロ
ー
ム
プ
ロ
ッ
ク
主
体
の
層
と
褐
色
土
主
体
の

層
と
を
互
層
と
し
て
、
ほ
ぼ
水
平
に
積
ま
れ
、
良
く
叩
き
し
め
ら
れ
て
い
た
。
盛
土
層
の

下
に
は
黒
褐
色
の
旧
表
土
層
が
約
三

0
バ
2

げ
の
厚
さ
で
確
認
さ
れ
た
。
層
中
に
は

F
A
と

推
定
さ
れ
る
明
灰
色
粒
子
の
プ
ロ
ッ
ク
が
含
ま
れ
て
い
た

。
旧
表
土
の
上
面
の
標
商
は

一

墳
丘
裾
部
は
約
五
五
度
の
急
傾
斜
で
ロ
ー
ム
基
盤
層
を
掘
り
込
ん
で
い
た
。
そ
の
下
場

に
は
上
幅
一
六
符
げ
、
深
さ

―
ニ
パ2
げ
の
小
溝
が
掘
ら
れ
て
い
た

。
こ
れ
は
東
西
両
方
の

く
び
れ
部
付
近
で
確
認
さ
れ
た
小
溝
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。
墳
丘
裾
部
は
下
場
か
ら

造
出
し
上
と
そ
の
北
側
の
内
堀
か
ら
検
出
さ
れ
た
（
第

28図
）
。
こ
れ
ら
の
須
恵
器
と
土

く
び
れ
部
及
び
造
出
し

詳
で
あ
っ
た
。

平
成
元
年
度

D
区

の
調
査
区
で
あ
る
。

ロ
ー
ム
面
以
下
で
前
方
部
隅
角
が
残
存
し
て
い
た
（
第
三
三
図
）
。

そ
の
位
置
は
東
側
の
隅
角
部
と
主
軸
を
は
さ
ん
で
ほ
ぽ
対
称
の
位
置
と
な
る
。
前
方
部
前

面
の
墳
丘
裾
部
は
主
軸
方
向
へ
向
か
っ
て
開
く
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
の
で
、
南
側
に
三

認
ほ
ど
離
れ
て

E
区
を
設
定
し
て
、
そ
の
下
場
ラ
イ
ン
を
追
究
し
た
。

E
区
で
は
根
切
り

溝
に
よ
っ
て
墳
丘
裾
部
が
若
干
削
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
前
述
の
推
定
を
確
認
す
る
結
果

と
な
っ
た
。
昭
和
五
四
年
度
及
ひ
昭
和
六
三
年
度
の
調
査
結
果
と
あ
わ
せ
る
と
、
前
方
部

は
所
謂
剣
菱
形
の
プ
ラ
ン
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

西
側
の
く
び
れ
部
か
ら
造
出
し
に
及
ぶ
範
囲
の
発
掘
調
査
は
平
成
元
年
度
に
実
施
し
、

北
か
ら

A
.
B
.
F
.
c
区
に
区
切
っ
て
面
的
な
掘
り
下
げ
調
査
を
行
っ
た
。

く
び
れ
部
は
く
の
字
状
で
な
く
、
緩
や
か
な
曲
線
部
を
も
っ
た
後
、
前
方
部
と
連
結
し

て
い
た
。
＜
び
れ
部
の
墳
丘
裾
部
の
保
存
状
態
は
良
好
で
、
先
に
第
ー
ト
レ
ン
チ
の
調
査

結
果
で
述
べ
た
よ
う
に
、
急
傾
斜
で
旧
表
土
層
及
び
ロ

ー
ム
基
盤
層
を
掘
り
込
む
も
の
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
墳
丘
第

一
段
の
テ
ラ
ス
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。

造
出
し
部
に
つ
い
て
は
、
そ
の
中
央
部
を
南
北
に
走
る
根
切
り
溝

(
S
D
l
)
に
よ
っ

て
破
壊
さ
れ
て
い
た
が
、
墳
丘
寄
り
の
部
分
は
保
存
状
態
が
良
好
で
、
多
数
の
土
器
片
が

師
器
は
接
合
関
係
を
調
査
し
た
結
果
、
本
来
、
造
出
し
上
に
据
え
置
か
れ
た
も
の
が
、
損

壊
し
て
、
あ
る
も
の
は
中
堤
上
に
留
ま
り
、
ま
た
あ
る
も
の
は
内
堀
内
に
転
落
し
た
も
の

前
方
部
西
側
隅
角
部
を
確
認
す
る
目
的
で
墳
丘
削
平
部
に
設
け
た
東
西
、

南
北
共
五
試
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度
に
前
方
部
西
南
側
の
内
堀
の
面
的
な
調
査
を
実
施
し
た
。

内

土
層
の
状
態
か
ら
後
世
の
掘
り
込
み
と
み
ら
れ
た
。

と
考
え
ら
れ
た
。

が
、
数
千
点
に
及
び
、
特
に
く
び
れ
部
の
墳
丘
裾
部
に
は
半
完
形
品
も
含
め
た
集
中
が
認

め
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
は
主
に
墳
丘
中
段
の
円
筒
埴
輪
列
か
ら
の
転
落
品
で
あ
ろ
う
。

造
出
し
の
平
面
形
は
昭
和
五
七
年
調
査
区
と
あ
わ
せ
る
と
全
形
か
知
ら
れ
、
幅
八

”IvI、

奥
行
き
六
•
五
状
の
長
方
形
で
、
隅
角
は
丸
く
調
整
さ
れ
て
い
た
。
立
面
的
な
検
討
で
は
、

少
な
く
と
も
造
出
し
の
墳
丘
寄
り
の
部
分
は
盛
土
さ
れ
て
お
り
、
旧
表
土
層
の
削
り
出
し

造
出
し
上
方
の
未
調
査
部
分
で
、

（
第
三
二
図

B
区
南
壁
土
層
）
。

コ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
造
出
し
方
面
へ
の
張
り
出
し
が
観

察
さ
れ
る
状
況
か
ら
み
れ
ば
、
造
出
し
は
一
定
の
傾
斜
面
を
も
ち
、
そ
の
上
端
は
墳
頂
部

査
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
ム
基
盤
層
を
内
堀
底
か
ら

0

・
ニ
1
0
•

三
”
I
V
I
の
比
高
差
で
掘
り
残

し
た
も
の
で
、
盛
土
の
有
無
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ
た
。
こ
の
部
分
は
、
今
回
明
ら
か

に
な
っ
た
傾
斜
面
と
の
関
係
で
盛
土
の
存
在
は
考
え
ら
れ
ず
、
先
端
の
一
部
分
は
平
坦
で

あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
う
仮
定
し
た
場
合
の
平
場
の
奥
行
き
は
二
脳
弱
と
な
ろ
う
。

な
お
、
造
出
し
調
査
区
東
端
の

F
区
と

C
区
に
ま
た
が
る
部
分
に
幅
一

”m、
長
さ
二

”JVl

の
浅
い
土
堀
を
検
出
し
た
が
、
円
筒
埴
輪
片
を
含
む
だ
け
で
、
性
格
は
不
明
で
あ
っ
た
。

堀

平
成
元
年
度
に
墳
丘
東
側
内
堀
の
中
堤
側
立
ち
上
が
り
ラ
イ
ン
の
調
査
を
、
平
成
二
年

に
達
し
て
い
た
可
能
性
が
強
い
。

一
方
、
造
出
し
の
西
側
の
部
分
は
昭
和
五
七
年
度
の
調

面
と
連
続
す
る
約

l

二
度
の
緩
傾
斜
面
を
な
し
て
い
た

一
方
、
円
筒
埴
輪
片
に
つ
い
て
も
ド
ッ
ト
図
（
第

27図
）
を
作
成
し
た

t

)

0

 
t
 

界
ラ
イ
ン
が
明
瞭
に
現
わ
れ
、

一
直
線
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
昭
和
五
七
年

平
成
元
年
度
第

2
.
3
ト
レ
ン
チ

墳
丘
東
側
の
内
堀
に
は
最
近
ま
で
機
能
し
て
い
た
上
幅
三
脳
程
の
水
路
が
南
北
方
向
に

走
っ
て
お
り
、
そ
の
部
分
で
の
攪
乱
が
大
規
模
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
中
堤
側
の
立
上
が

り
ラ
イ
ン
の
確
認
に
目
的
を
し
ぼ
っ
た
調
査
を
平
成
元
年
度
に
実
施
し
た
。

内
堀
の
中
堤
側
立
ち
上
が
り
ラ
イ
ン
は
、
そ
の
南
端
が
昭
和
五
七
年
度
の
調
査
で
、
北

端
が
昭
和
六

一
年
度
の
調
査
で
明
ら
か
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
両
者
を
結
ぶ
ラ
イ
ン
に
調

査
区
を
設
定
し
、
重
機
を
用
い
て
、
幅
三
悩
、
長
さ
六
五
•
四
状
に
わ
た
っ
て
プ
ラ
ン
確

認
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
表
土
を
0
．
六
脳
ほ
ど
剥
ぐ
と
、
中
堤
と
内
堀
の
境

度
に
調
査
を
行
っ
た
内
堀
の
南
東
隅
角
を
基
点
と
す
る
と
、
約
七
六
計
の
区
間
を
直
行
し

て
お
り
、
後
円
部
で
曲
が
る
徴
候
は
ま
っ
た
く
な
い
の
で
、
瓦
塚
古
墳
の
内
堀
は
従
来
か

ら
考
え
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
方
形
系
統
の
特
異
な
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

プ
ラ
ン
確
認
に
あ
わ
せ

て
、
こ
れ
と
直
交
す
る
二
本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
内
堀
部

分
を
掘
り
下
げ
た
。
前
方
部
側
に
設
け
た
第
2
ト
レ
ン
チ
で
は
中
堤
の
上
面
の
標
高
は
確

認
面
の
ロ
ー
ム
層
上
面
で
一
七
・
七
八

”lYIで
あ
っ
た
が
、
こ
の
上
に
は
し
ま
り
の
強
い
オ

リ
ー
プ
黒
色
土
が

0
•
三
2
mの
厚
さ
で
乗
っ
て
お
り
、
内
堀
内
に
流
れ
込
ん
で
い
る
。
こ

の
状
況
か
ら
は
中
堤
上
に
は
盛
土
の
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
内
堀
底
面
の
標
商

は
一
七

•
O
六
屈
で
あ
っ
た
。
立
ち
上
が
り
部
は
約
四

0
度
の
傾
斜
で
掘
り
込
ま
れ
て
い

後
円
部
側
に
設
け
た
第
3
ト
レ
ン
チ
で
は
、
後
円
部
の
墳
裾
か
ら
中
堤
側
立
ち
上
が
り

部
ま
で
の
、
内
堀
を
横
断
す
る
調
査
が
可
能
で
あ
っ
た
。
墳
丘
裾
部
に
接
し
て
前
述
の
水

路
が
走
っ
て
い
た
が
、
墳
丘
裾
部
の
下
場
は
か
ろ
う
じ
て
破
壊
を
ま
ぬ
が
れ
て
い
た
。
内

堀
の
底
面
は
平
坦
だ
が
、
墳
丘
寄
り
で
の
標
高
一
七

•
O
四
屈
、
中
堤
寄
り
で
の
標
高
一
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B
区
で
外
堀
の
調
査
を
行
っ
た
。

い
う
事
実
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

七
・
三
二
屈
で
、
わ
ず
か
な
傾
斜
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
内
堀
の
幅
は
下
場
で
の
計
測
で

平
成
二
年
度
A
.
B
.
c
区

平
成
二
年
度
の

A
区
で
は
前
方
部
西
側
隅
角
付
近
の
内
堀
の
一
部
を
調
査
し
た
。
堀
底

の
標
商
は
一
七

•
-
1

一
七
・
ニ
”
l
Y
I
で
、
中
堤
上
面
（
ロ
ー
ム
暦
上
面
）
と
の
比
高
差
は

約
O・

六
屈
で
あ
っ
た
。
中
堤
側
の
立
ち
上
が
り
部
は
約
四
七
度
の
傾
斜
で
ロ
ー
ム
基
盤

B
区
と

C
区
は
前
方
部
南
側
の
―
つ
な
が
り
の
調
査
区
で
あ
り
、
プ
ラ
ン
確
認
調
査
に

よ
っ
て
内
堀
の
中
堤
側
立
ち
上
が
り
上
場
ラ
イ
ン
を
検
出
後
、

B
区
（
東
西
七
・
ニ

”m、

南
北
六
・
三
脳
）

の
掘
り
下
げ
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
、
内
堀
の
隅
角
部
が
良
好
な
状

態
で
遺
存
し
て
い
た
。
し
か
し
、
南
側
の
立
ち
上
が
り
部
は
若
干
崩
落
し
て
い
る
可
能
性

が
考
え
ら
れ
た
。
内
堀
底
は
中
堤
寄
り
が
深
く
、
標
高
は
一
七
・
一
六
脳
で
あ
っ
た
。

B

•
C

区
の
調
査
結
果
を
綜
合
す
る
と
、
内
堀
の
中
堤
側
立
ち
上
が
り
ラ
イ
ン
は
、
主
軸
を

基
準
と
し
た
場
合
左
右
対
称
形
で
な
く
、
西
側
の
内
堀
の
方
が
幅
か
広
い
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
し
か
し
、
主
軸
線
上
に
折
れ
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
、
前
方
部
の
剣
菱
形
の
設

堀

平
成
二
年
度
に
前
方
部
西
側

(
A
区
）
と
南
側

(
C
区
）
、
墳
丘
東
側
（
第

1
¥
5
ト

レ
ン
チ
）

の
外
堀
の
調
査
を
行
っ
た
。
平
成
三
年
度
に
は
、
旧
山
崎
家
の
史
跡
外
へ
の
曳

家
を
実
施
し
た
後
に
、
そ
の
跡
地
を
中
心
と
し
た
地
区

(
A
区
）
と
垣
根
の
外
側
と
な
る

外

計
に
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

輪
の
半
完
形
品
が
、
中
堤
か
ら
転
落
し
た
状
態
で
検
出
さ
れ
た
。

層
を
掘
り
込
ん
で
い
た
（
第
三
五
図
A
区
南
壁
土
層
の
左
端
）

。
下
場
付
近
に
は
円
筒
埴

八
•
四
妍
で
あ
る
。

平
成
二
年
度
A
区

昭
和
五
七
年
度
に
大
量
の
形
象
埴
輪
群
を
出
土
し
た
外
堀
に
隣
接
す
る
調
査
区
の
た
め
、

期
待
を
抱
い
て
調
査
に
臨
ん
だ
。
し
か
し
、
調
査
区
の
北
側
は
外
堀
底
面
に
達
す
る
大
規

模
な
撹
乱
を
受
け
て
い
た
。
調
査
区
の
南
端
は
道
路
敷
の
下
に
当
た
る
た
め
、
保
存
状
態

は
ま
し
で
、
中
堤
及
び
外
堀
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
外
堀
は
上
幅
約
九
屈
（
斜
距

離
の
た
め
正
距
離
に
直
す
と
約
七
•
五
屈
）
、
中
堤
上
面
か
ら
の
深
さ

O
·
六
屈
を
測
り
、

内
堀
の
深
さ
と
ほ
ぼ
等
し
か
っ
た
。
中
堤
側
の
立
ち
上
が
り
部
は
傾
斜
角
―
一
度
、
法
長

約
ニ

・
六
認
の
緩
や
か
な
斜
面
を
な
し
て
い
た
。
そ
の
下
場
付
近
に
は
中
堤
か
ら
転
落
し

）
。
外
堀
の
中
ほ
ど
よ
り
や
や
西
側
に
は
中
世
の
薬
研
堀
が
掘
り
込
ま
れ
て
い
た
が
、
こ

の
溝
は
昭
和
五
七
年
度
に
総
延
長
四
二
計
分
が
調
査
さ
れ
た

S
D
皿
と
同
一
の
も
の
で
あ

平
成
二
年
度
C
区
及
び
平
成
三
年
度
A
.
B
区

前
方
部
前
面
の
外
堀
の
調
査
結
果
を
一
括
し
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
基
本
的
に
は
重

機
を
用
い
て
表
土
を
剥
い
で
プ
ラ
ン
確
認
調
査
を
行
い
、
外
堀
の
中
堤
側
及
び
外
堀
側
の

立
ち
上
が
り
上
場
ラ
イ
ン
を
検
出
し
た
後
に
、
随
所
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
掘
り
下
げ

を
行
っ
た
。
代
表
的
な
ト
レ
ン
チ
で
あ
る
平
成
三
年
度
第
2
ト
レ
ン
チ
を
み
る
と
、
外
堀

の
底
面
は
水
平
で
な
く
、
中
堤
寄
り
で
標
高
一
七
•
四
六
妍
、
外
堀
よ
り
で
は
標
高
一
七

・
ニ
ニ
認
で
緩
や
か
な
斜
面
を
な
し
て
い
た
。
外
堀
の
幅
は
、
直
交
し
て
設
定
さ
れ
た
平

成
二
年
度
の
第
8

ト
レ
ン
チ
を
参
考
に
す
る
と
上
幅
で
一
―
•
九

”
mを
測
る
。
こ
の
数
値

は
、
墳
丘
西
側
及
ひ
東
側
の
外
堀
の
幅
が
平
均
七
位
で
あ
る
こ
と
と
比
較
す
る
と
極
だ
っ

て
大
き
い
。
瓦
塚
古
墳
の
外
堀
は
前
方
部
前
面
に
お
い
て
、
特
に
幅
広
く
掘
削
さ
れ
た
と

る。 た
状
態
で
、
人
物
、
水
鳥
、
犬
、
馬
な
ど
多
数
の
形
象
埴
輪
片
が
検
出
さ
れ
た
（
第

26図
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第19図 瓦塚古墳各年度毎発掘調査位置 (1/800)

年
度
第
2
ト
レ
ン
チ
や
平
成
二
年

度
第
8
ト
レ
ン
チ
の
外
堤
寄
り
立

ラ
ン
を
検
討
す
る
際
に
、
平
成

前
方
部
前
面
の
外
堀
の
平
面
プ

る
。

さ
れ
ず
に
残
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

掘
り
残
し
道
が
、
完
成
時
に
撤
去

削
土
を
墳
丘
に
搬
入
す
る
た
め
の

れ
る
。
古
墳
築
造
時
に
外
堀
の
掘

異
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

態
的
に
整
っ
て
お
ら
ず
、
性
格
を

た
プ
リ
ッ
ジ
と
比
較
す
る
と
、
形

は
、
西
側
外
堀
に
設
け
ら
れ
て
い

が
0
•

四
脳
前
後
で
あ
る
。
こ
れ

周
辺
の
外
堀
低
部
か
ら
の
比
高
差

標
商
は
十
七
・
六
ー
十
七
・
八

”lYI、

が
明
ら
か
で
、
最
も
高
い
部
分
の

醤平成3年度澗介

中
堤
側
に
取
り
付
い
て
い
る
こ
と

10ト
レ
ン
チ
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

す
る
個
所
が
検
出
さ
れ
た
。
第
9

残
さ
れ
て
低
い
プ
リ
ッ
ジ
状
を
呈

区
東
側
で
は
外
堀
の
一
部
が
掘
り

と
こ
ろ
で
、
平
成
二
年
度
の

C
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 第20図 瓦塚古墳の周堀と墳丘の検出状況

(1/1000スクリーントーンは周堀部分を示す）

外
堀
の
上
幅
は
第

5
ト
レ
ン
チ
で
七
・
五
屈
、
第
四
ト
レ
ン
チ
で
七

堀
幅
を
減
じ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

延
び
て
来
た
も
の
が
、
第
3
ト
レ
ン
チ
付
近
で
、
わ
ず
か
に
折
れ
る
の

そ
の
屈
曲
ラ
イ

ン
を
確
認
す
る
た
め
に
、
四
個
所
の
テ
ス
ト
ビ
ッ
ト
を

そ
の
結
果
、
外
堀
は
後
円
部
付
近
で
屈
曲
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

え
た
場
合
、
外
堀
は
一
直
線
で
な
く
、
主
軸
上
に
折
れ
が
あ
る
と
み
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ

う
。
内
堀
と
同
様
に
、
外
堀
も
剣
菱
形
前
方
部
に
対
応
し
て
折
れ
が
設
け
ら
れ
て
い
た
可

能
性
を
考
え
て
お
き
た
い
。
な
お
、
遺
物
の
出
土
状
態
か
ら
み
て
、
中
堤
側
と
外
堤
側
の

両
方
に
円
筒
埴
輪
列
の
存
在
を
推
定
し
う
る
。
た
だ
し
、
第

4
ト
レ
ン
チ
出
土
の
馬
鈴
は

努
め
た
。
ま
ず
外
堀
に
直
交
す
る
三
本
の
ト
レ
ン
チ

ち
上
が
り
部
に
沿
っ
て
後
世
の
溝
が
走
っ
て
い
た
こ
と
が
問
題
と
な
る
。
こ

の
溝
の
方
向

性
が
外
堀
の
立
ち
上
が
り
部
と
全
く
一
致
す
る
こ
と
を
重
視
す
れ
ば
、
中
世
以
前
の
周
堀

が
完
全
に
埋
没
し
き
ら
な
い
段
階
で
の
開
削
の
可
能
性
が
強
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考

平
成
二
年
度
第

1
5
5
ト
レ
ン
チ

墳
丘
東
側
の
外
堀
に
つ
い
て
は
、
中
堤
側
と
外
堤
側
の
立
ち
上
が
り
ラ
イ
ン
の
検
出
に

る
第
2
ト
レ

ン
チ
を
設
定
し
て
調
査
を
進
め
た
。

（第
3
1
5
ト
レ

ン
チ
）

を
設
定
し
、

プ
ラ
ン
確
認
を
行
っ
て
、
外
堀
の
方
向
性
を
把
握
し
た
上
で
、
中
堤
側
立
ち
上
が
り
ラ
イ

ン
の
プ
ラ
ン
確
認
を
目
的
と
す
る
第
1
ト
レ
ン
チ
と
外
堤
側
の
プ
ラ
ン
確
認
を
目
的
と
す

設
定
し
て
、
立
ち
上
が
り
部
の
掘
り
下
げ
を
行
っ
た
。
こ
れ
ら
の
結
果

を
綜
合
す
る
と
、
外
堀
の
中
堤
側
の
立
ち
上
が
り
ラ
イ
ン
は
一
直
線
に

に
対
し
て
、
外
堀
の
外
堤
側
立
ち
上
が
り
ラ
イ

ン
は
、
後
円
部
の
東
側
、

第
4
テ
ス
ト
ビ
ッ
ト
付
近
で
既
に
折
れ
が
始
ま
り
、
北
に
向
か
っ
て
外

・
ニ
屈
、
第
3
ト
レ
ン
チ
で
四
・
ニ
屈
で
あ
っ
た
。

混
入
品
と
し
て
と
ら
え
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
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第22図 瓦塚古墳調査区平面図 2
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第23図 瓦塚古墳造出し部平面図(1/100)
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第2船] 前方部円筒埴輪出土状況図 (1/30)

性
も
考
え
ら
れ
た

。

牛＇
――
 

ー、

／
 

-／
 |

J
川ー

1
1
//

 

周
堀
と
異
な
り
、
遺
構
面
が
高
い
た
め
、
上
面
の
保
存
状
態
が
必
ず
し
も
良
好
で
な
く
、

確
認
面
は
す
べ
て
ロ
ー
ム
面
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
覆
土
の
状
況
か
ら
盛
土
を
伴
う
可
能

中
堤
の
上
幅
は
、
墳
丘
西
側
と
東
側
で
六
・
九
ー
七
・
五
”
門
前
方
部
で
も
七
•
五
奸

前
後
で
、
ほ
ぼ

一
定
の
規
格
が
あ
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

三
年
度
の
第
3
ト
レ

ン
チ
で
調
査
を
行
っ
た

。

中

堤

。

Q
。

｀ 
令

0
,
 

--m ///: 
（
若

松

良

一

）第25図 平成 2年度C区須恵器出土状況図 (1/60)
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第26図 平成 2年度A区形象埴輪出土状況図 (1/50)
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第27図 平成元年度造出し部埴輪出土状況図 (1/80)
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63瓦塚 1T土層説明

[.渇色土 K土． ローム土（貨褐色土）粒：／・、Iii.Ill色帖質土を託人する。

2.,,1111色i: 1員n．益土 ． 9tl11色土 に多11の貨褐色上9i.1-• プロックと少量の/11111色l： プロ，クを混人する 。

3. Ill色土 攪乱．

4. 9;'褐色t 墳丘立土 ． 暗褐色土1こ貨褐色土9t-1・ • プロック｀ 111 111色土粒子・ プロ，クを少 l1混人する ．

5 ,＂貨出色 土 1員丘u. 2層とほぼ同じ

6. u，；出色+ I、丘心t. 9t褐色上 に貨褐色土粒1・・プロック ．且＼褐色土9立子・ プ0 ，クを少鼠況人する。 4層とほ

I!同じ。 2層 ・5層より貨褐色さが少ない。

7.＇）濁色 l: IR丘凸 t. A＼褐色帖閃土1こ灰褐色帖買上、褐色土9i＋を況人する。 (IOYRJ/11 

8. 1')1'色J: I日斤3&J:

9.！）．＂り色j: IRrc心J:

I". 11,；褐色 ．I． Ja丘必＿t
II.II,¥貨出色 I: ）R)t3必 I:

,2,’’・,-面已＿i: 項,,,..J: 

13. 1'褐色J: IA丘庄上

11. ll,WU色j: ）負丘心上

IS. 11紆り色J: I員ti＿心 I:

16.睛黄褐色土 ）ar，凸上

I,. l/i1')色．t lare凸J:

18.,,｝褐色土 ）a丘必＿1

19.11,¥貨即色＿I: IA印送J:

?0. ＂,I出色．I： ）a丘送 I;

21. mill色J: JRIt．必土

22.島褐色土 ）£伍lHI9J:

四． 9J出色 I: 居位lll&J:

"-貨褐色土 店俎ローム

ぉ． I幻渇色上 溝覆 I:

26. :11褐色J: 111: 

1•11J色帖費土 9こ褐色l:9i.1• を少 llii!人する 。帖性、しまり 共に強。 UOY R4/lo『7.5YR5/1) 

JM褐色帖費土9こl!i褐色帖只土を’少量況人す る。帖性、しまり共に佐。(YR3/lm7.5Y RS/II 

暗出色土9こ貨褐色土9立子 ・プロック 及び、：i濁色土 プロ 9クをii!人する 。6111とli<i’柘It。

貨出色土プロ 9 クが.I']本． JK褐色帖費土プロ yクを混人する。

•it .,巴a;9e;A .,巴土プロック 、 貸恥色＿t 92•（ー・プロ ッ クを少鼠ii!人する 。 10層より貨褐色上が少ない

'• Ill色帖費土が.tiぶ．貨褐色I.9i子及び小プロ ソ クを少llii!人する 。

l埠 と 1よぼ同じ。

暗瓜色上に仄褐色帖只J:、貨川色J:IH 及び小プロノクを'y.II混人する 。

睛褐色上に上鼠の貨褐色上tif、プロ 9クと少鼠の灰褐色帖l!J：プロ ，クを混人する。 2層、 5層とは1£I,，IL‘o

貨色味を笞びる、 11i 褐色帖口＿I： 1こ貨褐色土9if• を泣入する。

褐色土に1K褐色帖費土．貨褐色J:9i(・を註人する 。

16噌とはli],;Jじ。

1幻 色昧を 99 びる、 暗褐色J.,こ貨出色」． 9立 1•. 、 1六 出色j:R i を況人・』 る 、 X hI’ かに黄褐色 ：プロ 9 クを 1U 人 •I・ら 。

淋出色帖1t土9こ灰褐色帖費上を混人する 。帖性、しまり共に強。(IOYR3/lo,7.5Y R3/l/ 

帖性、しまり Jtr こ;~ .

帖性，しまり共に活．

帖性｀しま '9共に惨．

((UY R3/(o,7.5Y R3/() 

((OY R3/-lo<3/3) 

(（OYR5/6) 

IA褐色帖11J：いも貨褐色tti/•、 9,IIll色J: 9i iを混人する 。 (7 SY R-1/2) 

貨褐色J:9.if を行千含 L•• 全体に やや灰色味を否びる ． f7.5Y R3121 

と匹:lOm

糾

2m 

63瓦塚2T土層説明

l 褐色 I: /9 1: 

2 :9¥Ill色 1 )R丘益上

:l 睛黄褐色 I: II丘送 1

4 出色 ！ 墳丘必t

o-ム （貨褐色 I:）の微9i（ーを含t・。

集出色帖ftj：が上（t*貨褐色J:'立子及びプロ ，クを少鼠況人する

暗褐色Iぷ貨褐色 l,！l.＼褐色帖費土プロ ／クを 9<iU.人する

貨褐色J:．研褐色 ì  U＼褐色土からなる、かたい。

A 
2coom 

(, 5Y RI/ I) 

5 :,l9し濯色 I Jt,位InKI・ー 帖n。 (i SY R3/l) 

6 '"出色 9： 店俎 帖n. (, 5Y R 1/2f 

7 0,Hu色 I: 店位 貨褐色j：位（-を含む． (7 5Y RV31 

8 貨褐色 I 駐伐ローム (lOY RSI-I） 

9 n,H褐色 I f I: 訊出色帖費 1：プロ，Iクを混人する 。上層にIll砂肖 (lOoari)がある (i 5Y R3/I) 

l() 渇色 I: 長帽 I: ロームJ: （ 貨褐色＿I: ) の微9i 子及びlk 褐色帖質 j•-fi fを謀人する 。 (7 5Y R V3l 

!I r,;.出色 1 ，昌櫂！ ローム 1: （貨褐色l:)の徴9ifをfiT-混人する。 (, 5Y RV2J 

第29図瓦塚古墳土層断面図 I (1/80) 
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A ゴ m

立

A 

6追円部寛北璧土 層 駁 明

,.褐色!:. '1'J:. S6f1f度 ,Rr,1.1の坪めIHt

2 、いH. ．r l:. s6J年度口た,.,の遺情代讀9fl"‘9.lの Fりに，<面に1’’ニ・r,； I• くつなう勺

J. fu色 f.. RI:、貨出色 I:9ii-＆切・プa, クを浪人•,.る 一芯に 1く●Jのハ：スと .~.hJl ·;/t 色 99．と tL•

I. Ill色 f.. ＜りけl，l、貨褐色 l:fli・を少lrl11!人・tる

5. 1た褐色 I:. 黄色昧を9パ｝る、貨褐色 I:9i(tii! 人 •I• る

6 l9,H{Ill色 1:．貨11l色J・..N,l絨褐色 I：プロ， 7 1:fに かたい

7. 99,：褐色 I:. r,; 色9l遠， ,,びる ． lklll色 1:1: ： '＼褐色 k を出人•,.る

8 '』（褐色 I:. lllhf:.帖rt カ・9;9,

9.,.褐色 I:. !Ii泣（ローム,.

Itl. lk褐色J:. ローム．佑II.茶色味を 99びる，

II.',l褐色J:. □-,..『K色味を 99びる

63前方部寛・北璧土層説明

I.褐色 I:． 貨出色"(・を泣人する。

2.褐色上． •fit: , 

3. Iii掲色．I:.Ill色ti凜 褐色帖m：を社人する。天●lパミスと 地h/1る(1色帖J：を含し’

4.1,1褐色J：．貨出色92(-． I£褐色 l:9i(•を •ylt混人する ．

5.褐色 t. Ill色．I：を 1CIヤとする．貨出色LIi('・仄褐色 l:9i(・を‘Plt11!人する

6. 1,1褐色．I:. 貨褐色．I:. Iii 褐色 I:(1)•I・プロ／クをご <,yJi1註人する ．

7.褐色 K 貨色味を,,びる 。 褐色 I：を t19 とする 。 貴褐色 l:U(• とプロ，クを出人•I' る

8. 111色 t. 褐色 I:を．tiクとする。貨褐色J:9i(・と小プロ ／ク ．Î褐色帖nl：と，1・プロ 97 を＇y）,tILT 人 •,. る

9. 9}出色 l: ．貨褐色 I: 、 IK 褐色 J:(1)9 1• プっ，クを 'yJi1 謀人・t る 61tfと1i：よI991じ

111．褐色J:. 黄色味を 9バf る ， 褐色J:IJUu色J; ll(• と小プロ，クを 9鼠 I：出人する

il. l9,1 褐色」：． :11昧 を i9 びる ， 貴褐色J:U(• と小プロ、クをごく少鼠混人する

12. l9,t褐色J:. 貨褐色 ．I：、 IKIll色帖 !'t i :(1) ，トプロ，クをごく少鼠 ill人 •I’ る 。

13. l9,nu色 I:.Ii<色味をわしし5.91色J:(1)プロノクを少鼠混人・tる

II. ]ij色．!:. 11<色味をわびる。貨褐色 I:91(・を ごく少U況人する

1 5. ",:•出色 I;. 『/i色味を 9J びる ， 貨出色 1 : 91 (・をごく少泣；U人する

A
 

16. I,｝褐色 I:. ややIii色昧を 9Jびる 貨出色 l:fli・.lli褐色r．の小プロ 、7を'J,J,t謀人 rる

に 9，l褐色 I:. ＇）＼昧を 9バfる 貨州色 l:U(• を少 lliU 人 r る

18・ !)I褐色I:. 貨褐色．1: ll(• を少 llil! 人 • I' る 層の I・・郎の・泊13褐色9ifのプロ 、9がhるI浅191B9) 

19. I,l 貨褐色 t . 貨褐色l: IH.•,1褐色．l:• I ・プロ ·＇ クを il! 人する 。

2(1, 褐色J:・ 貨色昧を 9バ9る．貨褐色．I:,I"褐色I:9i(・を泣人する

21. I.l 貨褐色J: . 貨褐色J:IH.•れue l:9i (til!人する

22.貨褐色 I:. 貨褐色上プロ 、クを 1SIト と •Iら ・ ＇，l 貴褐色j：プロ、クと,,:褐色 1：を混人 ·t る

23.褐色J:. 11!色I：に 貨褐色 I:、9,l貨褐色 I：のプロ，ク を混人する。

24．暗貨褐色j:,',1貨褐色J：プロ 9クkti<とする．貨褐色I:.',1褐色ナ．プロ 9クを況人する

25・ 褐色J:. 褐色J：に貴褐色」：．：1111!色 I:(T) 92(· を浪人する 。 23/H より 況人・t るプロ,,が1• さい

醤

26・ !l1褐色土

2;. :I.I褐色 I:

認． 1/i.褐色 I:

29・ 暗出色J:

血

吋、茶色味を,,びる。 1 
凶騎919/；F Aと．包われる●1妖色l.l（ーのプロ， 7が社｝、 Iう ll1/’’ 

口＿ム。帖＂．茶色昧 を,,びる．

ローム．，K色味を ,,びる。

30.貨褐色J,. o-,.. 

つ

--―エニ之三
6蔦り方部南 東璧土層駁明

1. IIi褐色 I:曹 IMI: 9; J洩 lのハミスと忠I9れるf1色Ii（・を含t・,

2. II,：'"色 I:. /lllll色 1 : U （・を •j, l,l 沿 人 ·r る 。 ）'"I のバミスと息hれる (I 色fi (・を'yll含し・

4 1l湿色 I:. ，長Ill: 貨褐eI:Ii （・を'yu混人する．

4. l1，：・褐色 1:・ m:｝ Wに比べ"'るい 貨褐色J:UI・を杜人する。

5. 9U色 I:. ,.II I: Iii 色味を 1，·びる ， I^ 褐色 ．I: を 札人 • I る 。

り． ．’I¥褐色 1:・ 1/i9り色 1：プロ、ク !ciM人する，天明のパミスと息I9れる (1色fi（・を含 し• •

7.'り色 1:・ IIi色昧を 1バ践 IIi褐色 I:．貨碑．1：1i(•とプ 0 ，クを 況人する 。

8 ・ 11,W潤色 I: ． り 1 1"色 I•プロ，ク ．貨出色 I: 1.l （・を混人する。

?，：:：：1;： ： ,?；悶［竺，‘ー：：1体 とす る 貨褐色 I• プ0 ，ク 9,i褐色」・を11!人する。1

固堀11_1;

A 

63前方部隋 墳丘立ち上がり部分土層駁明

,. m褐色 •I:. 111/lt。しまり住．帖忙住

2. I青褐色j：． しま り中．帖性強．

3. 11'褐色」：． しま ＇）中．帖性惨。

4.睛貨褐色j：．しま り屯帖性強．

5 貨出色j：． ローム。し まり強．帖性やや性

6. 11'褐色土． しまりll'l.帖性やや佐 IIR丘991:11び． 2l'のtIIU)ぶ

，，II士であるが．土11fのHIRIょ比め譴い1

2m 
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A 
----.mlOm 

糾

01. 1 T北壁土層説明

1 にぷし＇故色 J:. Ii I: しまり：沿 12.SYti/ll 

2.''ltlij色 I:． ロームプロ、クを 'yH;M人・ra IIII¥'R I/29 

3.,.拭出色 I:． ローム9ii· をじ以に＆人•,-る 佑け， LJ. ;1 9t1;:ti 1199Y R v•21 

-1.貨褐色 1:. ,:lt 1:t"hれ11: ロームプ"'9を・yl,t9H)、Iう 枯性． L.1，,,,・ ：こ•；j; ¥l’’‘'1.’̀’ 

5.,.貨褐色 I:. u-,、プロ、クを <Mlふ片人 1―る 帖性． Lょ：IIt：こ仲}9、了j; 1199¥ R I'21 

------ ・・・“ ' "•ヽ．，．．．＾＇u. '-,-，凶と i.．迅1¥V 99べU9,̂ ml,.，. 9 しょ •9.“ -̀．J 9 99 •99 
7. u,nu色 I:. ;'i1かの，． 帖性919.L 9’’:hi げuia召 ,n を含 L• l (II)＼'R̀VI) 

8.褐色 I:. 近I恥9,& 9h性． Lより J如やめてlJi lf>i妃匹9iをm..）IIIW R IIll 

9.''・＂U色!:. if約1一の口＿ J.プ",,を少l,t.4£ftfしitRI,t,KA 1.; 1が性． L ま •I !,・；オ］i

I;．3Y R 3/2) 

lII．故,.色 1:． 99 -」.k -fu 'をぶA1・.; しより 91, 12..W III) 

11. 貨1天色!:. I柑↑あり． L J,,べ＇べthi 12.3ヽ刃 II

12. 11 ,；•IK 杖色!:. 11-J・小プ",,を •p1,t；じ人 1 る しよ；191, 12.3Y.-92) 

量 m

糾 m

• ¥’'ik163年'"が1べ/」/

-- -~-----~------------- --←~～、9
・̀ ` 

文
S

01. 4T西壁土層説明

（ にぶい拭色 I: Ill: Lより必 12.5Y6/II 

2. 1こぷい貨褐色 I:. Lまり中 ((I)Y RV3) 

3. 1/,貨出色t. 99ーム小プロ， 7,,,し色9hl．小プ＂＇クを’少 h1iM人,,ら Lよ'),19 (199Y R I/21 

4 9久貨出色 I:. ロームll（を t!,/,9：iU人1ーる 帖t'I..,Lよ9)j99;：％ （（I)Y Ry21 

5.'""'色9占上． 帖ft, Lより共に強 (2,5Y R6/2l 

6.,.オ＇，＿プ色帖 I: 帖性，しまり jし9こHiめて付 (5¥'5/21 
¥,m l 

7.,.黄出色 I:. fl色バミスを極めて""'こ氾人,.る U -9, —ru 7, 1i (•を’少 lk;H9、 •,,る

帖tt沿， Lより 極めて佑 (IIIY R 1/21 

8 .t,1ープ｝＼色 I:. /1色パミスを 名J,11こ，ローム9i（を閲l,11こiUKIる 帖性中， Lより仕 93ヽ ツ21

9, 1<11/111色J:, ローム1i（を’少比U人 1・る 帖件91＇、しまり付 1199Y R V2) 

IU.灰貨褐色上． 口＿ム9l(•,’‘ート1, _ 1, プ",,を 'y 比K 人 •I• ら 帖ft, "'"'：こ性 (I山 'RI/Cl

II,'こぷい貨褐色土． ハードロームプロ， 7ん9U人 ,.る 帖性怜めて佑 ，Lより佳 llllY RS/II 

12.褐色J:, 0＿ム99(·を 9鼠／：混人／•ら 9が中91’,Lよ'1性 CIIIY R //(I 

13. lこぶい貨出色j:． ローム99(•を少址 iU 人する Mt'I.., U''"""'' (l>l¥'Rl/31 

2m 
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A
 

口
A

「コ
01. 2 T北 墾土層説明

,.,研m /Ii出色 I. /I色99；ス をt1,t1こ．ロームRI・を微l,t1こ況人 1る 佑件立i．しより 怜ヽ 9-（性 (IIIY R5/3) 

2. -I'）ープ：II色 1：． ローよ•9立（·を少 1,t祉 KI• る。帖性1対． L; ＇）極めて l< (7.5Y3/l) 

9. l1,1・褐色 1：． ローム9i/・、ハードロームプロ 9クを少1,t枇人する 。帖性住．しま')9|, IIOY R3/3) 

4.:.11褐色 1：． ローム9し(-．ハードロームプロ 9クを 9UI；混人する。帖代極めて佐．しまり 中。 IIOYR3/l)

A → 

01. 3 T北璧土層説明

,.にぶい貨褐色!:. fl色パミ人を tlll；、ロ ーム粒（を徴！tiこ北人する 。枯性凶，しより極めて；直。 UOYRS/31 7.貨出色士 ． ローム 9i•(• を少鼠託人する。 帖性、しまり共に強． (10YR5/6) 

2. オリ＿プ：II色 I:. ローム9i／・を'yl1混，＼する。帖性弱．しまり極めて強。 l7.5Y:Vll 8. Iii褐色土 ． i昂讀土。ピニ＿ル ，囚磁召．ガ ラス片等を含む。 (2.5Y5/21 

3. I'I＿プ］＼色 I:. ローム9i(•を 2 層より 9< iU人す る。 帖性弱、 Lまり住。 17.5YVI) 9．貨灰色土． ローム校•f を多鼠 13 混人する。帖性函、しまり慎． (2.SY<JI) 

4. I'I-.f褐色!:. ローム91(・,(1色帖j：を少鼠況人する。帖性ヽI’、 しまり強． (2.5Y<J3) 10. •~貨1夭色j: ．ローム 9立 1• を少鼠況人する 。 帖性的．しまり中。 (2.5Y<J2) 

5. "8オリ ープ渇色!:. :11色9h1:fn，ク を名J,tlら口＿ム粒 (..fl色帖上を微以1こ柑人する ．，＂tlliめて廿； 、しよりig。 (2.5Y:V3) II. Iii黄色土． 溝隕土。 口＿ムU・Iを微鼠1こ託人する。帖性強、 しま り剌． (2.5Y5/2) 

6.暗褐色 I:． ロームtif・を’少鼠社人する。帖性弱．しまり 中。 (IOY Rl'•I) 

/j 01. A区 北 壁 土 層 駁 明

I. I；ぷい貨色 I:

2 ，こぷい貨褐色 I: ！a丘賃 t

3. ：こふ 9ヽ 貨褐色 1.．
I 

A 9た貨褐色 I;. 坪ヽル孔 I: 帖性'"')共に強 (IOY RS/2) 

0 1'）ープ灰色帖 1:． j知斑が） しまり性 (5GY6/ll 

C IK I,lープ色帖 I， しまり,W (5Y6/2l 、暑帽 I• O

D '"''Iープ色t/;1” 帖柑 Lまり共に極めて性 (5YS/2) 

C ,.,'Iープ色t/;1:・ 帖件、しまり共に極めて佳 、、ードロームプ99、クを,u人 ／る (5YS/2l 

糾 m

Ol. B区南壁土層 説 明

(．I;,;a，黄色(:. I< I: Lまり曲 (2.5YUIl 

2 Iこぷい 貨は色 I:. r1色99ミスを じl,t［こ謀人する しまりやや強 (IOY R;/3) 

3, Iこぶい拭出色 1：． しまり 中 （（UY R5/3l 

4 ．にぷい投 1~色 1 :. uームプロ，ク！しし色枯 (.'fロ 9クを tl,99;iH人 1,' Lよりやや'；i: （（UY IにJII 

5.,.貨出色 I: （ヽ11より小さいプロ，クを’少9,ti仕人・tる Lより 中 （（clY R I/2l 

6 ,,＼出色帖 I. IIIK I.l，4の崩/lI; 帖性<,t, Lより中 (IIlY R3/11 

7. IA貨出色 I

8. "貨色枯 I:

"・,.,'/ープ色9h1 

111. IA貨出色 I.

ll. IA貨褐色 I:

坪め1,il(： 99性． Lよ'1J,・I准 ((1)Y R.,/2) 

研．"り共に佑 ビニー，し、囚磁沿． 99 A1;• 叩· :9 9,• (2.9 ヽ•Ii/2) l 

帖tt..しまり）¥Iこ伸めて1l; I 
溝悦 I

内堀柑 1:9川什9|9、しより怖 (l(）Y R.-,/2) 

ソフト U ームとのik/r1: l,II¥：によが1収II91股＆M t1,件9hl £’Hi; （（）9Y RV2) 

第32図 瓦塚古墳土層断面図 4(1/80) 
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~m 

糾

01. C区北壁土層説明

·------------”“-•---•一 I Iこぷい黄色¥: Ill: しまり沿 ¥2.5Y6/ll 

2 ,；ぶい貨褐色¥:. しまり中。 Il(lY R5/3) 

3. 9,i褐色 1:． ロームプロ，クを •y 1,1北人 ，・る． Mt t山．しより中。 IIOY R3/•1) 

4 貨褐色¥:. 必 1:の崩h \:,帖件、しより Jし 9 こ • I• IIOY RS/6) 

5.'l¥褐色帖¥: 111/ll：州のMI11:。帖仕偉しまり ,, IIOYR3/l) 

6. IA貨色帖¥:. 、鼻隕 1：、 帖住 しより Jtl3釦ピニ・・ル．囚磁Ei．ガうス1;・,iを含L'.(2.5Y6/2¥ 

7 lk 9リープ色帖¥:.,昂＂ I:.帖住しより Jしに極めて佐。 (5Y5/2) 

8 ,K貨褐色 1．． 汽め仄し¥: 帖性． L• り J\ に強． IIOY RS/2) 

A 

01. C区隋璧土層説明

(."ぷい貨色(:. 1'I: L より•~ (2.5Y6/•II 

2 Iこぷ9，貨褐色(.. L まりヽ I• (WY RS/31 

i. K貨褐色 1 ローム •1• プロヽ 7,'I＼色帖 1.4• プロ 9 クを ‘yII K人 1 るしまり •(•,(IIIY R 1/21 

1 "'貨出色（．． ローム IH· を t111ユ杜人 •I る L ●’)住 (191¥ R5/2) 

1 ,.貨褐色(. 4 Hよりやや黄色昧が強く．ハードロームプロ、クを託人する帖件．"り Jt：巧主 （J91¥'RV21 

,; I^代出色（ 汽め1人＇し 1．『帖忙．しまり Jt14名 ((OYRS/21 

6. IK黄色帖 I:. '易Ill：。 帖性． しまり Jt1玲aビニール． m磁:;. If9 ス I\• 下を含 t·, (2.5Y&'2l 

7 ,.',,ープ色帖 I:．濤＂ I: 帖件、 Lまり共に伸めて強 (5Y5/21 

← →四知

口
2m 

Ot. 0区南墾土層説明

I II<貨出色 I. (I色ヽ';人を極めて t1,t1;.9Jームプu'ク． u-9．9i （・を'),I仙｝、 I.; II,性必． Lが,,.,,.（怖 9991Y R I/29 

2 ,9l貨出色 1. u-J.n （を tht1a壮人 9ら 11,lt性． Lよ'9999 999)Y R6/89 

:i ,,:Ill色 1. （9色ハ ',.,If,色9i(・を費ht9：北人 1・る 11,f'I.必． Lより炊 999)（R3/.ll 

I ''¥Ill色 1 ，、 いJームプロ、クを少は社人』る 帖炉l,．L9,9住 97.5Y R3/29 

5 債褐色 I. U-LI/ (を’y!,I出人「る II,代怜，，て性． Lより仕 （19IYR訥 l

01. E区西壁土層説明

I ,,¥JI潰色 1. r1色 9 ヽミスを 9 は 1; ． .A；色 II /• を ''.l,l,l1UAI o い代凶． lより怜めて性 (2.5Y V2J 

2.）A貨出色(:. r1色"ミ人を極めて i1l1こ．ロームプロ， 7,Uーム1i(•6 、y比U人する．帖性必． L まり怜めて性 OOY R 1/21 

3. Il,1 1,)ープ褐色 I..口＿ム ll(• を Hl !CiU 人 1・る 帖性叫．しより依 （2.5Yl'3J 

4 :11111色 9:. u＿ム1i（ーを i>.t,：出人 1・る 帖代9＼』．しま＇け贅 (11)Y R 12) 

5 9,)出色 1． ローム9l(•を 4Jtf より多く況人する 帖汗信． Li’)中 (.IIYRV31 

6 褐色 1.. uーム9i/・を多1,1,こ出人する 帖性,,,.しま＇）信 91UY R ul) 

7 "ぷい貴出色 1. u-9• 1i ／・を'yui!!人rる 1k性． Lより !tiこ999 991)Y R V3) 

第33図 瓦塚古墳土暦断面図 5(1/80) 
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A 

丑 m

02. 3 T北壁土層説明

， お 1

1. 111色 I.. 1-n度の火ll/1たをし以 1こ． I— ri度の赤色人コ '1 アを 17 11も人する。帖性必． しまりヽ 19

:1.茶褐色 I:. I—代I~の火』 II 仄及び；；'色スコ＇）アを 17 1・.託人する．9-ポン9iを少U況人する。帖性． しまり Jt1こ919

Iヽ 茶Ill色 1.. ：ll/fI:Jtぺ．ややり，｝ 火,,叔．カーポンを 1;r•ii!人する 1～泣•ri度の赤色 スコ＇）アを Ill祉人する Mに細1ヤ（；り

5.叫・褐色 1.. MI1：によ，て r1色ハミスが人り込んでいる。ロームプロ 9クを況人する。帖性． しまり jt1こ笞

6. 9,nu色 I:. 51/flこJtペ． 19,1い 帖11.しまり共に<t.
7. 19,nu色 I.. 61/f"Jtペ． ll,}•い 砂n9'みで、ややザうつく 。帖性． Lまり jtに強．

8. H,llll色 1.． 93-1．プロ，クを t¥tlこ況人する 帖性． LまりJ¥Iこ炊

9.茶Ill色 I. 帖性極めて性． Lまり性．

，．．茶出色 I:. 帖性極めて<¥;, Lまりやや凶 ロームプロ，クを況人する

A A 
1a200m 

02. C区IDT外堤寄り土層II!明
I U,llll色J:．RI・布 Il. I→一1'i度の/I色99ミ人を tillら1)．）”柑度の人コ'),・. •­

ポンを 行I憎る人 ）’る 1占性9柑． Lより強 ltOY R3131 
2 雌 ． '"'にll:ペ．9が性強． Lま')ML.00.l_,.i度の/I色ハミ A、スコ＇）アを； H

人する ,.ri度の口＿、•9i (•, 4一 ri度の口＿ムプ0 ，クを l114KI こ↓人•,.

る。力＿ポンを t?I,i!! 人 •I る。 17.5\'R3121

3. :11111色I:. 2層1こll:ペ．Iii性強．Lまりやや>iO.O.＇一 1’i度の(1色9ヽミスを少1,t．ロー

ム9i(t ,情と人 •)'る， (tOYRV3J 
,,. U¥111色I:. 3層に比ぺ． 1/itt. しより共に強。 9i(•井： 1-1＇i度のローム l.l/• を 1; r・；仕

人する IIIJYR3121 
5. n,IIll色1:.11/-lt。 I層1こll:ペ、 (I色バミス、 Aコ＇）アを少 址混人する Iii佗)i. L 

まり強。(tOYR313) 

A 

02. 5 T北壁土層説明

I.'~I 

02. 4 T南壁土層説明

l．吝上

2. Ill色1:． l•ti度の火'''""を Uf<: 、，＿，山度の赤色スコ＇）アを若干泣人する。 帖性

曲、 しまり巾。

3. 茶 Ill 色」：．，＿，山度の火,,,,~及び赤色人コリアを 1TFi!!人する．カーポン 9立を少鼠混

人する。帖性．しまり Jt1 こヽ I ’ •

4.茶Ill色」:. 3 層 IJ 比ぺ、やや暗．火9IIIK 、カーポンを E下混人する。 1 ~K•r1度の赤

色スコリアを-/;f泣人する。

4‘. "＂¥11色J:.、1/jfに比ぺ．9Ht しまり共になし．

5. 9t¥11色J:.4層lこ）tぺ．帖性． しまり共に凶．9i(9しやや行1.o.1.r1度の白色スコ ’J

アを1;1；沿人する 1 ~h•r1度のカー ポン 9立を t?-f混人する 。

6. 9t¥11色l:．51tf9こ比ぺ．やや叫．0.1ーri度の赤色ス コリア．（I色スコリアを若干混人

する。帖代、 しまり共にやや憤．

6'. S;l¥11色±. 6層に比ぺ、やや9t.91 (•しゃゃ nI ローム9立、カーポン9立を若F況人・r

る。帖性， しまり共に中．

7.,,1111色＿I:.1-2-柑度の赤色入 コリアを tTFi!!人する。ロームプロ，クをf9-f混人・r

る。帖性．しまり共に債

8.睛Ill色9:．6ltflこ）tぺ、やや川＼、帖性．しまり Jし1こ凶．，口r1度のロームプロ，クを行

I屯泣人する。

9.睛Ill色 9;．7/jf9こ比ぺ｀ 帖柁 しより JI) こ凶．o ．,＿ ,1度の口＿ム 位を多鼠 9 こ． 5～6~r1

度のロームプロ ，クを Ill'謀人する．

量 m

2. Ill色 I:. I-柑度の火llII*'をtl,11'. i•fl度の.,,色 A 9,1 アを 1•； 1・,u人，・る 枯n;1)J.Lより919

:l.茶褐色 I:. l•l'I度の火』IIIA 及び赤色人コ '1 アを 1? I·.壮人 • I3. h ーポ 99i を 'y:,1沿人 •I' る 。 帖性． しまり ！tI3|9

4.茶出色 I:. 3Jtlに 比 べ や やl1,l．火lll屈カ ーポンを 1?I憎い 人 ,.る， 1~泣•rI.I’; IT) ,#，色スコリ アを 1,， 1·. 杜人 t る 。

5. ",1褐色 I:. O. l•fl度の,;:色 スコリア ． fl 色人 コ＇／アを 1'1沿人， も 枯性．しより共にやや，；；

6. Il,！褐色 I.. l~,_fl度のが色スコ '9アを行 I：れ人する。Uームプロ，クを 1:11と人ti．帖性．しまり J¥Iこ依．

7. Ilれ褐色 I:. 6層I;Jtぺ．帖代しより J¥Iュ；； ．o．l-nIが9)ローム9いをt:,11:.5～と・柑1,1のo-,、プ0'クを1;「枇人する。

8. IIMu色 I:. 5>1li:Jtぺ．やや"I.帖性．しまり KI“iJ I口1.iI9のローヽ ・プ99，クを 17114人する＂

9. ",l貨褐色 I:.1~性の U-i・プロ 9 クを t:,t,こ出人する 帖代付；．しより出I

6. JIJ色］．． 5\1 i;Jt ぺ． I— r1)出の (1 色ハミ A をじく）U 人 ］ る ［一I'/)切 l99-l• 9i ( 
•Ai 色人コ') rを枇人 Io, l l(• や <•fl] 帖性：り． Lより,t 17.5Y R 1/31 

7.,<¥JIJ色 1:．6¥11;）ヒ‘‘・帖性廿i. Lより）ii ,i (•fll .II. l-n)i9)］'1色ハ 'I,,U-t, 
9i (•, h -．I9 9を行］ ,u人1・.; (IIIY R:v21 

8.'I¥JIJ色］．． 7MI;ltヽヽ ．Iが性． しより）t,こ沿 IHfll ll.l— rLItの (1 色ハミ人をこく
•],I,], 1,-.]!,を行］：出人 1ら (]19Y RV21 

9./1/JIJ色 l:．Ii(•~: uーム9ifをt:，しにiU>-・1・c 帖性． しより）t,海 IIIIY R 1/1) 
]11. 19,：JIJ色 I:.fl(•~: I ¥1に比べ．（l色9、9人を'y:,hU 人]·る 11. l•l'/1名の 99 ーム 9i (• 

をt:,t1:ilと人 1・る IIIIYR:V31 

量 m

口
02. C区）lT西壁土層説明

I . ・ドt 

2m 

2.'釘褐色J:.IHW:,O.l• rl度の /1 色パミ x.l-U度のスコ＇）アを 行 F品人する 帖性．

しまり Jt1319。(IQYR3/3) 
3. uiill1色 I:.2 ilflこ比ぺ． 9;性． しまり共にやや加 9i ／彬．o．l-ri度の(1色バミスを

少以． 1-bI'度のローム9i(•を多鼠 I；料人する。 (IOY R3/4) 
4.111色 I:. 2ilfr:ltぺ． 96件． "り共にやや"'・ t.l （・やや柑。0.1一r1度の(1色9ヽミ

ス．カーポン 9i／・、赤色人コ．， -r.o- 」• 9_l (・を行 FiU人する

(IOYR.lfl) 
5. Ill色 I.. 9_l （•月 1.19. 1一＂度の (1色9ヽ ミ人を怜めて少以出人／・る 1~2,•け度のロー

ム9l（を斑状に浜人 tる th性．しまり共に;.J (IOYRl/6) 
6 柑111色 I: 5tir:ttぺ． 9け件やや性． Lまりやべ咽 9l (・・合： 1～h rりえのロームプ

"'クな斑」人に、 カー！：ンん t;1・.ぷ人 tる (IIJY R5/6J 

7 Ill色 I: 2,fl；比べ．帖竹‘'や住. Lよりやや9j.Ii (•やべ'fl\ ロームプu'クを

9lよに、 1J.2~1)．遍の材泡 Aコ＇）アを 1;1浪人 1る IIIIY R V31 
8. 9,H褐色 I.2 HIこJtへ9i(•中h·11内のローム ll(• 亀 /I 色ヽ 9 : A. n -•I：ン.¥心

I'，を 171憎浜人する 帖竹 L ●’1Jt1こ炊 ¥¥IIYR3/31 
9.')¥褐色 I.．2N I;Jtぺ．帖住しまり！tにややかふ Ii(hl云dばのローム1i(·を •1

4KI:iU人 1る fl色9ヽミ入 ・I口＂ 改のカーホ /.1-riI9の、か色Aコ＇）アを

It 1·.1仕人 •,.る llOY R3/21 
(1)．PI出色 I. 9t,flこJtぺ．帖性會しよ')Jt1冷[、 9し（・冷； h• I'i)i91 19ーム1し（・'， 1.； 1・1H

人する (7.5Y R3/2J 
11.鈍い貨褐色 I:.IHfll .11. l•t/1'1の fl 色ハ :,+171' 會 h•('1•9,t"" ーム 1 し(•ん じり1 1;

II. I一柑／父の ，j：色スコ '17 .Iー泊I‘i•内の I9 -．I9ンをやめ（少9,tiH人1る

11,tt. Lまり Jt1こかi (I IY R V3) 
12. I~色 I :. lltoflこJtぺ帖竹筵 Lよ'19沿． Iし(•り 111 . ）一 1'/9なの I. l 色 9 ヽ：人． h•I‘i/t

のカーポノを 191温 人、・る 1-2一nIiの"ーム9i(・を1l!状94k)、1,3
I¥UY R 1/6) 

13.褐色 I:. 111141こJtぺ、 tA性性． しよりかJ ti （やや•¢: I一"’“・の19 /.9し('，出ik
1 こ杜人 t る II. I— 11度のrr 色ヽヽ；，•カー・1. 9 ん 1:)•IK 人 1 ,'1111n1111
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02. C区8T西壁土層説明

A 

1. 9i褐色J: IH密 ，0.1-柑度のハミ人、 I—"度の人",,―、・ん、yu山人 t る・カ＿ポ 9

を比91的多く沿入する 帖性凶． Lよりヽ 9l (（（99'RV3) 

2. ~\Ill色 I:. lltfl；比ぺ．帖性強、 しま '999,1l (-~,.0.1.n.,贄のハ：人、 9_,‘d1釘の人

コリアを極めて少鼠況人•I る カー．ドンを社人／る UOY R'l/3) 

3 )入褐色 I:.Ill・花。11i色帖上をプロ 9クikriμ人 ／る カー．'"、ん・yIt9U人 ，．る 帖

代． Lまり共に住 (JOY R5/ll 

I.I,I褐色 I: !l/、ややffl I ~五•ri度の U ーム 1i ／ん tlt9これ人（る カーポンを少U

社人 tる 帖性•1• 、しよりと ((09'RV3) 

3 ,＂色 I fl/•:•••fll I～ユI＇i卜とヽ999-! •9) （牛・レは＆人 1る 帖什91’• しより必

I"¥'R Vlll 

’’ 99,，9"色 I ,,,.-..，月Ic- ．遭•I’/9t 、ou-,.11 HI: r-.11.1•1'1度の 412 人コ',.，·を極

レi,t,H}、 l.； 9 -9・ ンを行 I9,Ii)、I・> lt.M-. lよ'IIt1ユKI(1し）＼’R3/31

7 恥色 l (; ¥・）, It• ヽ， lt.tt. Lよ’litに強 Iiiやや'f; 2● !'/ItのU ム9i(• 

＇一1・1,-,、9I’l色帖 lfliを 171ぶ｝、 Iる 17.3Y R I/3) 

8 9U色 I P i,；, 2~・--riヴのし，＿ : •9i (•4• t1,tI; ．3~1lk•I1Ii9119 ームプロ、 7

・.,JI}、I．う帖ttti.L £,9,19 (； W'R V31 

頂ー企m

B_ 
心

-＝ニニ：； ニニニ戸
02. C区9T南壁土層説明

1.,,1褐色 I:O」~0.2-r;度のバミス．1）・ 1 -b•UIをの娩 1．を t 1AI;, h -1fン9しをす；

J'1~A I• る ）け性． L より Jti:• I• (IOY R313l 

2.貨出色 I:.aーム）i（・・ロー ,...,.19；クを tt1•iKA tる 1が1, Lより Jt1219

(IOY R3/ll 

3 ・ /1l色 I:. 2層1こJtぺ、し£’）やや1月 ）I，H,19 99 ム）し（← t1 1•IU 人 1·.;

(IOY R-1/6) 

口＝□-三玄竺---

A 

02. C区!OT寛西ペルト土層説明

I ll,：1出色 1 9し（や・：消19)．z-r渡 の人 J')7,91.I—柑9をのハミ 9 9• t; I IU人 1る 9k 

灼 Lt,1 Jtl;999 (1(JY R:V3) 

2 r1色thnl.. 19 1~9),h I‘I•内の 99 -J,9しI¥ul-1'iのふ；色人コ '9,．'， t;1 iKA l,； 

'“↑， しよ '1Jt 1芥ji (1999'R、V2)

). '911り色 I・ R I• やや tl1 2~：緬1,19なのUーム 9ii・を /'ii..;k人 1，； 帖n, しより Jt1. 

,tJ (19IY Rン'31

1. 99,nu色 I l ＼；にJLぺ， Riややf; 91. 1 ~91.2-91度のヽ ミヽ人，'じ 1,1l；、 り '" 

l～Z-J'I度99U-J、R（を行 I・iHAI• る帖什， L i'9 Jし1こ919

5 貨出色 I・ 曹畑r/9知nu 」、プu ,,'行 I,U)、9ら 帖仔 Lよ'9Jt:319 91999'RV9i) 

紐

00S 

02. A区南壁土層説明

I. "Kl: 

2. 111色J:． 校（・やや柑。0.1•1'1度の r1 色パミ人を•.,,, ,こ． 11.l• l '/.I釘の ，A：色 A J'9 1・を

行 I噌と人 •I• る。 帖性ヽ I •. L よりやや＇~I

3. 9計 111色 1·. l l(• 密＾0.1.. 柑度の r, 色パ,,. n-.,.ンを少ttれ人 ）•; 1が1.Lより

共に,,,.

4. /11111色1:. IH~ね0.1—柑度の (I 色ヽヽ t 人を 1,i1. 11.1-1一1'が1e"'99 l・fi(・を 91,t 

に就人する

5. I,IIll色J:. 4 層より tiI・密。0.1— ri度のバミ人を怜，，て少 hl. 1~ ．畑•I,II釦nu-,.fl

（・を多11,こ謀人する。帖性． Lょ9)Jt1;999 

6 9A(1色帖 1:．1lt19}が"こ瓜色 1．をill人,.

7 1/i(I色9h1.．u -t9,t （を illAL.やや貨色味を符びる

8. 1/i「1色帖 le.u ム9l(•を iい、し、やや，＇｛味を否びる。

9 llirla佑J: t1A (I)u-,、プu, クを含 し• 。

• ~m 

＇一三□□□□□2m 

02. B区内堀北壁土層説明

I. Ill色土 ． 9i /•やや祖．0.1-柑度の (1 色バミ人を Jlli:.0.1—“度の赤色人コ＇）アを

I9Fii!人・rる 帖性919.L ●’)ややお (IOYRV41 

2. 9，1褐色上． IHl!!,0.1— ri度のII 色バミス．カーポンを 'J,> 鼠 ii! 人・t る。帖性． L ●') 

共に999 (IOYRVi) 

3 'Iし褐色j-..9i f脈 0.1-r1,賣のr1色9くミスを IH.0.1~1一柑賓のローム9i(•を多鼠

9こii!人・tる (JOY R2/3) 

...,,1褐色L.311fより9i(·宅．o ． 1-rl度のパミスを極めて少量． 1~3,•程度のローム 9i

fを多鼠!:ii!人する 帖性． Lより Jt93I9。 (JOYR'J/4) 

5.褐色上 ． 9し卜やや布，シ•ri度のローム 9i （・を多鼠9こ．カーポンを'J,>Jlii!人・rる．帖

和 19，しまりIn (7.5V Rol/6) 

6.渇色l:． 1 11fよ’)9i/•花．o ．hri度の赤色スコ＇］アを 1n.,-,..r1度のローヽ•"

“・少Jl.カーポンを極めて'yJlii!人する。 帖性9(9、しまりやや凶。

(JOY R,VI) 

7.•,l出色 l: ． 9i /•密． 0.1-1一 11度の貨色スコ＇1 アを少Jl. 力＿ポンを混人する．帖性．

Lまり JIに Iヽ9 (7 5Y R.V3) 
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宝
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03. A区1T西壁土層駁明

1. kj．． 天明のバミスを 9鼠1こ謀人する Lまり強 (7.5YR•l/3) 

2. I閥褐色t.ローム1ij• を lff. Ji.属Iのバミスを均ーに社人十る 枯性li,. しまり強。(IOYR:V31

3.,,＼褐色＿i:．臼程度のローム9i(•、灰 Ill色帖土プロ, 7.'碑 99ミス．炊ft位＋を均 一

に涅入する。帖性,,,. しまり強。 (IOYRV31 

4. :11111色 I:.~\褐色 I：プロ ，クを斑状に 1M 人する 枯件． Lまり Jt1;999 (IIIY R'2/21 

5. 1,1褐色 I:．貨褐色ローム プロ，クを tJ,11こ況｝J；lc帖代｀しまり J¥1こ性

IIDY R4/6) 

外堀へのitInの壇憤→I:.ローム＂土 。(IOYR4/6I 

6層よりロームl!J:の99合が低い。(IDYR4/6)

6 -Ill色＿t

6'. Ill色I:

A .,. 

+ 量 m

三
03. A区2T東聾土層説明

l ・必±＿ 店 lのバミスを多鼠1こ混人する Lまり佐 (7.SY R</3) 

2 ・ 9,｝即色＿t oーム9i（ーを行 E 天明のバミスをビ） •1こ視人すか 帖性甜、 しより強 IIOYR3/3) 

3. :,し褐色J:. a..ri度のローム111-、1天褐色帖1：プロ 9ク＿灰色バミス、炭(t9i／・を均ーに況人する。帖性屯しまり惚，（IOYR2/31

!ヽ.'I＼褐色 I: ＇,'，出色 1：プo，クを斑状9こ況人する 帖庄 Lまり共に中。 IIOYRV21

5.',}褐色 I: 貨出色0ームプロ，クをジ鼠1こ浪人ー1る 。帖住しまり共に佐。(IOYR</61 

6 ・暗1U色J: 籾色0 ーム tl/• 砂）ーに 、炭 (t ＇立 1- 、 パミス 、帖土プロ，クを iM人 •I· る 。 帖化しまり共に出。 (IOY R3/3) 

7 ・麟色I: 貨褐色ロ ームプa，ク、炭(tti/— 、バ ミスを 混人する 。 粘住しより恥此 l!OY RV3) 中世濤の闇 I;。

8 :I・1褐色 1： ロームプロ，ク、炭（t町、帖 I：嘘 I:出面、しまり共に弱。(IOYR3/21 1 

A 丑 m

一ーニニニ三三三三三］ 2 ・ Il,IIll色9:

2m 

OJ. B区3Ti!!i壁土層説明

1.,引灰褐色 I:．（1色パミス． 0-ム9i／・を置鼠1；註人・tる。帖性必． L●’)佐

(IOY R5/2) 

ローム，．i(-を行 I・..K明のパミスを均一•1こ混人する 。 帖柁加． L 上り強。

(IOYR3/3) 

玉 It度のロームl.l(・.llill)色帖．I:プロ，ク、 Iii色パミ,_. l~ltll I・ を均

•Iaµ 人する 。 帖性ヽ 19 ． し 2’)~ (IOYR2/3) 

外社へのー：角堆IH ロームnI: （1りYR4/6) 

:11111色 1：プ0 , クを斑iKIこ況人 I• る 帖性． L まり JI ：こヽ I• IIIIY Rツ2)

3 ・ :1Wu色 I.

4.11)色 I

5,'I＼褐色 I:
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極
め
て
鮮
や
か
な
赤
色
を
呈
し
、
ほ
と
ん
ど
が
土
色
帖
の
赤
色

も
確
認
し
え
た
こ
と
を
予
め
断
っ
て
お
く
。

Al類

口

円

筒

埴

輪

（第

37
ー

47.
50
.55
図
）

に
付
し
た
番
号
は
、
実
測
図
の
番
号
と
共
通
で
あ
る
。

あ
り
、
原
位
置
で
の
検
出
は
な
い
。

(
1
0
R
4
/

8
.
5
/
 

昭
和
六
三
年
度
か
ら
平
成
三
年
度
ま
で
の
出
土
遺
物
に
は
、
円
筒
埴
輪
片
、
形
象
埴
輪

片
、
須
恵
器
片
な
ど
が
あ
る
。
各
年
度
ご
と
の
調
査
区
か
ら
は
多
数
の
遺
物
が
出
土
し
て

い
る
が
、
相
互
に
接
合
す
る
も
の
も
あ
り
、
ま
と
め
て
報
告
す
る
こ
と
に
す
る
。
大
半
を

年
度

2
T
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
円
筒
埴
輪
列
を
除
き
、
す
べ
て
が
周
堀
か
ら
の
出
土
で

以
下
、
種
類
別
に
遺
物
の
概
要
を
述
べ
る
が
、
形
象
埴
輪
を
除
く
一
点
ご
と
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
観
察
表
を
作
成
し
て
あ
る
。
な
お
、
各
出
土
位
置
図
及
び
写
真
図
版
の
遺
物

胎
土
の
特
徴
、
焼
成
の
程
度
、
色
調
の
差
及
び
器
形
や
内
外
面
の
調
整
技
法
、
凸
帯
の

形
状
等
の
観
察
結
果
を
も
と
に
分
類
し
、
説
明
を
進
め
る
。
分
類
は
埼
玉
古
墳
群
発
掘
調

査
報
告
書
第
七
集
の
瓦
塚
古
墳
の
も
の
に
準
じ
る
が
、
今
回
の
観
察
に
よ
り
新
た
な
特
徴

8
が
主
体
で
、
他
に

1
0
R
4
/
6
.
5
/
6
な
ど
）

に
対
応
し
て
い
る
。
小
礫
が
多
く
、

白
色
。
ハ
ミ
ス
を
相
当
量
含
ん
で
お
り
、
全
体
と
し
て
酸
化
鉄
粒
の
含
有
率
が
低
い
。
焼
成

は
極
め
て
良
く
、
堅
緻
に
焼
き
上
が
っ
て
お
り
、
表
面
に
光
沢
を
も
つ
も
の
が
多
い
。
比

較
的
厚
手
の
製
作
で
あ
る
。

占
め
る
の
は
円
筒
埴
輪
片
で
あ
り
、
総
重
量
は

遺

物

-
0
 

五
一
葬
で
あ
る
。
昭
和
六
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外
面
調
整
は
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
調
整
は
ナ
ナ
メ

ハ
ケ
を
施
す
。

31は
四
条
凸
帯
五
段
構

成
の
大
型
品
で
あ
り
、
復
原
口
径
三
八

tン
、
底
部
二
六
•
五
サ
ン
、
復
原
器
商
七
0

•

五
tン

を
測
る
。
寸
胴
な
器
形
を
呈
し
、
口
縁
部
は
上
方
で
や
や
外
反
す
る
。
凸
帯
は

M
字
形
を

呈
し
、
そ
の
間
隔
は
第

一
・

ニ
段
と
口
縁
部
が
長
く

、
透
孔
の
あ
る
第

三
•
四
段
が
短
い
。

外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
で
あ
り
、
成
形
後
縦
方
向
の
角
裂
が
生
じ
た
た
め
に
、
そ
の
部
分
を
ユ

ビ
ナ
デ
に
よ
っ
て
ナ
デ
消
し
た
跡
か
観
察
さ
れ
る
。
内
面
調
整
は
や
や
緩
い
ナ
ナ
メ
ハ

ケ

を
施
し
、
凸
帯
の
内
面
側
に
は
指
頭
圧
痕
が
付
く
。
透
孔
は
円
形
を
第
三
段
と
第
四
段
に

器
形
は
寸
胴
で
大
型
の
も
の
が
多
い
と
推
察
さ
れ
る

。
内
面
調
整
に
ナ
デ
を
施
す
も
の

も
存
在
す
る
が
、
全
体
と
し
て
少
な
い

。
凸
帯
は

M
字
形
を
呈
す
る
も
の
が
多
く
、
荒
い

ハ
ケ
メ
を
用
い
る
個
体
が
比
較
的
多
く
存
在
し
、
全
体
的
に
や
や
粗
雑
な
印
象
を
う
け
る
。

ぃ
類

5
 

色
調
は
橙
色
（
麟
Y
R
6

/
8

な
い
し

5
Y
R
7

/
6
.
6

/
8
•
Y
R
6

/
6
.

?i 

7
/
6
)
を
基
調
と
し
て
お
り
、

一
部
赤
色
や
明
赤
褐
色
を
呈
す
る
も
の
も
あ
る

。
比
較

的
丁
寧
な
つ
く
り
で
あ
る
が
、
や
や
小
礫
を
含
む
。
焼
成
は
良
好
で
あ
る
が
、
や
や
軟
質

な
も
の
も
存
在
す
る
。

A
類
に
比
べ
薄
手
の
製
作
で
あ
る
も
の
が
多
い
。

外
面
調
整
は
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
調
整
は
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
及
び
ヨ
コ
ハ
ケ
を
施
す
。

21は
四

条
凸
帯
五
段
構
成
の
中
型
品
で
あ
り
、
復
原
口
径
三
四
.
五
[
ン
‘
底
径
ニ
―
•
八
乃
、
復

原
器
裔
六
二
t
ン
を
測
る
。
底
部
か
ら
口
縁
部
に
か
け
て
徐
々
に
広
が
っ
て
い
く
器
形
を
呈

す
る
。
凸
帯
は
や
や
つ
ぶ
れ
た
台
形
を
呈
し
、
そ
の
間
隔
は
第
一
段
と
口
緑
部
が
長
く
、

第
ニ
ー
三
段
が
短
い
。
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
は
第
一
段
目
ま
で
が
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
で
あ

り
、
そ
の
上
は
ヨ
コ
ハ
ケ
を
施
し
、
い
ず
れ
も
や
や
荒
い
ハ
ケ
メ
で
あ
る
。
凸
帯
の
内
面

側
に
は
ヨ
コ
ナ
デ
を
施
す
。
透
孔
は
円
形
を
第
三
段
と
第
四
段
に
ほ
ぼ
九
0
度
ず
ら
し
て

や
や
不
正
確
で
あ
る
が
、
九
0
度
ず
ら
し
て
二
個
穿
た
れ
て
い
る
。

(
2
.
6
.
33
な
ど
）
と
両
方
が
存
在
す
る
。
第

一
段
の
内
面
調
整
に
ナ
デ
を
施

す
も
の
が
、

A
類
よ
り
多
く
存
在
す
る
。
凸
帯
は
台
形
を
呈
す
る
も
の
が
多
く、

ハ
ケ
メ

色
調
は
浅
黄
橙
色
（
⑬
•
Y
R
8

/
4
.
1
0
Y
R
8
/
3

な
い
し
謬YR
8

/
6
.
1
0

Y
R
8
/
4
)
を
基
調
と
し
て
お
り
、
橙
色
、
に
ぶ
い
黄
橙
色
を
呈
す
る
も
の
も
あ
る
。

全
体
と
し
て
丁
寧
な
作
り
で
あ
り
、
砂
粒
は
小
さ
く
き
め
が
細
か
い

。
焼
成
は
良
好
で
あ

り
、
半
須
恵
質
の
も
の
も
存
在
す
る
。
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
胎
土
中
に
い
わ
ゆ
る
白

色
針
状
物
質
を
含
む
点
で
あ
る
。
ま
た
、
酸
化
鉄
粒
を
多
く
含
む
。
A

.
A
類
に
比
べ
つ

外
面
調
整
は
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
調
整
は
ナ
ナ
メ

ハ
ケ
、
口
縁
部
な
ど
は
ヨ
コ
ハ
ケ
を
施

す
。
全
体
の
器
形
を
知
り
得
る
資
料
が
な
い
が
、
ほ
ぽ
上
方
へ
外
反
し
て
い
く
も
の

.
1
3
.
1
7
.
119
な
ど
）
と
、
寸
胴
な
も
の

(1
.
2
6
.
3
0
.
5
4
.
1
2
1
な
ど
）
と
両
方
が
存

在
す
る
。
以
下
、
部
位
ご
と
に
説
明
を
進
め
て
い
く
。

17は
口
縁
部
で
あ
る
が
、
上
方
へ
外
反
す
る
形
態
を
も
ち
、
口
縁
部
径
は
三
四
炉
で
あ

る
。
外
面
調
整
は
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
調
整
は
口
縁
端
部
付
近
が
ヨ
コ
ハ
ケ
、
そ
の
他
が
ナ

ナ
メ
ハ
ケ
を
施
す
。
口
縁
端
部
は
ヨ
コ
ナ
デ
に
よ
っ
て
浅
い
凹
線
を
生
じ
て
い
る
。
凸
帯

は
台
形
で
あ
る
。
1
.
3
0
は
同
じ
く
口
縁
部
で
あ
る
が
、
や
や
寸
胴
な
形
態
を
も
ち
、
口

縁
部
径
は
ー
で
三
七
[
ン
‘
3
0
で
三
三
.
八
t
ン
を
剖
る
o

外
面
調
整
は
タ
テ
ハ
ヶ
、
内
面
調

整
は
ヨ
コ
ハ
ケ
・
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
を
施
す
。
3
0
の
口
縁
下
部
の
外
面
は
幅
二
t
ン
の
ヨ
コ
ナ
デ

に
よ
っ
て
ハ
ケ
メ
が
消
さ
れ
て
い
る
。
透
孔
は
円
形
を
対
向
し
て
二
個
穿
っ
て
い
る
。
凸

く
り
が
丁
寧
で
あ
り
、
薄
手
の
製
作
で
あ
る
。

B
類

は
中
間
的
な
も
の
が
主
体
で
あ
る
。

な
も
の

器
形
は
上
方
へ
外
反
し
て
い
く
も
の

二
個
穿
た
れ
て
い
る
。

(
3
 

ー

(
5
.
7
.
4
6
な
ど
）
と
、

A
類
と
同
様
に
寸
胴
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た
れ
て
い
る
。

帯
は
ー
が

M
字
形
、

30が
台
形
で
あ
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
内
面
に
ヘ
ラ
先
で
X
字
状
の

い
わ
ゆ
る
窯
印
を
陰
刻
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

89に
も
同
様
の
陰
刻
が
あ
り
、

B
類
に
の

み
確
認
さ
れ
る
特
徴
で
あ
る
。

胴
部
は
外
面
調
整
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
調
整
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
及
び
縦
位
の
ナ
デ
を
施
す
。
凸

を
呈
す
る
も
の
で
あ
る
。
復
原
胴
部
径
は
二

0
サ
ン
か
ら
三
〇
吋
ま
で
と
や
や
幅
が
あ
る
が
、

底
部
は
薄
手
で
あ
り
、
著
し
く
厚
く
な
る

A
類
と
は
歴
然
た
る
差
異
が
あ
る
。
外
面
調

整
は
タ
テ
ハ
ケ
、
内
面
調
整
は
縦
位
及
び
斜
位
の
ナ
デ
を
施
す
も
の
が
多
い
。
復
原
底
部

径
は
二
二
臼
ン
内
外
の
中
型
品
と
三
〇
臼
ン
内
外
の
大
型
品
に
分
け
ら
れ
る
。

朝
顔
形
円
筒
埴
輪
（第
23
.
24
.
2
7
ー

29
.
32
.
37
.
6
7
.
6
9
図
）

円
筒
埴
輪
と
同
様
に

A
類、

A
類
、

B
類
に
分
類
で
き
る
。
全
体
を
復
原
し
得
る
資
料

は
な
い
が
、
径
が
小
さ
く
小
づ
く
り
な
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
類
別
ご
と
に
説
明
を
進
め

23は
肩
部
か
ら
体
部
に
か
け
て
の
資
料
で
あ
る
。
鮮
や
か
な
赤
色

(
1
0
R
5
/
8
)
を

呈
し
、
堅
緻
に
焼
き
上
が
っ
て
い
る
。
体
部
径
二
六
t
ン
、
残
存
商
三

o:ン
を
測
る
。
ま
っ

す
ぐ
に
立
ち
上
が
る
器
形
で
あ
り
、
凸
帯
は
台
形
を
呈
す
る
。
外
面
調
整
は
タ
テ

ハ
ケ
で

あ
り
、
成
形
後
縦
方
向
の
亀
裂
が
生
じ
た
た
め
に
、
そ
の
部
分
を
ユ
ビ
ナ
デ
に
よ
っ
て
ナ

デ
消
し
た
跡
が
観
察
さ
れ
る
。
内
面
調
整
は
斜
度
の
き
つ
い
ナ
ナ
メ
ハ

ケ
及
び
斜
位
の
ナ

デ
を
施
す
。
透
孔
は
円
形
を
現
状
で
の
二
段
目
と
三
段
目
に
、
九
0
度
ず
ら
し
て
二
個
穿

A
類

＾ 23 
． 
69 
ヽ

る
。

（二）

全
体
と
し
て
は
小
振
り
な
も
の
が
多
い
。

帯
は

M
字
形
を
呈
す
る
も
の

(
3
.
9
.
1
0
な
ど
）
も
存
在
す
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
台
形

い
る
。

人
物
埴
輪

l
.
4
6
1
5
0
.
60
)
 

(
1

0

1

l

l

 

説
明
を
進
め
て
い
く
。

口

形

象

埴
輪

（第
48
9
5
0
1
5
5
図
）

と
三
段
目
に
、
九
0
度
ず
ら
し
て
二
個
穿
た
れ
て
い
る
。

9

2

7

.
7
.
5
.
6
)
 

7
 

7
 

(
2
.
2
.
3
.
3

6

7

 

29は
口
縁
部
の
破
片
で
あ
る
が
口
縁
端
部
で
急
に
外
傾
す
る
器
形
を
と
る
。
橙
色
（
麟

Y
R
6
/
8
)
を
呈
し
、
焼
き
上
が
り
は
普
通
で
あ
る
。
復
原
口
縁
部
径
は
五
六
臼
ン
で
あ

り
、
中
間
に
貼
ら
れ
た
台
形
の
凸
帯
に
よ
っ
て
上
段
と
下
段
に
分
け
ら
れ
る
。
外
面
調
整

は
タ
テ
ハ

ケ
、
内
面
調
整
は
ナ
ナ
メ
ハ

ケ
及
び
口
縁
端
部
付
近
は
ヨ
コ
ハ
ケ
で
あ
る
。
凸

32
の
く
び
れ
部
の
内
面
側
は
丁
寧
な
ヨ
コ
ナ
デ
を
施
す
。
復
原
く
び
れ
部
径
は
一
六
臼
ン

28は
肩
部
か
ら
体
部
に
か
け
て
の
資
料
で
あ
る
。
浅
黄
橙
色
（
閂

Y
R
8
/
6
)
を
呈

し
、
焼
き
上
が
り
は
普
通
で
あ
る
。
体
部
径
二
五
和ン
、
残
存
商
五
〇
臼
ン
を
測
る
。
外
面
調

整
は
円
筒
部
が
タ
テ
ハ
ケ
、
肩
部
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
、
内
面
調
整
は
く
び
れ
部
ま
で
が
斜
位
の

ナ
デ
、
く
び
れ
部
が
ヨ
コ
ナ
デ
、
そ
れ
よ
り
上
は
ナ
ナ
メ
ハ

ケ
を
施
す
。
ま
っ
す
ぐ
に
立

ち
上
が
る
器
形
で
あ
り
、
凸
帯
は

M
字
形
を
呈
す
る
。
透
孔
は
円
形
を
現
状
で
の

一
段
目

各
形
象
埴
輪
は
主
と
し
て
平
成
二
年
度
の

A
区
か
ら
出
土
し
た
。
以
下
、
種
類
ご
と
に

IOI
は
下
げ
美
豆
良
の
破
片
で
あ
る
。
橙
色

(
5
Y
R
6
/
6
)
を
呈
し
、
チ
ャ
ー
ト
、

長
石
、
角
閃
石
、
火
山
ガ
ラ
ス
、
白
色
。
ハ
ミ
ス
、
白
色
針
状
物
質
を
含
む
。
焼
成
は
良
好

で
あ
る
。
粘
土
棒
を
絞
り
な
が
ら
成
形
し
ユ
ビ
ナ
デ
を
施
す
。
赤
彩
を
二
条
に
塗
布
し
て

B
類

＾ 24 
． 
28 
ヽ

で
あ
る
。

帯
の
内
面
側
に
は
指
頭
圧
痕
が
付
く
。

2
 

A
類
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で
あ
る
。

146
は
振
り
分
け
髪
の
破
片
で
あ
る
。
明
赤
褐
色
（
麟

Y
R
5
/

8
)
を
呈
し
、
チ
ャ
ー

ト
、
長
石
、
角
閃
石
、
火
山
ガ
ラ
ス
、
白
色
パ
ミ
ス
、
酸
化
鉄
粒
の
粗
い
砂
粒
を
多
く
含

(
-
•
四
臼
ン
／
一0
本
）
及
び
ユ
ビ
ナ

デ
、
内
面
は
ユ
ビ
ナ
デ
で
あ
る
Q149
も
振
り
分
け
髪
の
人
物
で
あ
る
が
、

146
と
は
焼
成
な

ど
が
異
な
る
た
め
別
個
体
の
振
り
分
け
髪
の
人
物
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

147
は
組
み
紐
郎
分
で
あ
り
、
人
城
埴
輸
の
腰
部
分
に
付
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
e

明

赤
褐
色

(
5
Y
R
5
/
8
)
を
呈
し
、
長
石
、
角
閃
石
、
白
色
パ
ミ
ス
、
頁
岩
な
ど
を
多

く
含
む
。
焼
成
は
極
め
て
良
好
で
あ
り
、
粘
土
紐
を
よ
り
曲
げ
て
成
形
し
て
い
る
。
上
端

148
は
上
げ
美
豆
良
の
破
片
で
あ
る
。
明
赤
褐
色
（
麟

Y
R
5
/
6
)
を
呈
し
、
チ
ャ
ー

ト
、
角
閃
石
、
白
色
。
ハ
ミ
ス
、
酸
化
鉄
粒
の
粗
い
砂
粒
を
多
く
含
む
。
焼
成
は
極
め
て
良

好
で
あ
り
、
粘
土
棒
を
ユ
ビ
ナ
デ
で
成
形
し
て
い
る
。

49
は
振
り
分
け
髪
男
子
の
頭
部
で
あ
る
。
橙
色

(
5
Y
R
7
/
4
)
を
呈
し
、
石
英
、

チ
ャ
ー
ト
、
長
石
、
黒
色
砂
粒
を
含
み
、
白
色
パ
ミ
ス
、
酸
化
鉄
粒
を
若
干
含
む
。
焼
成

は
良
好
で
あ
り
、
赤
彩
を
頭
頂
部
か
ら
髪
の
前
面
、
眉
か
ら
頬
・

鼻
、
口
下
部
か
ら
顎
．

首
筋
に
か
け
て
焼
成
前
に
塗
布
さ
れ
て
い
る
。
顔
面
は
半
円
形
の
粘
土
板
を
貼
り
付
け
て

製
作
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
水
平
に
細
い
目
と
口
が
開
け
ら
れ
て
い
る
。
耳
は
粘
土
環
を
接
着

し
て
表
現
し
て
お
り
、
そ
の
下
部
に
は
剥
離
痕
が
あ
る
。
あ
る
い
は
耳
環
な
ど
が
欠
落
し

び
振
り
分
け
髪
部
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
鼻
は
稜
線
が
は
っ
き
り
と
し
た
整
っ
た
つ
く
り

で
あ
り
、
細
い
工
具
で
縦
に
浅
く
鼻
孔
を
表
現
し
て
い
る
。
な
お
、
頭
頂
部
に
は
用
途
不

明
の
孔
が
貫
通
し
て
い
る
。
内
外
面
と
も
に
ナ
デ
調
整
で
あ
る
。
残
存
商
は

一
三

・
七
サ
ン

た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
頭
髪
は
ハ
ケ

(
-
．
六
”
ン
／
一

0
本
）
に
よ
っ
て
、
後
頭
部
及

部
は
本
体
ヘ
ユ
ビ
ナ
デ
に
よ
っ
て
圧
着
し
て
い
る
。

む
。
焼
成
は
極
め
て
良
好
で
あ
る
。
外
面
は
ハ
ケ

色
調
、
焼
成
、
馬
具
の
表
現
な
ど
か
ら
大
き
く
三
タ
イ
プ
に
わ
け
ら
れ
、
他
に
い
ず
れ

と
も
つ
か
な
い
破
片
が
あ
る
。
以
下
、
タ
イ
プ
ご
と
に
説
明
を
進
め
る
。

馬
形
埴
輪

(
9
8
.
9
9
.
1
0
0
.102.123
ー
129.
132
.133.
139
ー
145
.162.163.168
)

円
形
浮
文
が
一
っ
付
け
ら
れ
て
い
る
が
用
途
不
明
で
あ
る
。

し
、
内
面
は
ナ
デ
で
あ
る
。
両
手
を
前
に
突
き
出
す
姿
態
を
表
現
す
る
。
背
面
に
粘
土
で

粒
を
含
む
。
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
外
面
は
全
体
に
タ
テ
ハ
ケ

160
は
性
別
不
明
の
人
物
埴
輪
で
あ
る
。
半
身
像
で
、
首
の
部
分
ま
で
が
残
存
し
て
い
る
。

残
存
高
は
五
一
丑
ン
で
あ
り
、
顔
及
び
両
腕
を
欠
損
す
る
。
赤
色

(
1
0
Y
R
5
/
8
)
を
呈

し
、
石
英
、
チ
ャ
ー
ト
、
長
石
、
角
閃
石
、
火
山
ガ
ラ
ス
、
白
色
パ
ミ
ス
の
や
や
粗
い
砂

（
二
吋
／
一

0
本
）
を
施

ろつ。
150
は
踊
る
男
子
で
あ
る
。
調
査
で
は
頭
部
の
み
が
出
土
し
て
い
た
が
、
昭
和
三
二
年
に

出
土
し
て
い
た
体
部
と
接
合
し
た
。
腰
か
ら
上
の
部
分
が
残
存
し
、
高
さ
は
四
四
吋
あ
る
。

明
赤
褐
色

(
5
Y
R
5
/
8
)
を
呈
し
、
チ
ャ
ー
ト
、
長
石
、
角
閃
石
、
白
色
パ
ミ
ス
、

酸
化
鉄
粒
の
粗
い
砂
粒
を
多
く
含
む
。
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
胴
部
及
び
後
頭
部
下
半
、

付
け
て
製
作
し
て
お
り
、
ほ
ぼ
水
平
に
細
い
目
と
口
が
開
け
ら
れ
て
い
る
。
上
げ
美
豆
良

で
あ
り
、
耳
は
円
孔
を
穿
つ
。
鼻
は
筋
の
通
っ
た
整
っ
た
つ
く
り
で
あ
り
、
浅
く
円
形
に

鼻
孔
を
表
現
し
て
い
る
。
腕
は
左
手
を
上
げ
、
右
手
を
下
げ
る
姿
態
を
と
っ
て
お
り
、
指

被
り
物
は
、
従
来
冠
と
帽
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、

49の
場
合
、

姿
態
や
、
服
装
な
ど
か
ら
み
て
、
冠
で
は
な
く
前
と
後
ろ
が
二
又
に
分
か
れ
た
帽
で
あ
る

と
考
え
た
方
が
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
性
格
は
踊
っ
て
い
る
姿
態
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
ろ

は
表
現
さ
れ
て
お
ら
ず
、
服
の
表
現
も
な
い

。

胴
部
両
側
面
に
は
円
形
の
透
孔
か
開
け
ら
れ
て
い
る
。
頻
面
は
半
円
形
の
粘
土
板
を
貼
り

被
り
物
部
分
は
タ
テ
ハ
ケ

(
-
•
五
丑
ン
／
一0
本
）
、
そ
の
他
は
丁
寧
な
ナ
デ
を
施
す
。
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て
い
る
。

馬

2

れ
る
。
円
形
浮
文
を
周
縁
に
貼
り
巡
ら
し
て
い
る
。

他
に
馬

l
¥
3
と
同
一
個
体
か
ど
う
か
不
明
の
破
片
が
あ
る
。

い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

形
し
て
い
る
。

施
す
。
凸
帯
上
面
か
ら
内
側
に
向
か
っ
て
、
直
径
六
ミ
リ
程
の
小
孔
が
二
個
確
認
で
き
る

。

他
の
部
分
の
破
片
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
こ
の
部
分
が
馬
頭
部
の
下
に
位
置
す
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
馬
の
頭
部
を
乾
燥
す
る
ま
で
押
さ
え
る
た
め
に
棒
を
用
い
た
痕
跡
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

1
2
5
.
1
2
8
は
鞍
橋
の
破
片
で
あ
る
。
円
形
浮
文
が
片
側
に
付
け
ら
れ
て
お
り
、
1
2
8
は
鞍
橋

の
上
面
に
も
円
形
浮
文
を
付
け
る
。
全
体
に
ナ
デ
調
整
に
よ
っ
て
成
形
し
て
い
る
。

1
2
6
は
障
泥
の
部
分
で
あ
る
。
胴
部
中
ほ
ど
か
ら
粘
土
板
を
貼
り
付
け
て
障
泥
を
作
り
、

粘
土
紐
を
貼
り
付
け
て
輪
鐙
と
、
そ
れ
を
留
め
る
絞
具
を
表
現
し
て
い
る
。
外
面
は
ヨ
コ

ハ
ケ
（
一

•
五
臼
ン／
一
0
本
）
及
び
ユ
ビ
ナ
デ
を
施
す
。
内
面
は
ユ
ビ
ナ
デ
に
よ
っ
て
成

.129.130
は
杏
葉
で
あ
る

。123
と
同
じ
つ
く
り
で
あ
り
、
胸
繋
に
付
い
て

い
た
と
考
え
ら

(124
.133) 

に
ぶ
い
橙
色
（
閂

Y
R
7
/

4
)
を
呈
し
、
石
英
、
チ
ャ
ー
ト
、
長
石
、
角
閃
石
、
白

色
。
ハ
ミ
ス
、
頁
岩
の
粗
い
砂
粒
を
多
く
含
む
。
焼
成
は
良
好
で
あ
り
、
堅
く
焼
き
上
が
っ

98は
鞍
橋
か
ら
鞍
褥
に
か
け
て
の
破
片
で
あ
る
。
橙
色
（
謬

Y
R
7
/
6
)
を
呈
し
、

石
英
、
チ
ャ
ー
ト
、
長
石
、
白
色
パ
ミ
ス
、
酸
化
鉄
粒
、
金
雲
母
の
粗
い
砂
粒
を
多
く
含

一
個
は
完
全
に
貫
通
し
て
い
る
が
、

一
個
は
貫
通
せ
ず
に
粘
土
の
中
で
止
ま
っ
て
い
る

。

し
て
い
る
。
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ

(
-
•
五
サ
ン/
-
0
本
）
、
内
面
は
斜
位
の
ユ
ビ
ナ
デ
を

(123.125.126.128ー

130
)

に
ぶ
い
黄
橙
色

(
1
0
Y
R
7
/
4
)
を
呈
し
、
石
英
、
チ
ャ
ー
ト
、
長
石
、
角
閃
石
、

火
山
ガ
ラ
ス
、
白
色
。
ハ
ミ
ス
の
粗
い
砂
粒
を
多
く
含
む
。
焼
成
は
良
好
で
あ
り
、
堅
く
焼

1
2
3
は
胸
繋
の
部
分
で
あ
る
。
粘
土
の
凸
帯
に
や
や
先
端
の
尖
っ
た
円
形
の
杏
葉
を
貼
り

付
け
、
杏
葉
に
は
粘
土
の
円
形
浮
文
を
周
縁
に
貼
り
巡
ら
す
こ
と
に
よ

っ
て
、
鋲
を
表
現

き
上
が
っ
て
い
る
。

馬

1

(132.139
1
145.162) 

橙
色

(
5
Y
R
6
/
8
.
7
/
6
．
註

Y
R
6
/
6
.
7
/
6
)
及
び
、
に
ぶ
い
橙
色

（賢

Y
R
7
/
4
)
を
呈
し
、
チ
ャ

ー
ト
、

長
石
、
白
色
パ

ミ
ス
、
酸
化
鉄
粒
、

輝
石
な

ど
の
粗
い
砂
粒
を
や
や
多
く
含
む
。
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。

132
は
立
て
髪
の
破
片
で
あ
る

。
ユ
ビ
ナ
デ
に
よ
っ
て
成
形
し
て
お
り
、
か
な
り
薄
手
の

つ
く
り
で
あ
る
。
馬
l
.
2
に
比
べ
薄
手
で
あ
り
、
あ
ま
り
大
型
で
は
な
い
馬
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。

1391145.162
は
馬
鈴
で
あ
る
。
全
体
を
ユ
ビ
ナ
デ
に
よ
っ
て
成
形
し
て
お
り
、
本
体
と

の
接
着
方
法
に
よ
っ
て
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
鈴
の
先
端
を
粘
土
で
接
着
す

る
も
の

(140.141.143.145)
と
、
鈴
そ
の
も
の
を
直
接
に
、
接
着
す
る
も
の

(139.142

で
あ
る
。
鈴
口
は
ヘ
ラ
エ
具
で
切
り
目
を
入
れ
て
い
る
。
繋
に
付
け
ら
れ
て

.
4
4
.
6
2
)
 

1

1

 

馬

3

い
る

。

外
面
は
ナ
ナ
メ
ハ
ケ

124
は
胸
繋
の
部
分
で
あ
る
。
粘
土
の
剥
離
痕
か
ら
、
馬
鐸
が
付
く
タ
イ
プ
の
馬
形
埴
輪

で
あ
り
、
馬
ー
と
は
別
個
体
で
あ
る
と
判
断
し
た
。
胸
繋
は
鋸
歯
文
状
に
赤
彩
が
焼
成
前

に
塗
布
さ
れ
て
い
る
。
正
面
と
考
え
ら
れ
る
位
置
に
円
形
の
透
孔
が
開
け
ら
れ
て
い
る
。

(
-
.
五
[
ン
/

1
0
本
）

で
あ
り
、
馬
鐸
接
合
部
は
丁
寧
な
ナ
デ
、

内
面
は
斜
位
の
ナ
デ
を
施
す
。
凸
帯
上
面
の
小
孔
は
馬
ー
と
同
一
技
法
で
あ
る
。

133
は
馬
鐸
の
破
片
で
あ
る

。
124
と
接
合
は
し
な
い
も
の
の
、
諸
特
徴
か
ら
同
一
個
体
と

判
断
し
た

。
外
面
は
ヘ
ラ
エ
具
で
＊
印
を
線
刻
し
、
対
向
す
る
ニ

ヶ
所
に
赤
彩
を
施
し
て
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む
。
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
鞍
橋
部
分
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
前
輪
の
左
側
の
付
け
根
部

分
で
あ
る
。
鞍
褥
部
分
に
は
、
針
状
の
剌
突
が
前
輪
と
平
行
し
て
施
さ
れ
て
い
る
。
粘
土

紐
に
よ
っ
て
絞
具
を
表
現
し
て
い
る
。
外
面
は
ハ
ケ
調
整
後
ナ
デ
、
内
面
は
ナ
デ
調
整
で

あ
る
。

126
と
は
別
個
体
に
な
る
。

99は
馬
鐸
の
破
片
で
あ
る
。
赤
色

酸
化
鉄
粒
、
黒
色
砂
粒
を
含
む
。
焼
成
は
極
め
て
良
好
で
あ
る

。
破
片
と
な
っ
て
い
る
が
、

類
例
（
菖
蒲
町
東
浦
古
墳
な
ど
）
に
よ
り
図
の
よ
う
に
復
原
し
た
。
馬
鐸
本
体
を
粘
土
紐

に
よ
っ
て
縦
に
四
分
割
し
、
そ
の
部
分
に
ヘ
ラ
エ
具
で
線
刻
を
入
れ
て
い
る
。
上
端
部
は

粘
土
を
絞
り
込
ん
で
成
形
し
、
全
体
に
丁
寧
な
ナ
デ
を
施
し
て
い
る
。
昭
和
六
一
年
報
告

で
は
天
冠
状
埴
輪
と
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
の
接
合
結
果
に
よ
り
馬
鐸
と
な
る

1
0
0
.
1
0
2
は
馬
鈴
で
あ
る
。
諸
特
徴
は
馬
2
の
も
の
と
ほ
ぼ
同

一
で
あ
る
が
、
出
土
し
た

地
点
が
造
出
し
付
近
で
あ
り
、
一
応
不
明
と
し
て
お
く
。

127
は
鞍
橋
の
破
片
で
あ
る
。
淡
黄
色
（
麟

Y
R
8
/
3
)
を
呈
し
、
長
石
、
白
色
パ
ミ

ス
、
角
閃
石
を
含
む
。
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
表
要
両
面
に
や
や
大
き
い
円
形
浮
文
を
付

け
る
。

125.128
と
は
別
個
体
で
あ
る
。

163
は
鞍
褥
の
破
片
で
あ
り
、
鞍
橋
は
欠
損
し
て
い
る
。
浅
黄
橙
色
（
店

Y
R
8
/
4
)

を
呈
し
、
石
英
、
チ
ャ
ー
ト
、
長
石
、
白
色
パ
ミ
ス
の
粗
い
砂
粒
を
多
く
含
む
。
焼
成
は

普
通
で
あ
る
。
鞍
橋
と
直
交
す
る
方
向
の
断
面
が
、
下
が
り
ぎ
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
馬
の
尻
部
に
つ
な
が
っ
て
い
く
部
分
と
考
え
ら
れ
、
後
輪
付
近
の
破
片
と
判
断
し
た
。

168
は
鞍
橋
か
ら
居
木
に
か
け
て
の
破
片
で
あ
り
、
鞍
橋
は
欠
損
し
て
い
る
。
橙
色

(
5

Y
R
7
/
4
)
を
呈
し
、
石
英
、
チ
ャ
ー
ト
、
長
石
、
火
山
ガ
ラ
ス
、
酸
化
鉄
粒
、
黒
色

鞍
褥
部
に
は
、
針
状
剌
突
か
鞍
橋
と
直
交
し
て
施
さ
れ
て
い
る
。

J

と
が
判
明
し
た
。
訂
正
し
て
お
く
。

(
1
0
Y
R
5
/
8
)
を
呈
し
、
石
英
、
白
色
パ
ミ
ス
、

砂
粒
の
粗
い
砂
粒
を
多
く
含
む
。
焼
成
は
普
通
で
あ
る
。
居
木
は
、
粘
土
塊
を
貼
り
付
け

て
表
現
し
て
い
る
。
鞍
褥
の
表
現
と
し
て
、
円
形
剌
突
を
七
ー
八
ミ
リ
間
陽
で
施
し
て
い

134
は
鹿
形
埴
輪
の
角
部
分
の
破
片
で
あ
る
。
浅
黄
橙
色
（
冦

Y
R
8
/
3
)
の
地
に
一

部
明
赤
褐
色

(
5
Y
R
5
/
6
)
を
呈
し
、
チ
ャ
ー
ト
、
長
石
、
酸
化
鉄
粒
の
粗
い
砂
粒

を
少
量
含
む
。
焼
成
は
良
好
で
あ
る

。
角
の
枝
分
か
れ
の
部
分
は
粘
土
を
貼
り
足
し
て
お

り
、
全
体
と
し
て
縦
位
の
ユ
ビ
ナ
デ
を
施
し
て
い
る
。

131.153
は
犬
形
埴
輪
の
破
片
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
橙
色

(
5
Y
R
6
/
6
)
を
呈
し
、

石
英
、
チ
ャ
ー
ト
、
長
石
、
白
色
パ
ミ
ス
、
火
山
ガ
ラ
ス
、
酸
化
鉄
粒
、
角
閃
石
を
や
や

多
く
含
む
。
焼
成
は
極
め
て
良
好
で
あ
る
が
、
部
分
的
に
も
ろ
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
極
め
て
残
存
状
況
が
悪
く
、

131
は
尻
尾
の
み
、

153
も
尻
部
分
（
商
さ
四
三
t
ン
）
と

頭
頂
部
分
の
み
で
あ
る
。
尻
尾
は
粘
土
棒
を
差
し
込
ん
で
成
形
し
て
い
る
。
反
時
計
回
り

に
巻
い
て
お
り
、
巻
き
尾
を
呈
す
る
。
尻
尾
の
下
部
に
は
円
形
の
透
孔
を
穿
つ
。
脚
部
は

縦
位
の
ナ
デ
を
施
し
て
い
る

。
胴
部
は
粘
土
板
を
上
へ
積
み
上
げ
て
成
形
し
て
い
る
。
外

面
は
尻
尾
付
近
は
丁
寧
な
ユ
ビ
ナ
デ
、
そ
の
他
は
ハ
ケ
、
内
面
は
ナ
デ
を
施
し
て
い
る
。

耳
は
成
形
後
、
頭
部
に
差
し
込
む
。
頭
頂
部
は
内
外
面
と
も
に
丁
寧
な
ユ
ビ
ナ
デ
を
施
し

て
い
る
。
尻
尾
の
破
片
か
ら
、
二
体
の
犬
が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。

152
は
大
型
の
水
鳥
埴
輪
で
あ
る
。
橙
色

(
5
Y
R
6
/
6
)
を
呈
し
、
チ
ャ
ー
ト
、
長

石
、
白
色
パ
ミ
ス
の
粗
い
砂
粒
を
や
や
多
く
含
む
。
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
足
部
及
び
頭

部
は
欠
損
し
て
い
る
が
、
復
原
商
は
八
二
t
ン
で
あ
る
。
二
条
凸
帯
の
ド
ー
ム
天
井
の
台
部

に
双
脚
で
立
ち
上
が
る
。
ヒ
レ
は
復
原
で
あ
る
が
、
左
足
に
そ
の
一
部
が
残
存
す
る
の
で
、

ほ
ぼ
誤
り
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
両
翼
は
粘
土
板
を
貼
り
付
け
て
成
形
し
て
い
る
。
尾
羽

粘
土
紐
を
輪
積
み
し
、
外
面
を
タ
テ
ハ
ケ

（
一
・
八
ー
ニ

•
O
〖
ン/
1
0
本
）
、
内
面
は

る
。
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で
あ
り
、
幅
四
t
ン
の
凸
帯
を
貼
り
付
け
る
。

（
日
高

慎）

し
、
ナ
デ
に
よ
っ
て
成
形
し
て
お
り
、
赤
彩
が
確
認
さ
れ
る
。

り
、
つ
く
り
も
稚
拙
な
感
じ
を
受
け
る
。

(
-
•
五

で
あ
る
。

る
。

内
面
は
ナ
ナ
メ
ハ
ケ
で
あ
る
。
本
体
の
外
面
、
首
部
及
び
尻
部
、
体
部
の
一
部
、
足
部
は

丁
寧
な
ユ
ビ
ナ
デ
、
そ
の
他
は
ハ
ケ
を
、
内
面
は
ユ
ビ
ナ
デ
を
施
す
。

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
両
翼
部
や
首
部
の
一
部
に
、
白
泥
塗
布
か
確
認
さ
れ
る
点
で
あ

154
は
小
型
の
水
烏
埴
輪
で
あ
る
。
浅
黄
橙
色

(
1
0
Y
R
8
/
3
)
を
呈
し
、
石
英
、
チ

ャ
ー
ト
、
酸
化
鉄
粒
、
黒
色
砂
粒
を
少
量
含
み
、
全
体
と
し
て
は
胎
土
は
密
で
あ
る

。
焼

成
は
普
通
で
あ
る
。
首
か
ら
頭
部
及
び
台
部
の
大
半
を
欠
損
す
る
が
、
復
原
高
は
五
九
サ
ン

一
条
凸
帯
の
ド
ー
ム
天
井
の
台
部
に
双
脚
で
立
ち
上
が
る

。
ヒ
レ
部
は
三
本
の

指
に
水
か
き
を
表
現
し
て
い
る
。
尾
羽
根
は
、
粘
土
板
を
差
し
込
ん
で
製
作
し
て
お
り
、

下
部
に
は
円
形
の
透
孔
を
穿
つ
。
足
部
は
粘
土
紐
を
輪
積
み
し
て
い
る
。
嘴
は
細
長
い
平

ら
な
も
の
で
あ
り
、
鼻
孔
は
剌
突
に
よ

っ
て
、
口
は
ヘ
ラ
エ
具
で
切
り
込
ん
で
表
現
さ
れ

て
い
る
。
内
面
及
び
嘴
、
足
部
の
外
面
は
ナ
デ
調
整
で
あ
り
、
そ
の
他
は
ハ
ケ

令
／
一

0
本
）
を
施
し
て
い
る
。
両
翼
の
表
現
は
な
い

。
152
に
比
べ
、
か
な
り
小
型
で
あ

135ー

138
は
い
ず
れ
も
共
通
し
た
形
態
を
示
す
が
、
現
状
で
は
何
に
伴
う
も
の
か
不
明
で

あ
る
。
に
ぶ
い
橙
色
（
店

Y
R
7
/
4
)
を
呈
し
、
チ
ャ
ー
ト
、
長
石
、
白
色
パ

ミ
ス
、

輝
石
の
粗
い
砂
粒
を
多
く
含
む
。
焼
成
は
極
め
て
良
好
で
あ
る
。
す
べ
て
三
角
形
状
を
呈

164
は
靱
ま
た
は
盾
形
埴
輪
の
破
片
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
暗
赤
色
（
賢

Y
R
3
/
6
)

を
呈
し
、
長
石
、
白
色
パ
ミ
ス
、
酸
化
鉄
粒
を
多
く
含
む
。
焼
成
は
良
好
で
あ
り
、
外
面

ナ
デ
、
内
面
ハ
ケ
（
二
”
ン
／
一

0
本
）
及
び
ナ
デ
を
施
す
。
円
筒
に
突
出
部
が
付
く
形
態

紐
を
輪
積
み
し
て
製
作
し
て
い
る
。
台
部
の
外
面
は
タ
テ
ハ
ケ

（一

・
八
t
ン
/
-
0
本
）、

根
は
粘
土
板
を
差
し
込
み
、
粘
土
を
足
し
て
固
定
し
て
い
る
。
足
部
及
び
首
部
は
、
粘
土

大
半
は
造
出
し
か
ら
の
出
土
品
で
あ
る
（
第

28図
参
照
）
。
造
出
し
出
土
品
に
つ
い
て

2

須

恵

器

瓦
塚
古
墳
に
直
接
関
係
す
る
土
器
類
は
平
成
元
年
度
に
調
査
し
た
造
出
し
部
と
そ
の
周

囲
の
内
堀
か
ら
集
中
的
に
出
土
し
た
。
こ
の
ほ
か
で
は
、
平
成
二
年
度
A
区
外
堀
、
平
成

二
年
度

C
区
な
ど
か
ら
少
量
の
出
土
が
あ
っ
た
が
、
年
代
的
に
下
降
す
る
も
の
が
多
い
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
土
器
の
特
徴
に
つ
い
て
、
種
類
別
に
説
明
す
る
が
、
胎
土
、
色
調

な
ど
の
細
か
い
デ
ー
タ
に
つ

い
て
は
、
観
察
表
を
作
成
し
て
あ
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い

。

胎
土
に
砂
粒
を
ほ
と
ん
ど
含
ま
ず
、
精
製
の
土
器
で
あ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

103
は
体
部
か
球
形
に
近
く
、
口
縁
部
の
直
立
す
る
柑
形
土
器
で
あ
る
。
復
原
口
径
一
―

・
八
巷
ザ
ル
、
同
高
一
七
巷
ザ
ル
前
後
で
あ
る
。
外
面
調
整
は
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
で
あ
る
。

鉢印
・
間
、
は
鉢
で
あ
る
。
色
調
や
外
面
の
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
は
共
通
し
て
い
る
が
、
別
個
体
の

可
能
性
も
あ
る
。

104
の
復
原
口
径
は
一
八
・
八
符
げ
、

105
の
復
原
底
径
は
六
．

0
符
炉
で

あ
る
。
口
縁
部
に
若
干
の
煤
が
付
着
し
て
お
り
、
煮
沸
器
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

杯106.107
は
模
倣
杯
で
あ
る

。
口
縁
部
は
外
反
気
味
に
開
く
。

107
の
端
部
に
は
浅
い
凹
線

が
巡
る
。
口
径
は
一
八
符
炉
前
後
と
大
型
品
で
、
淡
い
色
調
を
呈
す
る
精
製
品
で
あ
る
。

は
出
土
位
圏
を
省
略
し
、
そ
の
他
か
ら
の
出
土
品
の
み
明
記
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

琳 い
ず
れ
も
、
造
出
し
上
面
ま
た
は
、
そ
の
下
場
か
ら
の
出
土
で
あ
る
（
第

28図
参
照
）

。

土

師

器
同
土
師
器
及
び
須
恵
器

9

9

 

（第

48
1
4
9
.
5
1
.
5
4
1
5
5
図
）
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器
台

109
は
三
段
の
透
孔
を
も
つ
商
杯
形
器
台
で
あ
る
。
復
原
口
径
三
四
・
八
符
げ
、
同
商
三

六
•
三
符
炉
を
計
る
。
受
部
底
面
に
は
使
用
痕
が
残
る
。
脚
部
は
三
角
形
透
し
が
直
列
式

で
四
方
に
開
く
。
裾
部
を
含
め
て
す
べ
て
の
段
に
波
状
文
が
施
さ
れ
る
。
受
部
は
内
面
に

当
て
具
痕
か
残
る
こ
と
か
ら
別
体
製
作
と
み
ら
れ
る
。
外
面
は
黒
色
を
呈
す
る
。

高
杯

112
は
長
脚
一
段
透
し
の
無
蓋
商
杯
で
あ
る
。
器
商
一
五
・
七
バ
2

げ
、
復
原
口
径
九
・
六

符
げ
を
計
る
。
杯
部
は
丸
底
で
小
型
の
も
の
だ
が
、
口
唇
部
が
薄
く
、
丁
寧
に
製
作
さ
れ

て
い
る
。
外
面
に
は
二
条
の
凹
線
と
櫛
歯
剌
突
文
が
巡
る
。
脚
部
に
は
幅
O
・
五
符
げ
前

後
の
細
長
い
長
方
形
透
し
が
三
方
に
穿
孔
さ
れ
て
い
る
。

113
は
有
蓋
商
杯
の
脚
部
と
推
定
し
た
。
凸
帯
間
に
は
均
整
の
と
れ
た
波
状
文
が
巡
り
、

小
さ
な
台
形
状
の
透
孔
が
穿
れ
て
い
る
。
短
脚
二
段
透
し
の
脚
部
の
蓋
然
性
が
高
い
。

造
出
し
出
土
の
甕
に
は
器
形
、
法
量
に
パ
ラ
エ
テ
ィ
ー
が
あ
る
。
口
縁
部
の
短
い
も
の

は
カ
キ
メ
調
整
の
み
で
波
状
文
を
伴
わ
ず
、
口
縁
部
の
長
い
も
の
は
二
＼
三
段
に
わ
た

っ

て
波
状
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
胎
土
が
精
選
さ
れ
て
お
り
、
焼
成
が
極
め
て
良

好
で
あ
り
、
外
面
に
黒
色
の
ガ
ラ
ス
質
の
釉
出
す
る
も
の
が
多
い
点
や
器
肉
の
芯
の
部
分

が
ア
ズ
キ
色
を
呈
す
る
点
な
ど
共
通
項
が
多
く
、
同
一
窯
の
製
品
の
可
能
性
が
商
い

。

108
は
小
型
の
甕
で
、
復
原
口
径
ニ
―
・
ニ
符
炉
、
商
さ
は
三

0
符
炉
前
後
と
な
ろ
う
。

薄
手
の
作
り
で
あ
る
が
、
叩
き
整
形
が
明
ら
か
で
あ
る
。
口
頚
部
は
外
反
し
な
が
ら
開
く

長
手
の
も
の
で
、
端
部
に
は
段
が
あ
る
。
二
条
一
組
の
凹
線
に
よ
っ
て
三
段
に
区
画
さ
れ
、

上
の
二
段
に
は
波
状
文
が
施
さ
れ
る
が
、
ビ
ッ
チ
の
急
な
雑
な
施
文
で
あ
る
。

1
1
0
は
復
原
口
径
三
七
•
六
符
炉
を
計
る
大
型
の
甕
で
あ
る
。
口
頸
部
は
長
手
の
も
の
で
、

外
反
し
な
が
ら
開
き
、
端
部
は
垂
直
に
つ
み
上
げ
ら
れ
、
鋭
く
尖
る
。
鋭
い
凸
帯
に
よ
っ

寝

作
で
あ
り
、
同

一
個
体
の
可
能
性
が
商
い

。

（
若
松

良

一）

て
文
様
帯
を
区
画
し
、
二
段
に
波
状
文
を
施
す
。
上
段
は
ビ
ッ
チ
の
緩
い
波
状
文
を
二
組
、

下
段
に
は

N
字
形
の
波
状
文
を
施
す
。
体
部
は
木
目
に
直
交
し
た
刻
目
を
も
つ
平
行
叩
き

で
整
形
し
て
い
る
。
内
面
に
は
無
文
当
て
具
を
用
い
て
い
る
。

1
1
1
は
口
頸
部
の
短
い
タ
イ
プ
の
甕
で
、
復
原
口
径
は

二
六
•
四
パ
2
げ
を
計
る
。
体
部
は

平
行
叩
き
の
後
、
カ
キ
メ
を
加
え
る
。
内
面
の
同
心
円
当
て
具
痕
は
半

ス
リ
ケ
シ
で
あ
る
。

国
も
口
頸
部
の
短
い
タ
イ
プ
の
甕
で
あ
る
。
口
頓
部
は
強
く
外
反
し
て
開
き
、
端
部
は

上
方
に
つ
ま
み
上
げ
ら
れ
て
段
を
な
す
。
体
部
は
肩
が
強
く
張
る
無
花
果
形
を
呈
す
る
。

復
原
口
径
二
八
・
八
パ
2

炉
、
高
さ
は
五

0
バ
は
炉
弱
と
な
ろ
う
。

116
は
復
原
口
径
四

一
符
げ
を
計
る
大
型
の
甕
で
あ
る
。
口
頚
部
は
三
条

一
組
の
凹
線
に

よ
っ
て
三
段
に
区
画
さ
れ
、
波
状
文
が
巡
る
。
波
状
文
は
段
ご
と
に
ピ
ッ
チ
や
振
幅
を
違

え
て
施
文
さ
れ
、
装
飾
性
を
高
め
て
い
る
。
端
部
は
上
下
に
拡
張
さ
れ
鋭
く
尖
る
。
体
部

は
平
行
叩
き
整
形
で
、
内
面
の
同
心
円
当
て
具
痕
を
そ
の
ま
ま
残
す
。

―6
 

6
 

1155157
は
平
成
二
年
度
A
.
B
区
の
出
土
品
で
同

一
個
体
と
み
ら
れ
る
。
平
底
で
あ
り
‘

-

口
縁
部
の
形
や
厚
い
自
然
釉
な
ど
か
ら
み
て
年
代
の
下
降
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

159
は
平
成
二
年
度
A
区
外
堀
出
土
で
あ
る
。
大
粒
の
砂
礫
を
多
量
に
含
む
。
66
は
平
成

三
年
度
甘
出
土
品
で
、

三
本
歯
の
粗
い
原
体
で
波
状
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
共
に
雑
な
製

壺151
は
平
成
二
年
度
C
区
の
外
堀
掘
り
残
し
状
遺
構
か
ら
出
土
し
た
。
蛇
の
目
状
の
付
け

高
台
を
伴
い
、
長
頸
瓶
か
と
思
わ
れ
る
。
底
部
は
内
側
か
ら
穿
孔
さ
れ
て
い
る
。
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第37図 瓦塚古墳出土遺物 l （昭和63年度）実測図
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第38図 瓦塚古墳出土遺物 2（昭和63年度）実測図・復原囮
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第55図 瓦塚古墳出土遺物19（平成 3年度）
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瓦塚古墳出土遺物観察表
凡例

I.胎土中に含まれる鉱物の名称は次のとおり 、略称 とした。

チャート→チ、長石→長、火山ガラス→火、輝石→輝、角閃石→角、雲母→雲、金雲母→金、石英→石、頁岩→

頁、凝灰岩→凝、片岩→片、白 色軟質粒→白、酸化鉄粒→酸、白色パミス→パ、 白色針状物質→針、黒色砂粒→黒

2. 色調は新版標準土色帖（小山・谷原、二本色研、昭和45年）によった。

3. ハケメは比較に便利なように、 10本あたりの幅 (cm)で表示した。

4.平成元年度出土須恵器の一部については、 「調査研究報告第 3集」に収鎌したが、本報告書の性格上これを再録した。

5.形象埴輪については、本文中に詳述するので省略した。

番号 種別 形態 • 関整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色調 ハケメ

(cm/10本）

1 円筒埴輪 残存高22.0c日。口径37.0cm。外面タテハケ チ、石、長、酸、バ、針 普通。 外1.9
B 類 内面口緑部ヨコハケ、他はナナメハケ。ロ 火 橙 (7.5 YR 6/6) 内I.7 

縁端部と凸帯裏部はヨコナデ。凸帯はM字 小礫を含む。

形。透孔は円形で対向して穿たれている。
又、透孔とほば直交して内面に xaへう記

号有り。

2 円筒埴輪 残存高31.0cm。復原体部径30rn。外面タテ 小陳を若干含む。 普通。 内外

A, 類 ハケ、内面ナナメハケ。凸帯裏面は指オサ 石、チ、長、パ、酸、火 赤 (10R 5/8)及び 2. 0 
工の指頭圧痕有り。凸帯は台形が基本形。 雲 橙 (5YR 7/6) 
透孔は現状での 3段目に対向して 2個穿た
れている。

3 円筒埴輪 残存高38.0cm。体部径34.0cm。底径26.0cm 石、チ、長、バ、火、酸 普通。浅黄橙 内外

B 類 外面タテハケ、内面ナナメハケ及び縦位ナ (7.5 YR 8/4) 1. 9 
デ。透孔は 2段目と 4段目に対向してそれ
ぞれ 2個ずつ穿たれている。凸帯はM字形

4 円筒埴輪 残存高20.0cm。体部径28.5cm。外面タテハ 石、チ、長、バ、火、霙 堅緻。 外1.8
A, 類 ヶ、内面ナナメハケ及び凸帯裏面部には指 酸 赤橙 (JOR 6/8) 内1.5

頭圧痕有り。凸帯は台形。透孔は現状での
3段目に円形に 2個対向して穿たれている

5 円筒埴輪 残存高11.5cm。復原底径25.Oc~ (50％存） 。 小礫を若干含む。 普通。 外1.8
A2 類 外面タテハケ、内面斜位ナデ、底端郎ヨコ 石、チ 、長、バ、雲 橙 (2.5 YR 6/8) 

ナデ。比較的薄い体部である。

6 II 残存高22.0cm。復原底径26.0cm。外面タテ 小礫を多く含む。 普通 外1.6 
ハケ、内面ナナメハケ又はヨコハケ。その 石、チ、長、パ、酸、堂 橙 (2.5YR 6/8) 内2.0 
後に指ナデを凸帯裏面及び底端部に施す。 火

凸帯はM字形。

7 “ 残存高12.5cm。復原底怪23.0cm (60％存）。 石、チ、長、パ、酸 やや軟質。 内外

外面タテハケ、内面斜位ナデ、一部ナナメ 橙 (2.5 YR 6/8) 1.8 
ハケ。比較的薄い体部である。

8 円筒埴輪 残存高 9cm。底径23.3cm。外面タテハケ、 石、チ、長、パ、雲 堅緻。 内外

A』 類 内面ナナメハケ及び底端部は指ナデ。底面 赤 (7.5 R 4/8) 3. 5 
篠圧痕有り。

9 円筒埴輪 残存高13.Sc日。復原体部径27.0cm。外面タ 小礫を含む。 普通。浅黄橙 内外

B 類 テハケ、内面ナナメハケ。凸帯はつふくれた 石、チ、長、酸、火、黒 (7.5 YR 8/4) 2.0 
M字形c

1 0 99 残存高15.0cm。復原体部径270cm (20％存） 小棟を若干含む。 普通。浅黄橙 内外
外面タテハケ、内面ナナメハケ及び凸帯裏 石、チ、長、火 (7.5 YR 8/4) 1.9 
面ヨコナデ、斜位ナデ。凸帯はつぶれたM
字形。透孔は現状での一段目に円形を穿つ

I I 円筒埴輪 残存高10.0cm。復原底部径26.0cm (25％存） 石、チ、長、パ、黒 堅緻。 内外
A, 類 外面タテハケ、内面ナナメハケ及び斜位ナ 赤 (!OR5/8) 1.6 

プー・。

I 2 II 残存高90 cm。復原底部径24.0cm。外面タ 石、チ、長、パ、火、酸 堅級。 内外

テハケ、内面ナナメハケ。 赤 (JOR 5/8) 1.6 

1 3 円筒埴輪 残存高16.2c日。復原底部径21.0cm。外面タ 石、チ、長、パ、火、酸 やや軟質。浅黄橙 外1.7
B 類 テハケ、内面縦位 ・斜位ナデ。凸帯は平ら (75YR8/4) 

なM字形。透孔は 2段目に円形を穿つ。

1 4 円筒埴輪 残存高12.5cm。復原底部径23.0cm (50％存） 小礫（チャ ート ）を含む 普通。 内外

A』 類 外面タテハケ、内面ナナメハケ及び斜位ナ 石、チ、長、バ、火、雲 赤 (10R 5/8) 1.7 
プ-• 。 黒、酸

l 5 ／／ 残存高34.5cm。復原底部径33.0cm。外面タ 小礫を含む。 普通。 内外
テハケ。内面は第 1条目凸帯より上はナナ 石、チ、長、バ、火、雲 赤 (10R 5/8、4/8) 1.8 
メハケ、その他斜位ナデ。底端部ヨコナデ 酸、黒

凸帯は台形。透孔は確認できない。

1 6 円筒埴輪 残存高13.0cm。復原口径43.0cm。外面タテ 長、バ、火、酸 普通。 内外

口緑郎 ハケ、内面ヨコハケ及びナナメハケ。内外 橙 (2.5 YR 6/8) I. 7 
A, 類 面ともに口縁端部はヨコナデ。
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備 考

昭和 63年度
前方部東一括

昭和 63年度
前方部南覆土
一括

昭和 63年度
前方部南東

昭和 63年度
前方部南

昭和 63年度
2T（下）

昭和 63年度
前方部南

昭和 63年度
2T（下）

” 

昭和 63年度

3T 

” 

“ 

昭和 63年度
後円部東一括

昭和 63年度
前方部南東

昭和 63年度
3T 

昭和 63年度
前方部南

’’ 



番号 種別 形態・調整技法等の特徴 胎土の特檄 焼成・色調 ハケメ 備 ．考
(cm/10本）

1 7 円筒埴輪 復原口縁部径34.0cm、復原体部径26.0cm。 チ、長、石、酸、パ 堅緻 内外 平成元年度

口縁部 (25％存）。外面タテハケ、口縁端部はヨコ 外橙 (2.5 Y 6/8) 1. 6 A区覆土
B 類 ナデ。内面ナナメハケ、口縁端部はヨコハ 内橙 (7.5 YR 7 /6) 

ケ及びヨコナデ。凸帯は台形。

1 8 円筒埴輪 復原底部径22.0cm、復原体部径22.6cm。 チ、長、火、石、酸、バ 堅緻 内外 平成元年度

底 部 (20％存）外面タテハケ、内面縦位ナデ及び 針 外橙 (2.5 YR 6/6) 1. 6 A区

B 類 一部ナナメハケ。凸帯はM字形。 内橙 (7.5 YR 7 /6) 

1 9 円筒植輪 復原体部径35.Dem (25％存）。外面タテハケ チ、火、酸、バ、黒 堅緻 内外 平成元年度

体部B類 内面ナナメハケ。凸帯は台形。 浅黄橙 (10YR 8/3) 1.7 4T 

2 0 円筒埴輪 復原口緑部径32.0cm。外面タテハケ、内面 チ、長、火、石、パ 堅撒 内外 平1T 威元年度

口 緑部 ョコハケ。口緑端部はヨコナデ。 橙 (2.5 Y R 6/8) 1. 7 A区問ベルト
A2 類

内堀覆土

2 1 円筒植翰 復原全体高62.0cm、底径21.8cm、復原口緑 チ、長、火、石、酸、黒 普通（やや軟質） 内外 平成元年度
径34.5cm。外面タテハケ、内面ナナメハケ 全体に焼きむらが多い 3 ~3. 5 IT 

A2 類 （極めて粗いハケメである。）透孔は円形 橙 (5YR 7/6)を基調
で3段目、 4段目に対向して 2個ずつあけ とし、上方部は赤色
られている。底部は粘土圧で厚く、外反し 00 R 5/8)を呈す。
ている。凸帯はややつぷれた台形。

2 2 円筒埴輪 復原体部径26.0cm。外面タテハケ、内面ナ チ、長、火、石、パ、黒 堅徹 外 1.8 平威元年度
体 部 ナメハケ。透孔は現状での 2段目、 3段目 赤 {7_5 R 4/8) 内 1.8 1 T 
A 2 類 に対向して90'ずらして穿たれている。凸 3. 0 

搭は台形。

2 3 朝顔形 復原体部径26.0cm。外面タテハケ。内面は チ、長、雲、石、・・パ 堅穀 内外 平成元年度

肩 蔀 ナナメハケの後、縦位ユピナデ（特に肩部 赤 (lOR5/8) 1.8 1 T 
～体部 は丁寧）。透孔は現状の 2段目、 3段目に
A, 類 対向して 2個ずつ穿たれる。凸帯は台形。

ハヶ調整、凸帯粘付後タテ方向に生じた亀
裂をユピナデでなおした跡あり。

2 4 円筒埴輪 復原体部径22.5cm。外面タテハケ、内面斜 チ、長、火、石、酸、バ 普通 外 2.0 平成元年度
体 郎 位ユピナデ。透孔は現状の 1段目、 3段目 橙 (2.5 YR 7 /6) I T 
B 類 に対向して 2つずつ穿たれている。凸帯は B区間ペルト

平らなM字形。全体に小作りで、極めて直
線的に立ち上がるので朝顔形の可能性あり

2 5 円筒埴輪 復原体部径26.0cm。外面タテハケ、内面ナ チ、長、石、雲、バ 極堅緻 外 1.8 平成元年度
体 部 ナメハケ。透孔は現状の 2段目と 3段目に 赤 (7.5R 4/8) 内 1.8 1 T 
A, 類 対向、 90゚ ずらして穿たれている。凸帯は 3. 0 

つふくれたM字形。

2 6 円筒埴輪 体部径28.5cm。外面タテハケ、内面タテハ チ、長、石、酸、バ やや軟質 内外 平成元年度

体 部 ケ及び縦位ユピナデ。透孔は円形。凸帯は 浅黄橙 (lOYR8/3) 1. 7 lT 
B 類 台形。焼けむらが多い。 及び一部 B区間ベルト

赤橙 (!OR6/8) 

2 7 朝顔形 復原口縁部径41.0cm、復原くびれ部径16cm チ、長、石、酸、バ 普通 外 1.8 平成元年度

口緑郎 (33％存）。外面タテハケ、内面ナナメハケ 橙(2.5 Y R 7/6~6/6) 内 1.8 1 T 
I A2 類 ョコハケ、ユピナデ。凸帯は台形。 2. 0 B区間ペルト

I ＇ 2 8 朝顔形 体部径25cm。外面タテハケ及び肩部ナナメ チ、長、火、石、酸、バ 普通 内外 平成元年度
B 類 ハケ。内面はくびれ部より上にナナメハケ 浅黄橙 (7.5 YR 8/6) 2. 0 1 T 

他はユピナデ。透孔は現状の 1 段• 3段目 B区間ベルト
に対向して円形に穿たれる。凸帯はM宇形

2 9 朝顔形 復原口緑部位56.0cm (20％存）。外面はタテ チ、長、雲、石、酸、パ 普通 内外 平威元年度
口禄部 ハケ、口緑端部はヨコナデ。内面はナナメ 橙 (2.5 YR 6/8) 1.8 B区内堀
A2 類 ハケ、口禄端部はヨコハケ。 凸帯は台形で 覆土など

裏面に指頭圧痕あり。

3 0 円筒埴輪 残存高30.0cm。口径33.8cm。体部径29.0cm 石、チ、長、パ、火、酸 やや軟質。浅黄橙 内外 平成元年度
B 類 外面タテハケ。内面はほぼ最上凸帯より上 黒 (7.5 YR 8/4) 1.8 1TB区間

はナナメハヶ及び口緑郎ヨコナデ。他は縦 ベルト
位の指ナデ。凸帯はほぼ台形。透孔は現状

での I・ 2段目にそれぞれ対向して 2個穿
たれている。全体的に簿手である。
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番号 種別 形態・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成 ・色調 ハケメ 備 ，．考

(ca/10本）

3 1 円筒埴輪 4条凸帯 5段構成。全高70.5cm。底径26.5 若干の小慄を含む。 極めて堅緻。 内外 平成元年度
C,。外面タテハケ、内面ナナメハヶ。 1段 石、チ、長、パ、黒 赤 (10R 5/8) 1. 7 B区くびれ部

A, 類 目から 3段目にかけて、成形途中に一邪亀
裂が入り、指ナデによって修正している箇
所がある。その時亀裂を中心として丁寧に
斜位ナデを脆しているため、凸帯部は歪ん
でいる。凸帯はM字形。透孔は 3・ 4段目
に若千のずれを伴ってそれぞれ円形に 2個
対向して穿たれている。

3 2 朝顔形 残存高16.0暉。復原顆郎径16.0cm (30％存） 石、チ、長、パ、火、酸 やや軟質。 内外 平成元年度

頸 郡 外面クテハケ、内面ナナメハケ、ヨコナデ 淡橙 (5YR 8/4) 2.0 B区拡張区

B 類 斜位ナデ。凸帯はつぷれた台形。 橙 (2.5Y R 6/6) 

3 3 円筒埴輪 残存高24.0cm。口径34.0cm。体部径30.8cm 石、チ、長、バ、酸、黒 やや軟質。 外 1.2 平成元年度

(30料存）。外面タテハケ、内面ヨコハケ、 橙 (2.5 YR 6/8) 内 1.6 B区

Aa 類 ナナメハケ。内外面ともに口縁端郎ヨコナ
デ。又、凸帯裏面には指頭圧痕有り。凸帯
はつぷれたM字形。透孔は現状での 2段目
に円形を穿つ。

3 4 円筒埴輪 残存高13.0cm。復原体部径26.0cm (30%存） 石、チ、長、酸、黒 やや軟質。にぷい橙 内外 平成元年度

B 類 外面タテハヶ、内面ヨコハケ。凸帯は台形 (5YR 7/0 1. 7 B区

透孔は現状の 2段目に円形を穿つ。

3 5 “ 残存高9.5 cm。復原低邪径34.0cm (50％存） 小裸を含む。 普通。浅黄橙 外 2.( ” 
外面タテハケ、内面斜位ナデ、ョコナデ。 石、チ、長、バ、火 (lOY R 8/4) 
凸帯は台形。

3 6 ” 残存高11.5cm。復原低郎径24.0cm (25％存） 石、チ、長、酸、バ やや軟質。浅黄橙 外 1.7 ／／ 

外面タテハケ、内面縦位ナデ、一部ナナメ 小懐を若干含む。 (7.5 YR 8/4) 内 2.0 
ハケ。低端部ヨコナデ。

3 7 朝顔形 残存高20.0cm (30％存）。復原類郭径17.0cm 石、チ、長、バ、火、黒 堅徴。 内外 平成元年度

顎 部 外面ナナメハケ、内面ナナメハケ及び斜位 小懐（チャート）を含む 橙 (5YR 6/8) 1. 7 B区内堀覆土

A, 類 ナデ。凸帯はややつぷれた台形．

3 8 円筒埴輪 残存高8.I cm。復原低郎径24.6cm (30％存） 砂慄を多量に含む。 堅緻。焼けムラ有り。 外 1.8 平成元年度

A, 類 外面タテハケ、内面ナナメハケ、基底郁木 石、チ、角、パ、長 赤 (10R 4/8) 内 3.3 B区

理圧痕

3 9 円筒埴輪 復原体部径35.0cm (25％存）。外面タテハケ 砂礫をやや多く含む。 普通。 外 1.5 平成元年度

A2 類 内面ナナメハケの後、郁分的にタテハケ。 長、チ、，バ、火、酸 橙 (7.5 YR 7 /6) 内 l.4 B区内堀覆土

最上段に円形の透孔が残る。凸帯は水平に
貼られておらず、台形。

4 0 “ 残存高16.Dem。復原体部径32.0cm (30％存） 小礫（チャート）を含む 普通。 内外 平成元年度

外面タテハケ、内面ヨコ・タテハヶ及び斜 石、チ、長、パ、火 橙 (2.5 YR 6/6) 1. 6 B区

位ナデ。凸帯は台形。透孔は現状での 3段
目に円形を穿つ。

4 1 ” 残存高11.6cm。復原体部径31.6cm (25％存） 石、チ、長、酸、角 極めて堅緻． 外 I.7 II 

外面タテハケ、内面ナナメハケ。凸搭は台 橙 (5YR 6/8) 内 1.9 
I 形

'4 2 円筒埴輪 残存高19.0cm。体部径23.5cm。外面タテハ 石、チ、バ、長、火、酸 普通。浅黄橙 内外 平成元年度

＇ B 類 ヶ、内面ナナメハケ。凸帯は台形。透孔は (lOY R 8/4) 2. 1 F・Cベル ト

現状での 2段目に円形を穿つ。 F区

4 3 円筒埴輪 残存高20.0cm。復原体蔀径29.5cm。外面タ 石、チ、長、バ、雲、火 堅徹。 内外 平成元年度

A 2 類 テハケ、内面ナナメハケ。凸器は台形。透 酸 橙 (2.5 YR 6/8) 1.7 F区

孔は現状の 1段目に円形を穿つ。

4 4 円筒埴輪 残存高15.5cm。復原底部径22.0cm。外面タ 石、チ、長、バ、火、雲 極めて堅緻。 内外 平成元年度

A, 類 テハケ、内面斜位ナデ及び一部ナナメハケ 赤 (lOR5/8) 1.8 F区SK-1 
底端部ヨコナデ。凸帯は台形。透孔は 2段
目に円形を穿つ。

4 5 ” 残存高18.5cm。復原底邪径25.6cm。外面タ 石、チ、長、バ、火、霙 極めて堅緻。 外 1.8 平成元年度

テハケ、内面ナナメハケ及びヨコハケ。凸 酸 赤 (!OR5/8) 内 2.1 F区表土

帯は台形を基本とするが沈線がめぐる。透 c区

孔は 2段目に円形を穿つ。

4 6 円筒埴輪 復原底部怪21.4cm、復原体郎径24.5~30cm チ、長、火、雲、石、パ 堅緻。 内外 平威元年度

底 郎 外面タテハケ、内面ナナメハケ後第 1段郎 橙 (2.5 YR 6/6) 1.8 F区SK-1 
A2 類 分はユピナデ。透孔は円形。比較的上方へ

外反している。凸帯は台形。
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番号 種別 形態 ・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色調 ハケメ 備 考
(cm/10本）

4 7 円筒埴輸 復原体部径25.0cm。外面タテハケ（一部ナ チ、長、火、雲、石、バ 堅殿。 内外 平成元年度

体 蔀 ナメハケ）、内面ナナメハケ。凸帯は台形 橙 (2.5 YR 6/8) 1.7 F・Cベルト

A2 類 （透孔は確認できず）。

4 8 円筒埴輪 復原低部径24.0cm。外面タテハケ、内面ナ チ、長、火、石、バ 極堅緻（ただし風化が 内外 乎威元年度

底 部 ナメハケ。低端部に木理圧痕あり。52と近 ひどい） 1.6 c区

A, 類 似（同一伺体の可能性あり） ，凸帯はM字 赤 (7.5 R 4/8) 
形。

4 9 円筒埴輪 復原口縁郎径39cm、復原体郎径34cm。外面 チ、長、火、雲、石、パ 堅緻 内外 平成元年度

口緑部 タテハケ、内面ヨコハケ及びナナメハケ、 赤 (lOR5/8) 1.6 c区SD-1 
A, 類 一部ナデ。凸帯は平らなM字形。 墳丘覆土

5 0 円筒埴輪 復原体部径32.0cm 06. 5％存）。外面タテハ 全体的に砂粒少。 普通 内外 平成元年度

体部B類 ヶ、内面ナナメハケ。凸帯は台形。 チ、火、石、酸、バ、黒 浅黄橙(10YR 8/3) 1.7 4T外塀中堤

5 1 円筒埴輪 復原底部径29.0cm、復原体部径30.0cm 全体的に砂粒少。 普通 内外 平成元年度

底 部 (16, 5％存）。外面タテハケ、内面ナナメハ チ、火、雲、石、パ、黒 浅黄橙 (lQYR 8/3) 1.8 4T 
B 類 ヶ。凸帯は台形。

5 2 円筒埴輪 復原体郎径25.0cm (33％存）。外面タテハケ チ、長、火、石、バ、黒 普通 内外 平成元年度

体 部 内面ナナメハケ。透孔は円形。凸帯はM字 赤 (10R 5/8) 1.5 A区覆土
A, 類 形。

5 3 円筒埴輪 復原底郎径28.0cm、復原体部径31.0cm (33% 全体的に砂粒少。 普通 内外 平成元年度

底 部 存）。外面タテハケ、内面ナナメハケ。 チ、火、石、酸、バ、黒 浅黄橙(10Y R 8/3) 1.7 4T内塀

B 類 凸帯は台形。 中堤寄り

5 4 円筒埴輪 復原底部径32.0cm、復原体郎径36.Ocm (20% 砂粒は全体に少な'¥,90 普通 内外 平成元年度

底 部 存）。外面タテハケ、内面ナナメハケ。底 チ、火、雲、石、バ、黒 浅黄橙(10YR 8/3) 1. 7 4T 
B 類 端部に木理圧痕。凸帯は台形。全体的に丁

寧な作りである。

5 5 II 復原底郎径30.0cm (25％存） 。外面タテハケ 砂粒は全体に少ない。 普通 内外 平成元年度

内面ナナメハケ。凸帯は台形。 チ、火、石、酸、バ、黒 浅黄橙 (10YR 8/3) 1.7 4T 

5 6 円筒埴輪 復原口緑部径37.0cm (20％存）。外面タテハ チ、長、火、石、酸、バ 普通 内外 平成元年度

口縁部 ヶ、内面ヨコハケ。口縁端郎はヨコナデ。 橙 (2.5 YR 7/6) 1.8 A区

A2 類

5 7 円筒埴輪 復原体部径32.0cm。外面タテハケ、内面ナ 小礫を若干含む。 やや軟質 II ” 
体 部 ナメハケ及び斜位ナデ。透孔は円形。凸帯 チ、長、石、酸 橙 (5YR 7 /6) 
A, 類 はつぶれたM字形。

5 8 円筒埴輪 復原体部径24.0cm。外面タテハケ、内面ナ チ、長、石、酸、黒 やや軟質 内外 平成元年度

体 郎 ナメハケ及び縦位ナデ。透孔は方形。凸帯 橙 (2.5 YR 6/8) 1. 6 A区覆土

A2 類 は台形。

5 9 円筒埴輪 復原底部径22.0cm。外面タテハケ、内面ナ チ、長、火、石、酸、バ 堅緻 内外 平成元年度

底 部 ナメハケ及び斜位ナデ。 橙 (2.5 YR 6/8) 1. 7 1 T 

A2 類
B区間ペルト

6 0 円筒埴輪 復原口縁邪径45.0cm。外面はタテハケ、ロ チ、長、火、雲、石、酸 やや軟質 内外 平威元年度

＇ 口緑郎 緑端部はヨコナデ。内面はヨコハケ後、ヨ 針、パ 浅黄橙(7.5YR8/4) 2. 6 lT 
B ， 類 コナデ。

I 

6 1 円筒埴輪 復原体部径24.0cm。外面タテハケ、内面ナ チ、長、火、石、バ、黒 極堅緻 内外 平成元年度

体 郎 ナメハケ。凸帯はM字形。 赤 (!OR4/8) 3. 3 1 T 
A, 類 中位表土

6 2 円筒増輪 復原体郎径25.0cm。外面タテハケ、内面斜 チ、長、火、雲、石、酸 普通 内外 平成元年度

体 部 位ナデ、一部ナナメハケ。透孔は円形。凸 J{ 橙 (2.5 YR 7 /6) 1. 7 I T 
A2 類 帯は台形。

6 3 円筒憧輪 残存高14.0cm。復原体部径26.0cm。外面タ 石、長、チ、バ、火、雲 堅緻 外 1.9 平成元年度

体 部 テハケ、内面ナナメハケ。凸帯はM字形。 赤 (7.5R4/8) 内 3.8 1 T 
A I 類 透孔は現状の 2段目に円形を穿つ。又、乾

燥時の亀裂を直した1旨ナデ痕有り。

6 4 円筒培翰 残存高11.Oc恥復原体部径30.0cm。外面タ 小礫を若干含む。 普通 内外 ” 
体 郎 テハケ、内面タテハケ。凸帯は台形。透孔 石、長、チ、パ、火、酸 橙 (2.5 YR 6/8) 1.7 
A 2 類 は現状での 2段目に円形を穿つ。

6 5 円筒埴輪 残存高10.0cm。外面タテハケ、内面ナナメ 石、長、チ、バ、火 堅徹 外 1.7 平成元年度

体 部 ハケ。凸帯はM字形。透孔は現状での 2 赤 (IQR 5/8) 内 1.7 1TB区間ベ

A, 類 段目に円形を穿つ。 粗 3.0 ルト
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番号 種別 形態・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色調 ハケメ 備 考
(c日／10本）

6 6 “ 残存高10.0cm。復原体郎径22.0cm。外面タ 石、長、チ、バ、火 極めて堅敷 外 3.5 平成元年度
テハケ、内面ナナメハケ。凸帯はM字形。 赤 (7.5 R 4/8) 内 1.8 lT 

6 7 朝顔形 残存高8.0 cm。外面タテハケ、内面ヨコハ 石、長、チ、バ、火、酸 普通 内外 “ 頸 部 ケ及び指ナデ。凸搭は台形。 橙 (2.5 YR 6/8) 1.8 
A, 類

6 8 円筒漣輪 残存高10.0cm。復原体部径30.0cm。外面タ 石、長、チ、バ、酸、針 普通。 1：：：ぶい黄橙 内外 II 

体 蔀 テハケ、内面ナナメハケ。凸帯は台形。透 (lOYR 7/3) 1. 7 
B 類 孔は現状での 1段目に円形を穿つ。

6 9 朝顔形 残存高7.5 cm。復原頸部径18.0cm。外面タ 石、長、チ、バ、火 堅緻 内外 ” 
頸 邪 テハケ、内面ナナメハケ及びナデ。凸帯は 赤 (7.5 R 4/8) 1. 7 
A, 類 台形。

7 0 円筒埴輪 残存高9.0 cm。復原低郎径26.0cm。外面タ 石、長、チ、バ、火 堅緻 内外 平成元年度
底 郎 テハケ、内面ナナメハケ、底蔀付近はヨコ 橙 (2.5 YR 7 /6) 1.8 1TB区間ベ
A, 類 ナデ。 ルト

7 1 円筒培輪 残存高13.0cm。復原低郡径20.0cm。外面タ 石、長、チ、パ、火、黒 極めて堅徹 外 1.8 平成元年度
底 郁 テハケ、内面ナナメハケ。底端蔀の内面に 赤 (7.5 R 4/8) 内 3.0 1 T 
A, 類 は木理圧痕らしいものがある。

7 2 円筒埴翰 残存高19.0cm。復原底郎径26.0cm。外面タ 石、長、チ、パ、火 やや軟質。浅黄橙 内外 ” 
底 部 テハケ、内面ナナメハケ、ナデ。凸帯は台 (7. 5 YR 8/4) 1. 7 
B 類 形。

7 3 円筒埴輪 残存高9.5 cm。復原口径38.0cm (20％存） 石、長、チ、パ、黒 普通 内外 平成元年度
口緑部 外面タテハケ、内面ヨコハケ。内外面とも 噌 赤 (!OR5/6) 1. 7 B区
A, 類 に口緑端郎はヨコナデ。

7 4 円筒埴輸 復原体部径42.0cm。外面タテハケ、内面ナ チ、長、角、石、酸 極堅檄 内外 平成元年度

体 部 ナメハケ。凸帯は台形。凸帯下段透孔あり 朋赤褐(2.5 YR 3/6) 1.7 B区

A, 類

7 5 朝顔形 復原口緑郎怪33.0cm (10％存）。外面タテハ チ、長、火、石、バ 普通 内外 II 

口緑那 ヶ、内面ナナメハケ。口緑端部はヨコナデ 橙 (2.5 YR 7 /6) 1.8 
A 2 類 I 

7 6 朝顔形 復原肩部径32.0cm (10％存） 。外面タテハケ チ、長、火、雲、石、黒 普通 内外 II 

肩 郎 凸帯上方は 2次調整でタテハケ、内面縦位 橙 (2.5 YR 6/8) 1.7 
A 2．類 ナデ。凸帯は台形。

7 7 円筒埴輪 復原体部径26.0cm (14％存）。外面タテハケ チ、長、石、酸、バ、黒 やや軟質 ” ‘’ 
体部B類 内面縦位ナデ。凸帯は台形。 浅黄橙(10Y R 8/3) 

7 8 円筒埴輪 外面タテハケ、内面ナナメハケ。凸帯は台 74と共通 堅敬 内外 ” 
体 部 形。 （量は多い。） 橙 (5YR 6/8) 1. 6 
A, 類

7 9 II 外面タテハケ、内面ナナメハケ。透孔は円 99 極堅級 外 1.4 ” 
形。凸帯は台形。 朋赤褐 (5YR 5/8) 内 1.7

8 0 円筒埴輪 外面タテハケ、内面ナナメハケ。底面は郎 74と共通 極堅緻 外 1.6 平成元年度

底 郎 厚く、竹管の圧痕が深くつく。 赤 (10R 4/6) 内 2.6 B区集石

A, 類

8 I 円筒植輪 復原体部径24.6cm (20％存）。外面タテハケ 長、角、輝、石、バ 極堅級 外 1.7 平威元年度

体 郎 内面ナナメハケ。凸帯はM字形。 赤 (lOR4/6) 内 1.6 B区

A I 類 2. 7 

8 2 円筒埴輪 復原体部径31.0cm。外面タテハケ、内面ナ チ、長、火、雲、石、パ 普通 内外 平威元年度
体 部 ナメハケ。透孔は円形。凸帯は平らなM字 外橙 (2.5 YR 6/8) 1. 6 c区
A2 類 形。 内浅黄橙

(10 YR 8/4) 

8 3 円筒植輪 復原体部径26.0cm。外面タテハケ、内面ナ II 堅緻 内外 平威元年度
体 郎 ナメハケ。凸帯は台形。 橙 (2.5 Y R 6/8) 1. 7 C区覆土
A2 類

8 4 円筒埴輪 復原低部径23.0cm。外面タテハヶ、内面ナ チ、長、火、石、バ、黒 堅緻 内外 平成元年度
底 郎 ナメハヶ。凸帯はM字形。 橙 (2.5 YR 6/8) 1.5 C区
A2 類
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番号 種別 形態・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色調 ハケメ 備 考
(cm/10本）

8 5 円筒埴輪 復原体部径24.0cm。外面タテハケ、内面ナ チ、長、雲、石、バ 極堅緻 内外 平威元年度

体 部 ナメハケ。透孔は円形。凸帯は平らなM字 赤 (7.5 R 4/8) 2.6 C区覆土

A, 類形。

8 6 円筒埴輪 復原低部径20.0cm。外面タテハケ、内面斜 チ、長、火、石、パ 堅緻 内外 平成元年度

底 部 位ナデ（一部ナナメハケ）。凸帯は台形。 赤 (10R 4/8) 1.6 c区

A, 類

8 7 円筒埴輪 復原口縁部怪36.0cm (5 %存）。外面タテ 火、石、バ、黒 普通 内外 平成元年度

口縁部 ハケ、内面ヨコハケ及びナナメハケ。 浅黄橙 (10YR 8/4) 1.7 4T 
B 類

8 8 円筒埴輪 外面ナナメハケ、内面ヨコハケ。口縁端部 小礫を含む。 普通 内外 平成元年度

口縁部 ヨコナデ。 チ、長、火、雲、石、バ 橙 (2.5YR 7/6) 1. 7 2T内掘

A2 類

8 9 円筒埴輪 外面タテハケ、内面ヨコハヶ。口縁端部は チ、長、火、石、酸、バ 普通 内外 平成元年度

口緑部 ヨコナデ。内面にヘラ記号 (X印） の一部 浅黄橙 (2.5YR8/4) 1.8 3T表土
B 類 がある。

9 0 円筒埴輪 復原口緑部径32.0cm。外面クテハケ、内面 チ、長、火、石、パ 普通 内外 平成元年度

口緑郎 ヨコ ハケ及び ヨコナデ。 橙 (2.5 YR 6/6) 1.5 2 T内掘

A2 類

9 1 円筒埴翰 復原体部径25.0cm。外面タテハケ、内面ナ チ、長、火、石、酸、パ 普通 外 1.6 “ 
体 部 ナメハケ及び縦位ナデ。透孔は円形。凸帯 外橙(2.5Y R 7/6) 内 1.8
A2 類 はM字形。 内浅黄橙

(7. 5 YR 8/3) 

9 2 円筒埴輪 復原体部怪24.0cm。外面タテハケ、内面斜 小礫を含む。 普通 外 1.8 平成元年度
体部B類 位ナデ。凸帯は台形。 チ、長、火、石、酸、バ 浅黄橙 (7.5YR8/4) 3T内塀

9 3 円筒埴輪 復原低部径16.0cm。外面タテハケ、内面斜 チ、長、火、雲、石、酸 堅級 “ “ 
低郎B類 位ナデ。 ／ぐ 橙 (5YR 7/6) 

9 4 円筒埴翰 復原体部径23.0cm。外面タテハケ、内面ヨ 小礫を含む。 ” ” ” 
低 部 コ及び斜位のナデ。透孔は円形。凸器は台 チ、長、火、雲、石、酸
B 類 形。 ）＜ 

9 5 円筒埴輪 復原体郁径30.0cm (10％存） 。外面タテハケ チ、長、石、酸、バ、黒 堅緻 内外 平成元年度
体 部 内面ナナ メハケ、ヨコハケ。透孔は円形。 橙 (2.5 YR 6/8) l. 4 4T 
A2 類 凸帯はつぷれたM字形。

9 6 円筒埴輪 復原体部怪28.0cm (I 0％存）。外面タテハケ チ、長、火、石、バ、黒 堅徹 内外 平成元年度

体 蔀 内面タテハケ及びナナメハケ。透孔は円形 橙 (2.5 YR 6/8) I. 4 4T 
A2 類 凸帯はつぶれた台形。

9 7 円筒埴輪 復原低部径40.0cm。外面ナナメハケ、内面 小礫（石英）を多く含む 極堅緻（須恵質） 内外 平成元年度

低郎B類 ナナメハケ及びヨコナデ。凸帯は台形。 長、 石、 バ 褐灰 (lOYR 5/1) 1.9 4T 

103 土師器 体部は外面横位ヘラケズリ、内面ナデ（乾 砂粒は極少量で、精良。 堅檄 平成元年度

対 形 燥の進んだ状態でナデているためキメが細 角、石 淡黄 (2.5 Y 8/3) 造出し

（精製） かい）。頸～口縁部はヨコナデ（皮革使用
のためと思われるあらい条線あり）。口縁
部は直立気味。口緑端部は尖る。

104 土師器 復原口緑蔀径18.8cm（図示上の25%存）。 陛を少量含む。 堅級 平成元年度
鉢 外面は上半ヨコナデ、下半ケズリ後ナデ。 石 橙 (5YR 6/6) F区

内面は上半ヨコナデ、下半ナデ。口緑端部
にわずかな凹みあり。口縁郡に若干の煤の

付着及び外面に指紋あり。

105 土師器 復原低径6.0 cm (25％存）。外面はケズ 1)、 礫を微量含む。 堅綬 ” 
杯低郎 内面はヘラナデ後ナデ。外面低部に黒斑あ 橙 (5YR 6/6) 

り。

106 土師器 体部は外面全面ヘラケズ 1） （一定方向）。 極精良。礫を含まず、微 極堅緻 平成元年度
杯 内面ナデ。内面にはプラシ状工具の圧痕あ 砂粒を少量含む。 乳白色に近い淡褐 造出し屈曲

（精製） り。外面黒斑あり。口緑端部は平坦面をな 節下場
し、体部との境に11Jl瞭な段をもつ。

107 土師器 口緑部回転ヨコナデ。体部底面ナデ、外面 精良。 極堅散 ” 
杯 全面へうケズ リ。口緑端郎はわずかに1!!1む 細砂を少量含む。 外淡灰褐

平坦面を もつ。 内淡褐
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番号 種別 形態 ・調整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色屈 ハケメ 傭 考
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108 須恵器 体部は外面縦位平行タタキの後カキメ調整 妙粒をほとんど含まず。 堅緻 平成元年度

小型甕 内面には無文当て具痕が残る。口頸部は外 精良。長石粒（モンモリ 外緑黒 (5G 2/ll 造出し

面カキメ調整、内面横位回転ナデ。籍文順 ナイト）をわずかに含む のガラス釉出。一郎桟
位は 2条］粗の1!!1線を 2段巡し→上・中段 黄 (5Y 7/3)の灰被り
に波状文→ビッチの急な、雑な施文。極め 内、外面と共通。朋オ
て薄手の作り、端部に段をもつ。 リープ灰色の灰を駐点

状に被る。
器肉 明赤灰

(5 R 4/1) 

109 須恵器 棚部は回転ヨコナデ、受部は外面カキ メ、 精選。砂礫はほとんど含 堅徴 平成元年度

器 台 内面回転ヨコナデ。受部はタタキ成形、底 まなしヽ。 伏せ焼きのため受部外 造出し

部にもタタキ、脚部とは別体製作。脚部は 面には黒褐の自然釉出

下端の被状文、調整から倒立して製作した 外多くは黒
ものと思われる。 3条の沈線による相対的 内陪青灰
凸帯により区画した文様帯内に櫛描き波状
文を権文。口縁郎のものは丁寧だが、脚部
のものは谷が多くスピードのある雑な施文
透孔は三角形四方透し、直列式配置。

110 須恵器 体部は外面木目に直交した刻みの平行タタ 精良。砂粒を含まない。 堅緻 平成元年度

大 甕 キ（主に縦位）、内面無文当て具使用後ナ 白色微粒子、アンモリナ く口緑部＞ c区、 F区

デ、口縁部は外面（頸部は）平行タタキ後 イトを微かに含む。 外青黒 (5BG 2/1) 
横位回転ナデ、内面横位回転ナデ。口緑部 のガラス釉出。光沢あ

は外反端郁は垂直に説くつまみあげる。鋭 り。
い凸線により文様帯を区画。上段はビッチ 内灰オリープ (7.5 
のゆるい、下段はN字形の波状文を施す。 Y 6/2)の灰被り

く体部＞
外明青灰 (5BG 
7/1)～暗灰 (N3/) 0) 

ガラス釉出。光沢面内
灰 (N5/)
＜器肉＞
陪紫灰 (5R P 4/1) 

111 須恵器 外面木目に直交する刻みの平行タタキ後、 砂粒を含まず精良。 堅緻 平成元年度

甕 カキメ 。内面同心円当て具痕を反スリケ シ モンモリナイト、白色微 内外灰 (N6/) C区、 F区

口円郎内面回転ヨコナデ。郎分的に陪灰色 粒子を微かに含む。 器肉赤灰 (5R6/ll 
ガラス釉出。口縁部内面灰白色(7.5 Y 8/2) 体部外面灰褐

の灰被り。口縁部は外反して端部は段をも (7. 5Y R 4/2)のガラ

つ。内側の稜をつまみあける。 ス光沢面あり。

112 須恵器 杯部回転ヨコナデ。脚部は外面カキメ、内 祖砂を少量含む。 堅緻 平成元年度

高 杯 面ヨコナデ調整（シポリ目が部分的に残 青灰（断面セビア） 造出し

る。）これと胎土、焼成の酷似する脚部片 昭和 57年出
あり、もう 1点長脚有段高杯があったと思 土品とも接合

われる。

113 須恵器 2条の沈線により造り出した凸帯の間を文 精選 極堅緻 平威元年度

脚付壺 様帯とし、小型器台が子技壺などの台の可 砂粒を含まず、白色微粒 外青灰 c区内堀

腿 郎 能性有 子と雲母微粒を少量含む 器肉灰

1 1 4 須恵器 底部糸切り放し後、周緑部回転へうケズ 1) モンモリナイトを多量に 堅根 平成元年度

杯底部 胎土から南比企産と思われる。 含む。石、針 灰 (N6/) B区

115 須恵器 体郎は外面格子目状タタキ後部分的にヨコ 砂粒はほとんど含まず。 堅緻 平成元年度

甕 ナデ、内面同心円当て具痕。口緑部は外面 モンモリナイトを少量含 内外青灰 造出し

ヤキメ、内面回転ヨコナデ。装飾はないが む。 (5 BG 6/1) 
良質。 器肉紫灰

(5 RP 5/1) 

116 須恵器 口縁部回転ヨコナデ。体部は外面木目に直 砂粒を含まず精良。 極堅緻 昭和 57年度
大 甕 交する刻みをもつ縦位の平行タタキ、内面 モンモリナイトと白色微 く口縁部＞ 及び

同心円当て具痕。口緑部は端郎を上下につ 粒子を微かに含む。 外黒 (N2/）のガラ 平成元年度

まみだし拡張。類部は外反。3条1組の凹 ス釉出。 造出し
線により 3段に区画。ビッチ、施文法の異 内淡黄 (7.5 8/3)の

なる波状文を施す。頸部付近のカキメも、 灰被り。

装飾として用いられている。 器肉灰 (N4/) 
く体郎＞
外青灰 (5B 6/) 

117 円筒埴翰 復原口縁部径37.0cm(20％存） 。外面タテハ チ、長、火、石、酸、バ やや軟質 内外 平成 2年度
口縁部 ヶ、内面ヨコハケ、ナ ナメ ハケ。 口緑端部 黒 橙 (5YR 7 /6) 1.8 A区内塀

A2 類 はヨコナデ。
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番号 種別 形態・蒻整技法等の特徴 胎土の特徴 焼成・色調 ハケメ 傭 考
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118 円筒埴輪 復原口縁部径37.Ocm(33％存）。外面タテハ チ、長、石、酸、パ 普通（外面やや軟質） 内外 平成 2年度

口縁郎 ヶ、内面ヨコハケ。口縁端部ヨコナデ。 橙 (5YR 7 /6) 2. 0 A区内煽

A, 類

119 円筒埴輪 復原体部径31cm(33％存）。外面タテハケ、 長、火、石、酸、パ やや軟質 内外 平成 2年度 ，

体 部 内面ナナメハケ。透孔は円形、対向して 2 浅黄橙 (10Y R 8/3) 1.8 ST O O 1 

B 類 つずつ穿つ。凸帯は台形。

120 II 復原体郁径31.0cm(l7％存）。外面タテハケ 長、石、酸、バ、黒 堅椒（内面須恵質） 内外 平成 2年度
内面ナナメハケ。透孔は円形。凸帯は台形 外浅黄橙 1.8 A区内堀

(7. 5 YR 8/6) 
内 にぶい黄橙

(lOY R 7/2) 

121 円筒埴輪 復原底部径26.0cm、復原体蔀径30.0cm。外 チ、長、石、酸、バ、黒 極堅緻（一部須恵質） 内外 平成 2年度

B 類 面タテハケ、内面ナナメハケ及び低部付近 橙 (5YR 7/6)及び 1.7 A区外堀
は縦位ユピナデ。凸帯裏に指頭圧痕あり。 灰 (5Y 6/1) 
透孔は円形。凸搭は台形。

122 円筒埴輪 復原体部径34.0cm。外面タテハケ、内面ヨ 長、石、酸、バ 普通（内面須恵質） 内外 平成 2年度

体 部 コハケ、ナナメハヶ及び斜位ナデ。透孔は 浅黄橙(7.5Y R 8/6) 1.8 A区内堀
B 類 円形。凸帯は台形。 及びにぶい黄橙

(10YR7/2) 

151 須恵器 外面回転ヘラケズり （逆時計回転）。内面 砂粒をほとんど含まず精 極堅緻 平成 2年度

高台付壺 回転ヨコナデ。底郎は内面より穿孔（直径 良。雲母粒、白色微粒子 外灰オリープ 外擢握り残し

底 郎 4.2 x 3. 6 cm)。人為的穿孔とみられる。 を少量含む。 (5 Y 6/2) 部分

高台は蛇の目状付け高台。長類壺か？ 内灰白 (5Y7/2) 
器肉灰白 (5Y 8/2) 

155 須恵器 （同一個体各部位）体蔀は外面細かな横位 砂粒をほとんど含まず精 堅緻 平成 2年度
平行タタキ、内面無文当て具使用。口緑那 良。白色微粒子、モン 1） 外 オリープ灰 (10Y 155 ~157 Ii 

＼ 大 甕 は端部を下に拡張。底部付近外面はヘラケ リナイト、雪 4/2)～オリープ黒(7.5 A区外塀、
ズリ。外面は自然釉（アメ釉）を厚く被る Y 3/1) 158 liB区覆

158 （一部ライトプルーの発色あり。）底部内 内灰色(7.5Y8/1) 土より出土．
面も自然釉被り。胎土、色調は他の資料群 底部内面 オリープ灰

に近似するが平底、口緑郎形、自然釉の多 (10 Y 4/2) 
さなどから見て年代を降る可能性あり。 器肉赤灰 (5R6/ll 

159 須恵器 外面横位平行タタキ、内面（四角形の面を 大粒の砂懐を多量に含む 堅根 平成 2年度
大 甕 もつ）無文当て具痕。 166と同一個体の可 石、モンモリナイト 外灰白 (N7/) A区外煽

肩 部 能性あり。 内器肉灰 (N6/)

161 円筒埴輪 残存高14.0cm。復原底邪径21.0cm。外面タ チ、石、長、パ、火 極めて堅緻だが風化が 内外 平成元年度

底 部 テハケ、内面ナナメハケ、一部ナデ。底端 著しい。 1. 7 c区

A, 類 部内面に木理圧痕有り。突帯はM字形。 赤 (7.5 R 4/8) 

165 円筒埴輪 復原口緑部径37.Dem。外面タテハケ、内面 チ、長、石、パ 普通 内外 平成 3年度

口緑郎 ヨコハケ。口縁端部ヨコナデ。 橙 (5YR 7/6) 1.8 1 T 
A, 類

166 須恵器 全体に粗雑な作り。あらい楢描き凸線文で 大粗の砂陛を多量に含む 堅徹
平成 3年度
7T情

大 甕 画した上下の文様帯に同一工具による被状 チ、石、凝、モンモリナ 外陪灰 (N3/1) 昭和 57年度
口籍郎 文を巡す。胎土、作り、文様から他の資料 イト。 内器肉 内堀出土品

群とは全く異なる窯の産と思われる。 灰白 (N7/1) （第 4集報告
参照）と同一
個体。

167 円筒埴輪 復原口縁郎径28.0cm。外面タテハケ、内面 チ、長、石、酸、バ、黒 堅徹 外 1.7 平成 3年度
体 部 ナナメハケ及びヨコナデ。透孔は現状の I 赤 (7.5 R 4/8) 内 3.1 2T 
A, 類 段目、 2段目に90'よりやや緩い角度をず

らして円形を穿つ。凸帯はM字形。

169 円筒埴輪 復原体部径24.0cm。外面タテハケ、内面ナ チ、長、石、バ 普通 内外 平成 3年度
体 部 ナメハケ。透孔は円形。凸帯は台形。 橙 (2.5 YR 6/6) 2. 0 lT 
A2 類
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100 

A類

50 

12345678910  

1()Q 

A2類

50 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 

100 B類

50 

第 2表 円筒埴輪の胎土上の特徴

第
2
表
は
円
筒
埴
輪
（
朝
顔
形
を
含
む
）

の
胎
土
の
観
察
結
果
で
あ
る
。
縦
軸
は
パ
ー

ス

ス

賃

ト

ラ

ミ

物

粒

ー
ガ
パ

飩

石

鉄

英

石

母

ャ

山

色

色

閃

化

石

例

石

長

雲

チ

火

白

臼

角

酸

紐

凡

．
．
 

1

2

3

4

5

6
7
8
9
1
0
 

2
 

瓦
塚
古
墳
の
円
筒
埴
輪
は
諸
特
徴
か
ら
A
類、

A
類、

B
類
に
分
類
さ
れ
る
。
各
顆
の

特
徴
は
先
述
し
た
通
り
な
の
で
、
こ
こ
で
は
胎
土
と
ハ
ケ
メ
の
検
討
を
し
て
み
た
い

。

口
円
筒
埴
輪
に
つ
い
て

置
に
関
し
て
は
、

い
る
。
こ
こ
で
は
前
者
と
後
者
を
分
け
て
述
べ
て
い
く
。
な
お
、
形
象
埴
輪
の
構
成
・
配

め
て
お
く
。

『
調
賓
研
究
報
告
』
で
詳
述
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
概
略
だ
け
に
と
ど

瓦
塚
古
墳
か
ら
は
、
円
筒
埴
輪
（
朝
顔
形
を
含
む
）

瓦
塚
古
墳
の
埴
輪
に
つ
い
て

小

士
口糸

と
各
種
の
形
象
埴
輪
が
出
土
し
て

A類

-

～

 

8
 

口
I●信創

JO 

X) 

,o 

1-t2 13~t6 17~19 90-95 96→29 3以上

10/10本）

501 口

知類

1-l2 13J.6 9]～99 20~1S 2c-29 3以上

セ
ン
ト
、
横
軸
は
各
要
素
を
表
し
て
い
る
。

l
¥
6
、
8
の
分
布
状
況
は
、
ほ
ぼ
各
類
と

も
同
様
な
結
果
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、

7
の
白
色
針
状
物
質
は

B
類
に
の
み
確
認
さ
れ

る
も
の
で
あ
り
、

9
の
酸
化
鉄
粒
は

A
類
で
は

2
0
%
、
A
類
で
は

5
8
%
、
B
類
で
は

7
4
%

と
、
各
類
ご
と
の
含
有
率
に
差
異
が
現
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
色
調
や
焼
成
の
違
い
と

0
本
に
対
す
る
幅
を
示
し
た
も
の
で
あ
り
、
縦
軸
は
徊
体
数
、
横
軸
は
幅
（
セ
ン
チ
）
を

表
す
。
各
類
と
も
に
、

I
ー

1
臼
ン
に
分
布
の
ピ
ー
ク
が
存
在
す
る
が
、

A
類
は
そ
れ
以
上

の
ハ
ケ
メ
も
か
な
り
の
数
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
逆
に

B
類
は
、
そ
れ
以
上
の
ハ
ケ

メ
が
あ
ま
り
存
在
し
な
い

。
A
類
は
そ
れ
以
上
の

ハ
ケ
メ
も
存
在
ず
る
が
、

A
類
ほ
ど
に

目
立
つ
も
の
で
は
な
い

。

B類
33 

20 

,o 

9-t2 93J.6 99ヽ 9920-25 26-29 3以上

第 3表 円筒埴輪のハケメの特徴

つ
ま
り
、

二
子
山
古
墳
の
分
析
結
果
ほ
ど
は
明
瞭
で
は
な
い
も

の
の
、
瓦
塚
古
墳
に
お
い
て
も
窯
（
エ
人
）

の
違
い
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

円
筒
埴
輪
の
編
年
的
位
腐
付
け
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
今
回
A
類
と
A
類
に
属
す
る
完

形
品
が
出
土
し
た

。
31は
A
類
に
属
す
る
埴
輪
で
あ
る
が
、
前
回
の
報
告
（
第
七
集

『奥

第
8
表
は
円
筒
埴
輸
（
朝
顔
形
を
含
む）

と
も
に
、
各
類
の
も
つ
特
徴
の

の
ハ
ケ
メ
の
観
察
結
果
で
あ
る
。

つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

ハ
ケ
メ
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の
山
古
墳
・
瓦
塚
古
墳
・
中
の
山
古
墳
』
を
参
照
）
中
の
完
形
品
と
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
似
る
特
徴
を
持
つ
。
し
か
し
、
細
か
く
見
て
み
る
と
内
面
の
調
整
が
前
者
が
ナ
ナ
メ
ハ

ケ
主
体
な
の
に
対
し
て
、
後
者
は
第
二
段
ま
で
は
縦
・
斜
位
の
ナ
デ
を
施
し
て
お
り
、

種

類
も

A
類
で
あ
る
。
同
じ

A
類
と
し
て

21が
あ
る
か
、

全
体
の
プ

ロ
ポ
ー

シ
ョ
ン

、
調
整

技
法
な
ど
か
な
り
の
差
異
が
存
在
す
る
。

21と
31は
同
じ
古
墳
か
ら
出
土
し
た
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
違
い
が
大
き
い
が
、
凸
帯
の
断
面
を
み
て
み
る
と
、

21は
台
形
で
は
あ
る
が
か

な
り
つ
ぶ
れ
た
形
状
を
も
ち
、

31に
関
し
て
は

M
字
形
を
呈
す
る
。
と
も
に
や
や
退
化
し

た
特
徴
を
持
ち
、
四
条
凸
帯
で
あ
る
点
で
共
通
す
る

。
二
子
山
古
墳
の
円
筒
埴
輪
と
は
全

体
の
特
徴
か
ら
見
て
、
や
や
新
し
く
位
薗
付
け
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
須
恵
器
に

か
な
り
似
た
特
徴
を
有
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
そ
れ
ほ
ど
の
隔
た
り
を
考
え
る
必
要

今
回
の
報
告
で
、
瓦
塚
古
墳
の
形
象
埴
輪
に
新
た
に
、
人
物
埴
輪

（振
り
分
け
駿
の
男
、

踊
る
男
な
ど
）
三
体
以
上
、
馬
形
埴
輪
三
体
以
上
、
水
鳥
埴
輪
二
体
（
う
ち

「白
鳥
」

体
）
、
犬
形
埴
輪
二
体
、
鹿
形
埴
輪

一
体
な
ど
が
加
わ
っ
た
。
ま
た
、

今
回
は
取
り
扱
わ

な
か
っ
た
が
、
盾
持
ち
人
埴
輪
も
一
体
発
見
さ
れ
て
い
る
。
詳
し
い
検
討
は
『
調
査
研
究

報
告
』
に
譲
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
馬
形
埴
輪
の
馬
鐸
に
注
目
し
て
み
た
い
。

99が
馬
鐸
の
破
片
で
あ
る
。
昭
和
六
一
年
報
告
で
は
、
天
冠
状
埴
輪
と
報
告
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
今
回
新
た
に
接
合
し
た
。
後
述
の
菖
蒲
町
東
浦
古
墳
出
土
の
馬
形
埴
輪
の

馬
鐸
に
近
似
す
る
こ
と
か
ら
、
馬
鐸
と
判
明
し
た
。
訂
正
し
て
お
き
た
い
。
特
徴
な
ど
は
、

本
文
に
詳
述
し
た
の
で
省
く
が
、
馬
形
埴
輪
の
胸
繋
に
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
同
様
に
馬
鐸
の
付
く
も
の
と
し
て

124.133
が
存
在
す
る
が
、
諸
特
徴
か
ら
明
確
に

口
形
象
埴
輪
に
つ
い
て

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
と
く
に
馬
形
埴
輪
の
馬
鐸
に
関
連
し
て

）

な
い
が
、
ま
っ
す
ぐ
に
立
ち
上
が
る
首
と
い
い
、

「
白
鳥
」
と
み
て
大
過
な
い
と
考
え
る
。

第

56図
が
菖
蒲
町
東
浦
古
墳
出
土
の
馬
形
埴
輪

（
註

1
)

の
馬
鐸
で
あ
る
。
若
干
表
現
の
違
い
は
あ
る
も
の

図6
 

5
 

第

で
あ
る
。
鮮
や
か
な
赤
色
を
呈
し
、
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
ー
の
上
部
お
よ
び
粘
土
を
貼

り
付
け
た
三
本
凸
帯
に
は
赤
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
。
下
端
は
開
口
し
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、

そ
の
点
も
瓦
塚
古
墳
例
と
も
共
通
す
る
。
ヘ
ラ
エ
具
に
よ
る
線
刻
の
方
向
が
、
若
干
異
な

る
と
こ
ろ
は
あ
る
も
の
の
、
大
き
さ
な
ど
か
な
り
近
似
し
た
資
料
と
言
え
よ
う
。
2
の
資

料
は
、
ー
と
は
凸
帯
の
形
、

全
体
の
湾
曲
な
ど
差
異
が
存
在
す
る
が
、
馬
鐸
と
思
わ
れ
る
。

（
註

2
)

場
所
の
異
な
る
二
古
墳
か
ら
、
同
じ
よ
う
な
表
現
を
も
つ
埴
輪
が
存
在
す
る
。
こ
の
こ

と
は
、
同
じ
窯
あ
る
い
は
エ
人
か
ら
の
供
給
品
で
あ
る
可
能
性
が
極
め
て
強
い
。
円
筒
埴

輪
の

A
類
と
ほ
ぼ
同
じ
諸
特
徴
を
も
つ
こ
の
馬
鐸
は
、
生
出
塚
窯
か
ら
の
供
給
と
考
え
ら

れ
る
が
、
同
様
な
馬
形
埴
輪
は
出
土
し
て
い
な
い
の
で
、
可
能
性
だ
け
に
と
ど
め
て
お
く
。

さ
て
、
も
う
一
っ
問
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
埴
輪
に
152
の
水
鳥
が
あ
る
。
白
泥
を

塗
布
し
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
、
白
い
鳥
を
表
現
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
顔
か
ら
嘴

に
か
け
て
が
欠
損
し
て
お
り
残
念
で
あ
る
が
、
か
つ
て
出
土
し
た
県
指
定
文
化
財
の
水
鳥

埴
輪
と
同
じ
く
双
脚
で
立
ち
上
が
る
、
埼
玉
古
墳
群
特
有
の
埴
輪
で
あ
る
。
断
定
は
で
き

•>

/〗、゜ 10cm 

菖蒲町東浦古墳出土馬形埴輪（馬鐸）

墳
で
あ
り
、
馬
鐸
は
周
堀
か
ら
発
掘
さ
れ
た
も
の

は
全
長
約
五
五
脳
の
東
西
に
軸
を
も
つ
前
方
後
円

の
、
お
お
む
ね
同
形
の
馬
鐸
で
あ
る
。
東
浦
古
墳

体
存
在
し
て
い
た
可
能
性
か
極
め
て
強
い

。

し
た
こ
と
は
言
え
な
い
か
、
馬
形
埴
輪
が
も
う

を
持
つ
破
片
が
極
端
に
少
な
い
の
で
、
は
っ
き
り

判
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ほ
か
に
同
様
な
特
徴
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法
人
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

一
九
九

田
中
正
夫

『小
沼
耕
地
遺
跡
』

て
い
る
。

（
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
報
告
書
第

100
集
）
財
団

（註）

1
、
今
回
東
浦
古
墳
出
土
の
馬
形
埴
輪
の
実
見

・
実
測
と
、
本
報
告
書
へ
の
掲
載
を
許
し
て
い
た
だ

い
た
菖
蒲
町
教
育
委
員
会
の
三
ツ
木
貞
夫
氏
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

2
、
騎
西
町
小
沼
耕
地
遺
跡
第
一
号
古
墳
出
土
の
馬
形
埴
輪
と
大
宮
市
井
刈
古
墳
出
土
の
馬
形
埴
輪
‘

さ
ら
に
鴻
巣
市
生
出
塚
窯
跡
出
土
の
馬
形
埴
輪
に
共
通
の
杏
葉
表
現
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ

（
日
面
慎
）
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二
子
山
古
墳

二
子
山
古
墳
は
長
方
形
の
二
重
周
堀
を
も
つ
古
墳
と
み
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

今
匝

の
調
査
に
よ
っ
て
、
前
方
部
前
面
の
内
堀
の
外
側
立
ち
上
が
り
ラ
イ
ン
は
前
方
部
先
端
の

墳
裾
ラ
イ
ン
と
平
行
す
る
も
の
で
な
く
、
斜
行
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
墳
丘
主
軸
と

こ
の
こ
と
は
、
整
然
と
し
た
長
方
形
の
二
重
周
堀
を
も
つ
稲
荷
山
古
墳
と
比
較
す
る
と、

大
き
な
差
異
と
し
て
認
識
さ
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
が
何
に
起
因
す
る
の
か
と
い
う

昭
和
五
五
年
度
の
調
査
で
は
、
後
円
部
背
後
の
外
堀
の
外
側
立
ち
上
か
り
ラ
イ

ン
が、

や
は
り
主
軸
と
直
交
せ
ず
に
、
約
八
六
度
を
な
す
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
、
地
籍
図
上
に
、
将
軍
山
古
墳
と
二
子
山
古
墳
の
間
に
二
基
の
円
墳
が
記
載
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
南
側
の
一
基
が
二
子
山
古
墳
築
造
時
に
す
で
に
所
在
し
て
お
り
、

（
註

l
)

こ
れ
を
避
け
た
た
め
で
は
な
い
か
と
い
う
推
定
が
な
さ
れ
て
い
る
。

前
方
部
前
面
に
つ
い
て
も
、
二
子
山
古
墳
と
瓦
塚
古
墳
の
間
に
削
平
さ
れ
た
古
墳
か
あ

っ
て
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、
周
堀
の
変
形
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
う
る
。

し
か
し
、
地
籍
図
上
に
は
古
墳
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
現
状
が
住
宅
地
の
た
め
、
古
墳

の
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。

問
題
が
新
た
に
提
起
さ
れ
る
。

は
約
八
三
度
を
な
す
。

周
堀
形
態
の
特
異
性
に
つ
い
て

士
口

＞

糸

五
口―-＝ロ

中
堤
の
構
造
に
つ
い
て

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

か
り
ラ
イ

ン
の
な
す
角
度
は
約

一
七
四
・
五
度
で
あ
る

。

と
こ
ろ
で
、
昭
和
五
九
年
度
の
調
査
で
は
前
方
部
前
面
の
東
寄
り
の
外
堀
内
側
立
ち
上

が
り
ラ
イ
ン
が
、
わ
ず
か
な
段
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
西
側
に
延
長
す
る
と
、

平
成
二
年
度
B
区
で
の
推
定
ラ
イ
ン
と
接
続
す
る
が
、
そ
の
位
置
は
、
ち
ょ
う
ど
墳
丘
主

軸
線
の
延
長
線
上
に
あ
た
る
。
主
軸
よ
り
左
側
の
立
ち
上
が
り
ラ
イ

ン
と
右
側
の
立
ち
上

こ
の
よ
う
に
、
周
堀
が
前
方
部
前
面
の
主
軸
線
上
で
屈
曲
す
る
例
は
、
埼
玉
古
墳
群
で

は
瓦
塚
古
墳
に
認
め
ら
れ
る
。
瓦
塚
古
墳
の
場
合
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
周
堀
の
屈
曲
は

前
方
部
の
墳
丘
形
態
（
剣
菱
形
）
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
子
山
古
墳
の
場
合
、
前

方
部
先
端
は
直
線
的
に
復
原
さ
れ
て
お
り
、
墳
丘
の
形
態
に
対
応
し
て
、
周
堀
が
屈
曲
し

た
の
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
な
い

。
し
か
し
、
瓦
塚
古
墳
よ
り
築
造
時
期
の
遡
る
二
子
山

古
墳
に
既
に
、
こ
の
よ
う
な
周
堀
の
設
計
が
用
い
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
な
ら
ば
、
剣
菱
形

周
堀
の
採
用
時
期
を
知
る
上
で
重
要
な
知
見
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

な
お
、
外
堀
の
外
堤
側
立
ち
上
が
り
ラ
イ

ン
は、

B
区
の
第
ー
ト
レ

ン
チ
で
わ
ず
か
に

確
認
し
え
た
の
み
で
あ

っ
た
。
か

つ
て
水
田
の
営
ま
れ
た
場
所
で
は
、
ほ
と
ん
ど
削
平
さ

れ
て
い

る
か
、
西
側
の
民
家
の
密
集
す
る
部
分
や
県
道
の
敷
地
下
に
良
好
な
状
態
で
遺
存

前
方
部
の
西
側
に
は
、
盛
土
を
伴
う
中
堤
が
一
箇
所
保
存
さ
れ
て
い
る
。
埼
玉
古
墳
群

の
他
の
古
墳
で
は
、
土
地
利
用
な
ど
の
関
係
で
中
堤
は
ロ
ー
ム
面
以
下
で
し
か
遺
存
し
て

い
な
い
た
め
、
こ
の
部
分
の
保
存
状
態
の
調
査
は
中
堤
の
構
造
を
知
る
う
え
で
、
大
き
な

知
見
を
提
供
し
た
。

確
認
調
査
の
結
果
、
中
堤
は
旧
表
土
層
の
上
に
十
分
に
叩
き
し
め
ら
れ
た
盛
土
が
行
わ

れ
て
い
た
。
旧
表
土
層
の
上
面
の
標
高
が
一
七
•
六
昇
、
盛
土
上
面
の
標
商
が
十
八
•
六
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第57図 二子山古墳の保存修理（スクリーントーンは盛土復原）

た
も
の
と
み
ら
れ
よ
う
。
盛
土
は
水
平
に
積
ま
れ
て
お
り
、
全
部
で
六
層
に
分
暦
さ
れ
た
。

中
堤
の
基
底
部
は
ロ
ー
ム
基
盤
層
を
削
り
出
し
て
成
形
さ
れ
て
お
り
、
周
堀
の
立
ち
上
が

り
部
と
一
体
を
な
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
中
堤
は
周
堀
か
ら
た
だ
ち
に
立
ち
上
が
る
の
で

は
な
く
、
周
堀
と
の
間
に
商
さ

O・

二
屈
、
幅
O・

八

”mの
テ
ラ
ス
状
の
部
分
を
介
在
し

て
い
る
。
こ
れ
と
同
様
の
テ
ラ
ス
部
は
外
堀
の
外
堤
側
立
ち
上
が
り
部
に
も
あ
り
、
両
者

の
関
係
が
注
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
堤
斜
面
の
勾
配
は
、
遺
存
す
る
盛
土
上
端
と

テ
ラ
ス
部
外
側
の
立
ち
上
が
り
部
と
を
結
ん
だ
場
合
、
約
二
八
度
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
外
堀
の
底
面
は
最
も
低
い
部
分
で
標
高
一
六
•
四
脳
前
後
を
測
る
。
中
堤

上
面
と
の
比
商
差
は
、
実
に
ニ
・
ニ
昇
を
測
る
こ
と
と
な
り
、
そ
こ
に
高
さ
一
屈
程
の
円

筒
埴
輪
が
林
立
し
て
い
る
状
況
を
想
定
す
る
と
、
中
堤
に
は
、
余
人
の
立
入
り
を
拒
む
十

な
お
、
旧
表
土
上
面
の
標
高
が
今
回
の
調
査
で
確
認
さ
れ
、
か
つ
、
中
堤
の
盛
土
規
模

が
把
握
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
墳
丘
の
盛
土
量
と
周
堀
の
掘
削
土
量
と
の
比
較
研
究
が
可

能
と
な
っ
た
。
精
密
な
試
算
を
含
め
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

調
査
終
了
後
、
た
だ
ち
に
、
そ
の
成
果
を
も
と
に
し
た
中
堤
の
盛
土
復
原
工
事
を
実
施

（第

57図
参
照
）
。
中
堤
の
斜
面
下
場
は
、
遺
構
保
護
の
必
要
上
、
実
際
の
推
定
ラ

イ
ン
よ
り
一
妍
外
側
に
出
し
て
復
原
を
行
っ
た
。
グ
ラ
ン
ド
レ
ベ
ル
は
一
七
・
一
屈
、
天

端
は
一
八
•
四
屈
と
し
、
斜
面
部
は
一
割
五
分
の
安
全
勾
配
で
設
計
、
施
工
し
た
。

な
お
、
前
方
部
南
側
の

B
区
で
は
、
外
堀
の
中
堤
側
立
ち
上
が
り
部
が
部
分
的
に
確
認

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
部
分
は
保
存
状
態
が
良
好
で
な
く
、
東
側
の
隣
接
地
で
昭
和
五
九

年
度
に
確
認
さ
れ
た
立
ち
上
が
り
ラ
イ
ン
と
の
連
絡
か
困
難
で
あ
っ
た
。

し
た

中
堤
の
保
存
修
理
に
つ
い
て

分
な
機
能
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

屈
で
あ
り
、
盛
土
は
若
干
削
ら
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

一
屈
強
の
商
さ
が
あ
っ
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こ
の
た
め
、
こ
の
部
分
は
、
中
堤
が
損
壊
し
て
い
る
も
の
と
判
断
し
て
、
推
定
線
を
設
定

二
子
山
古
墳
の
円
筒
埴
輪
は
、
胎
土
、
色
調
、
形
態
の
特
徴
か
ら
明
瞭
に
三
類
に
分
顆

さ
れ
た
。

A
類
は
鮮
や
か
な
赤
色
を
呈
す
る
厚
手
の
大
型
品
で
あ
る
。
胎
土
や
色
調
か
ら

鴻
巣
市
生
出
塚
窯
か
ら
の
供
給
が
考
え
ら
れ
た
。
口
縁
部
内
面
に
格
子
状
の
特
殊
な
窯
印

を
線
刻
す
る
資
料
が
あ
り
、
生
出
塚
窯
の
特
定
窯
か
ら
全
く
同
様
の
窯
印
を
刻
ん
だ
も
の

（
註

2
)

が
多
数
出
土
し
て
い
る
の
で
、
生
出
塚
窯
か
ら
の
供
給
は
決
定
的
に
な
っ
た
と
い

っ
て
よ

い
だ
ろ
う
。

A
類
は

A
類
よ
り
薄
手
で
中
型
品
か
と
推
定
さ
れ
た

。
橙
色
を
呈
す
る
も
の
が
多
い
が
、

鉄
分
の
含
有
量
の
少
な
く
な
い
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
生
出
塚
窯
か
ら
供
給
の
可
能
性
も

あ
る
が
、
全
体
を
知
り
得
る
資
料
が
な
い
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
確
で
あ
る
。

B
類
は
白
っ
ぼ
い
色
調
（
浅
黄
橙
色
が
基
調
）
か
ら

A
類
と
は
簡
単
に
区
別
で
き
る
。

ま
た
、
細
か
い
ハ
ケ
メ
を
用
い
る
点
で
も

A
類
と
異
っ
て
お
り
、
工
人
の
相
違
か
考
え
ら

れ
た
。
し
か
し
、

B
類
に
の
み
白
色
針
状
物
質
（
ウ
ニ
の
骨
針
）
を
胎
土
に
含
む
も
の
が

見
出
せ
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
南
比
企
丘
陵
の
製
品
の
可
能
性
が
高
い
。

B
類
に
は
方
形
透

孔
を
も
つ
個
体
か
知
ら
れ
、
昭
和
四
二
年
度
出
土
品
か
ら
は
六
条
凸
帯
の
高
さ

一

”lvIほ
ど

（
註

3
)

の
個
体
に
復
原
さ
れ
る
。
南
比
企
丘
陵
に
位
圏
す
る
東
松
山
市
桜
山
窯
跡
に
は
方
形
透
孔

を
も
つ
大
型
の
個
体
が
知
ら
れ
て
い
る
の
で
、
有
力
な
供
給
源
の
候
補
地
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
桜
山
窯
跡
の
操
業
年
代
は

MT15型
式
の
新
し
い
段
階
か
ら

TKlO型
式
の
古
い
段

（
註

4
)

階
の
須
恵
器
窯
に
引
き
続
い
て
埴
輪
窯
が
築
窯
さ
れ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
。

（
註

5
)

と
こ
ろ
で
、
円
筒
埴
輪
の
方
形
透
孔
は
川
西
宏
幸
氏
の
編
年
に
よ
れ
ば
第
＞
期

紀
末
以
降
）

で
は
異
例
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
関
東
地
方
で
は
群
馬
県
藤
岡
市
七
輿

円
筒
埴
輪
に
つ
い
て

し
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

（
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は
密
で
あ
っ
た
と
し
て
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。

山
古
墳
、
埼
玉
県
東
松
山
市
諏
訪
山
1
号
墳
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
塚
山
古
墳
群
、
茨
城
県

玉
造
町
三
昧
塚
古
墳
な
ど
に
＞
期
の
早
い
段
階
の
資
料
が
知
ら
れ
、
京
都
府
福
知
山
市
稲

（
註

6
)

葉
山

10号
墳
な
ど
近
畿
地
方
に
も
、
こ
の
期
の
資
料
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
五
世
紀
末
か

ら
六
世
紀
前
葉
に
限
定
さ
れ
る
一
種
の
復
古
様
式
と
推
定
す
る
か
、
二
子
山
古
墳
の
築
造

二
つ

の
生
産
地
か
ら
の
供
給
を
受
け
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
生
出
塚
窯
は
直

線
距
離
に
し
て
わ
ず
か
八
は
け
で
あ
り
、
元
荒
川
水
系
づ
た
い
の
舟
運
に
よ
れ
ば
製
品
の

運
搬
は
比
較
的
容
易
で
あ
る
。
と
こ
ろ
か
、
桜
山
窯
は
直
線
距
離
で
も

一
七
は
”
と
遠
く
、

仮
に
舟
運
を
利
用
し
た
と
し
て
も
、
都
幾
川
か
越
辺
川
を
流
下
し
て
入
間
川
に
出
て
、
和

田
吉
野
川
（
現
荒
川
）
を
遡
上
す
る
か
、
横
見
川
な
ど
の
小
河
川
を
経
由
す
る
し
か
な
く
、

蛇
行
の
た
め
遠
距
離
と
な
り
、
運
搬
に
は
相
当
の
困
難
を
伴
っ
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え

な
い
。
こ
の
よ
う
な
舟
運
に
つ
い
て
も
、
現
在
よ
り
も
、
運
河
な
ど
が
整
備
さ
れ
、
各
河

こ
の
よ
う
な
遠
隔
地
か
ら
の
埴
輪
の
供
給
は
何
を
物
語
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ

で
、
ま
ず
墳
丘
主
軸
長
一
三
五
2IYI
を
測
る
武
蔵
最
大
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
二
子
山
古
墳

に
は
、
ど
れ
ほ
ど
の
円
筒
埴
輪
が
立
て
ら
れ
て
い
た
の
か
試
算
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

発
掘
調
査
の
所
見
に
よ
れ
ば
、
円
筒
埴
輪
列
は
外
堀
外
側
の
外
堤
上
に
一
列
、
中
堤
上
に

は
内
堀
側
と
外
堀
側
の
二
列
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
全
て
周
堀
内
に

崩
落
し
て
い
て
、
原
位
置
を
留
め
る
も
の
が
な
か
っ
た
の
で
、
設
置
さ
れ
た
円
筒
埴
輪
の

間
隔
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
出
土
量
か
ら
み
て
、
外
堤
で
は
間
隔
が
疎
で
、
中
堤
で

一
方
、
墳
丘
に
は
調
査
が
及
ん
で
い
な
い
が
、
円
筒
埴
輪
を
樹
立
す
る
た
め
に
作
ら
れ

川
と
の
連
絡
の
と
れ
て
い
た
こ
と
が
前
提
条
件
と
な
る
。

二
子
山
古
墳
の
円
筒
埴
輸
は
、
こ
の
よ
う
に

、
少
な
く
と
も
、
生
出
塚
窯
と
桜
山
窯
の

年
代
を
考
え
る
上
で
は
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

図定推列配輪埴筒円墳古山子二

た
と
推
定
さ
れ
る
テ
ラ
ス
状
の
部
分
が
、
墳
丘
裾
部
と
中
段
を
巡
っ
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
、

墳
頂
部
に
も
円
筒
埴
輪
が
巡
る
の
が
通
列
で
あ
り
、
都
合
、
三
重
の
円
筒
埴
輪
列
が
推
定

可
能
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
円
筒
埴
輪
列
の
推
定
ラ
イ
ン
の
延
長
距
離
を
求
め
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

外
堤
は
一
部
未
調
査
な
の
で
、
や
や
不
確
実
な
数
値
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
延
長
八
一

〇
屈
と
な
る
。
同
様
に
し
て
、
各
延
長
を
求
め
た
上
で
、
円
筒
埴
輪
の

一
屈
あ
た
り
個
数

で
除
し
て

一
を
足
せ
ば
、
総
個
体
数
を
試
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
間
隔
に
つ
い
て
は
、

完
形
資
料
な
ど
の
法
量
か
ら
口
径
四

0
符
げ
の
個
体
を
想
定
し
、
外
堤
で
は
一
屈
あ
た
り

二
本
、
そ
の
他
で
は
一
屈
あ
た
り
三
本
、

つ
ま
り
器
壁
間
で
一
〇
符
炉
と
仮
定
し
た
。
そ

の
結
果
は
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
が
、
合
計
は
五

0
九
二
本
に
の
ぼ
っ
た
。
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給
は
、
莫
大
な
労
力
を
要
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

概
数
で
は
あ
っ
て
も
、
お
よ
そ
五
0
0
0
本
の
大
型
の
円
筒
埴
輪
の
製
作
、
供
給
、
据

え
付
け
と
な
る
と
、
そ
の
労
働
量
の
大
き
さ
が
、
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

さ
ら
に
、
各
種
の
形
象
埴
輪
の
配
置
も
推
定
さ
れ
る
の
で
、
二
子
山
古
墳
へ
の
埴
輪
の
供

生
出
塚
窯
と
桜
山
窯
の
二
窯
か
ら
埴
輪
が
供
給
さ
れ
た
の
は
一
定
期
間
内
に
そ
れ
を
達

成
す
る
た
め
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
措
置
で
あ
っ
た
と
の
見
方
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
生
出
塚
窯
は
、
そ
の
立
地
や
供
給
規
模
の
大
き
さ
か
ら
、
基
本
的
に
は
埼
玉
古

墳
群
直
属
の
埴
輪
生
産
窯
と
の
性
格
付
け
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

一
方
の
桜
山
埴

輪
窯
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
比
企
地
方
は
埼
玉
古
墳
群
の
出
現
以
前
か
ら
独
自
の

政治的小地域圏を形成し、窯業の上でも、諏訪山33号墳の円筒埴輪が示すよ
円

墳 墳 墳 中 中 中 外 筒
堤 埴

円 丘 丘 造 堤 堤 堤 輪

筒 頂 出 列
埴 中 裾 し 内 外 内 の
輪 位

列 部 段 部 緑 縁 緑 圏

の
総 延

個 J¥ 長

体 五 ＇ ノ＼ 距ノ‘

数 九 七 九 七 離． 
~ 

五

゜
五

゜゚ ゜゚脳 脳 脳 脳 脳 脳 脳
、一、

脳間
あ

本 本 本 本 本 本 本 た隔
り
＿`、

五 本

゜
五 七 ノ＼

九 九 四 ＇ ノ＼ 四 ＇ ノ‘ ノ‘

＇ ． ノ‘

本 本 本 本 本 本 本 本 数

一
古
墳
に
お
け
る
円
筒
埴
輪
の
形
式
差
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

籠
者
は
、
か
つ
て
、
稲
荷
山
古
墳
な
ど
の
同
様
の
事
象
か
ら
、

自
を
も
っ
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

う
に
、
五
世
紀
の
中
葉
に
近
い
時
期
か
ら

（
註

7
)

た
先
進
地
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

一
瀬
和
夫
氏
の
よ
う
に
、

一
古
墳
に
お
け
る
埴
輪

こ
れ
に
対
し
て
、
埼
玉
古
墳
群
周
辺
は
新
開
地
の
感
が
強
く
、
稲
荷
山
古
墳
は
五
世
紀

後
半
の
あ
る
時
期
に
突
然
出
現
し
た
。
そ
の
墳
丘
の
巨
大
さ
と
、
金
錯
銘
鉄
剣
の
内
容
か

ら
、
埼
玉
の
首
長
は
比
企
地
方
の
首
長
よ
り
も
、
は
る
か
に
大
き
な
権
力
と
異
な
っ
た
出

こ
の
よ
う
な
政
治
背
景
を
踏
ま
え
る
と
、
比
企
地
方
か
ら
の
埴
輪
の
供
給
は
、
埴
輪
生

産
が
地
域
の
首
長
権
の
下
で
管
理
・
運
営
さ
れ
て
い
た
と
み
た
場
合
、
よ
り
大
き
な
政
治

（
註

8
)

的
勢
力
へ
の
貢
納
的
意
味
合
い
を
帯
び
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、

二
子
山
古
墳
に
供
給
さ
れ
た
円
筒
埴
輪
群
の
製
作
時
期
は
同
一
な
の
で
あ

ろ
う
か
。
桜
山
窯
か
ら
供
給
さ
れ
た
と
み
た

B
類
は
方
形
透
孔
や
凸
帯
の
特
徴
か
ら
、
生

出
塚
窯
産
の

A
類
よ
り
形
式
学
的
に
古
い
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。

の
複
数
回
樹
立
を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
形
式
差
を
時
間
差
に
置
き
か
え
、
埴

輪
が
損
壊
し
た
段
階
で
の
補
植
や
、
追
葬
時
の
追
加
樹
立
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
円
筒
埴
輪
の
形
式
差
が
窯
の
差
に
よ
る
こ
と
が
判
明
し
た
現
在
で
は
、
前
述

し
た
よ
う
に
、
同
時
供
給
の
可
能
性
も
検
討
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。

大
型
古
墳
が
寿
陵
で
あ
り
、
築
造
に
相
当
年
数
を
必
要
と
し
た
結
果
、
円
筒
埴
輪
に
も
時

間
差
が
生
じ
る
と
の
意
見
が
あ
り
、
傾
聴
に
値
す
る
。
埼
玉
古
墳
群
で
は
、
稲
荷
山
古
墳
、

二
子
山
古
墳
だ
け
で
な
く
、
瓦
塚
古
墳
や
奥
の
山
古
墳
に
お
い
て
も
、
明
瞭
な
形
式
差
を

示
す
円
筒
埴
輪
が
共
存
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
二
子
山
古
墳
、
奥
の
山
古
墳
、
瓦
塚
古
墳

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
生
出
塚
窯
産
と
桜
山
窯
産
に
弁
別
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
こ

窯
を
築
い
て
須
恵
質
の
製
品
を
焼
成
し
て
き
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の
は
新
た
な
設
計
法
が
付
加
さ
れ
た
も
の
と
評
価
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

瓦
塚
古
墳
は
計
測
点
を
墳
丘
裾
部
（
周
堀
の
立
ち
上
が
り
部
下
場
と
一
致
）
に
と
る
と
、

主
軸
長
七
三
料
の
前
方
後
円
墳
に
復
原
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
円
部
の
直
径
は
三
六
．

五

”IyIで
、
墳
丘
主
軸
長
の
ち
ょ
う
ど
二
分
の
一
に
あ
た
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
墳
丘
の
設
計

型
は
、
基
本
的
に
は
仁
徳
陵
古
墳
型
を
採
用
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
埼
玉
古
墳
群
内
で

仁
徳
陵
型
を
と
る
も
の
に
、
先
行
す
る
二
子
山
古
墳
が
あ
り
、
そ
の
設
計
型
を
踏
襲
し
た

と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
前
方
部
前
面
が
主
軸
上
で
尖
る
剣
菱
形
を
呈
し
て
い
る

前
方
部
が
剣
菱
形
と
な
る
代
表
的
な
古
墳
に
、
大
阪
府
今
城
塚
古
墳
や
奈
良
県
見
瀬
丸

山
古
墳
が
あ
り
、
前
者
は
継
体
天
皇
陵
、
後
者
は
欽
明
天
皇
陵
の
有
力
な
候
補
で
あ
る
。

墳
丘
と
周
堀
の
平
面
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

研
究
報
告
』
で
果
た
そ
う
と
思
う
。

そ
の
詳
細
な
分
析
や
全
体
の
配
置
復
原
案
な
ど
は
、
検
討
時
間
を
要
す
る
の
で
、

瓦
塚
古
墳

考
え
て
い
る
。

『
調
蒼

の
こ
と
か
ら
、
生
出
塚
窯
と
桜
山
窯
は
一
定
期
間
、
併
存
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
両

者
は
相
互
補
完
的
に
機
能
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
同
時
供
給
な
の
か
、

時
期
が
異
な
る
か
は
容
易
に
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
今
の
と
こ
ろ
出
土
状

況
に
恵
ま
れ
な
い
が
、
埴
輪
の
据
え
付
け
用
の
溝
や
ビ
ッ
ト
な
ど
を
精
査
し
て
、
切
り
合

い
の
有
無
を
確
認
す
る
な
ど
、
遺
構
の
細
心
の
調
査
に
よ
っ
て
結
論
を
ま
つ
し
か
な
い
と

瓦
塚
古
墳
に
つ

い
て
は
、

平
成
三
年
度
末
を
も
っ
て
、
保
存
修
理
工
事
が
完
成
す
る
の

で
、
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
保
存
修
理
報
告
書
に
譲
る
こ
と
と
し
、
遺
構
的
な
記
載
は
、

い
く
つ
か
の
特
徴
的
な
事
項
の
み
に
限
定
し
た
い

。
ま
た
、
形
象
埴
輪
群
に
つ
い
て
も
、

瓦
塚
古
墳
の
前
方
部
か
剣
菱
形
と
な
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、
近
畿
地
方
の
大
王
陵
の
影
響

一
方
、
周
堀
は
大
局
的
に
は
二
重
の
方
形
周
堀
と
い
え
る
が
、
後
円
部
側
で
狭
く
、
台

形
に
近
い
形
態
と
な
る
。
ま
た
、
前
方
部
前
面
で
は
主
軸
線
上
に
屈
曲
部
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
剣
菱
形
前
方
部
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
部
分
の
周
堀
は
主

軸
に
対
し
て
左
右
対
象
形
で
な
く
、
内
堀
は
東
側
で
幅
を
減
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
設

計
の
原
因
は
明
確
で
は
な
い

。
し
か
し
、
前
方
後
円
墳
の
正
面
観
が
側
面
に
あ
る
と
仮
定

し
た
場
合
、
剣
菱
形
前
方
部
は
、
少
な
い
労
力
で
墳
丘
を
壮
大
に
見
せ
る
効
果
を
も
っ
て

い
る
し
、
西
側
面
か
ら
の
眺
望
に
限
れ
ば
、
周
堀
の
屈
曲
と
、
そ
の
幅
の
減
少
は
、
奥
行

墳
丘
の
立
面
構
造
と
円
箇
埴
輪
列
に
つ
い
て

墳
丘
の
保
存
状
態
の
良
好
な
造
出
し
部
か
ら
く
び
れ
部
の
調
査
結
果
に
よ
っ
て
、
瓦
塚

古
墳
は
旧
表
土
層
上
面
に
盛
土
が
な
さ
れ
て
い
て
、
墳
丘
裾
部
に
は
テ
ラ
ス
状
の
施
設
の

な
い
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
ま
た
、
墳
丘
の
段
築
は
明
瞭
で
な
く
、
中
段
に
幅
の
狭
い
犬
走

り
状
の
平
場
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
円
筒
埴
輪
列
が
巡
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

埼
玉
古
墳
群
で
は
、

二
子
山
古
墳
や
丸
塞
山
古
墳
に
は
明
瞭
な
段
築
の
痕
跡
が
残
る
が
、

平
成
三
年
度
に
調
査
し
た
将
軍
山
古
墳
の
前
方
部
西
側
墳
丘
で
は
瓦
塚
古
墳
と
同
様
に
犬

走
り
状
の
狭
い
平
場
が
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
、
段
築
は
明
瞭
で
な
か
っ
た
。
石
を
全
く
用

い
な
い
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
埼
玉
古
墳
群
の
中
で
も
新
し
い
墳
丘
造
営
法
と
み
て
よ
い
の

円
筒
埴
輸
列
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
三
年
度
の
第
2
ト
レ
ン
チ
の
墳
丘
中
段
に
お
い
て
、

七
本
分
が
原
位
置
で
検
出
さ
れ
た
。
平
均
の
芯
々
間
は
約
三
八
符
炉
で
あ
っ
た
。
瓦
塚
古

墳
の
円
筒
埴
輪
は
口
径
三

0
符
炉
を
超
え
る
い
る
の
で
、
ほ
と
ん
ど
口
緑
部
か
接
す
る
状

か
、
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

き
を
強
調
す
る
効
果
が
あ
る
。

を
受
け
た
も
の
だ
ろ
う
。
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況
で
据
え
薗
か
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
墳
丘
中
段
の
総
延
長
は
約
一
七
六
屈
と
推
定
さ

れ
る
の
で
、
試
算
す
る
と
四
六
四
個
の
円
筒
埴
輪
が
巡
っ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
円
筒
埴

輪
列
は
、
破
片
の
出
土
状
況
か
ら
、
墳
頂
部
に
も
巡
っ
て
い
た
と
判
断
さ
れ
た
。

瓦
塚
古
墳
の
造
出
し
は
西
側
く
び
れ
部
よ
り
少
し
前
方
部
に
寄
っ
た
部
分
に
付
設
さ
れ

て
い
る
。
平
面
形
は
幅
八

”
l
V
l
、
奥
行
き
六
•
五
屈
の
方
形
で
あ
る
。

造
出
し
は
一
般
に
祭
祀
の
場
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
瓦
塚
古
墳
の
場
合
、
造
出
し
部

は
多
数
の
人
が
集
ま
る
に
は
狭
小
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
造
出
し
は
約

―
二
度

の
緩
斜
面
を
な
し
て
い
て
、
上
端
は
墳
頂
部
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
た
。

造
出
し
周
辺
か
ら
出
土
し
た
土
器
群
は
、
本
来
、
す
べ
て
造
出
し
上
に
据
え
置
か
れ
た

も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
主
要
な
組
成
に
つ
い
て
み
る
と
、
土
師
器
杯
2
、
土
師

器
鉢
2
、
須
恵
器
高
杯
3
、
須
恵
器
堤
瓶
ー
、
須
恵
器
器
台
ー
、
須
恵
器
壺
ー
、
須
恵
器

甕
5
と
な
る
。

大
容
量
の
甕
か
多
数
据
え
置
か
れ
た
こ
と
に
特
に
注
目
し
て
み
た
い

。
近
年
、
首
長
権
継

（
註

9
)

承
儀
礼
と
の
関
連
で
聖
水
を
用
い
た
祭
祀
を
復
原
す
る
研
究
者
が
あ
る
が
、
筆
者
は
、
こ

造
出
し
上
に
据
え
薗
か
れ
た
土
器
類
は
、
西
側
中
堤
上
に
集
中
し
て
配
置
さ
れ
た
人
物

埴
輪
群
と
一
体
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

。
そ
の
内
容
は
歌
舞
音
曲
の
表
示
を

中
心
と
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
預
り
の
様
子
を
示
し
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
造
出
し
上

の
土
器
類
は
殖
り
の
場
で
挙
行
さ
れ
た
神
人
共
食
の
段
階
で
用
い
ら
れ
た
容
器
と
食
器
で

あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
甕
類
は
大
量
の
酒
が
消
費
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
よ
う
。
残
り
は
、
も
と
よ
り
狭
い
造
出
し
上
で
執
行
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
豪
族
居

れ
ら
の
容
器
が
聖
水
で
満
た
さ
れ
て
い
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

（
註

8

)

土
器
類
の
年
代
や
生
産
地
に
つ
い
て
は
既
に
報
告
し
て
い
る
の
で
、
詳
述
し
な
い
が
、

造
出
し
と
出
土
土
器
に
つ
い
て

に
角
部
し
か
遺
存
し
て
い
な
い
も
の
も
あ
っ
た
。

動
物
埴
輪
に
つ
い
て

か
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

館
か
、
そ
の
付
近
の
殖
宮
で
執
行
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
際
に
用
い
ら
れ
た
土
器
類

造
出
し
は
枢
の
通
り
道
と
し
て
の
機
能
を
備
え
て
い
る
か
、
恐
ら
く
、
こ
れ
ら
の
土
器

類
は
、
枢
の
通
過
し
た
直
後
に
、
そ
の
道
を
閉
塞
す
る
目
的
で
据
え
置
か
れ
た
の
だ
ろ
う
。

こ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
墳
を
礼
拝
す
る
者
に
も
、
葬
祭
の
完
了
を
明
示
す
る
こ
と

墳
丘
西
側
の
中
堤
の
南
端
に
は
、
各
種
の
動
物
埴
輪
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
出
土
状
況

は
中
堤
か
ら
外
堀
へ
崩
壊
し
て
流
れ
込
ん
だ
も
の
だ
が
、
恐
ら
く
直
近
の
中
堤
上
が
原
位

置
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
付
近
の
外
堀
は
水
田
に
改
作
さ
れ
た
際
に
、

大
規
模
な
土
取
り
が
行
わ
れ
て
い
て
、
遺
構
、
遺
物
と
も
保
存
状
態
が
良
好
と
は
い
え
な

か
っ
た

。
こ
の
た
め
、
完
形
に
近
い
も
の
は
二
体
の
水
鳥
形
埴
輪
く
ら
い
で
、
鹿
の
よ
う

動
物
埴
輪
の
内
訳
は
、
犬
2
個
体
、
水
鳥
2
個
体
、
鹿

1
個
体
、
飾
馬
3
個
体
以
上
で

あ
っ
た

。
こ
の
内
、
水
鳥
形
埴
輪
は
全
体
像
を
復
原
で
き
、
貴
璽
な
資
料
と
な
っ
た
。
共

に
脚
部
が
造
形
さ
れ
て
い
て
、
台
部
の
上
に
二
本
足
で
立
ち
上
が
る
姿
が
表
現
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
法
は
、
今
の
と
こ
ろ
埼
玉
古
墳
群
と
そ
の
周
辺
に
し
か
知
ら
れ
て

お
ら
ず
、
独
自
の
造
形
と
い
え
る
。
共
に
水
か
き
の
付
い
た
足
が
示
さ
れ
て
お
り
水
鳥
で

あ
る
こ
と
が
確
か
で
あ
る
。
小
型
品
の
方
は
、
脚
部
が
逆
三
角
形
に
作
ら
れ
、
全
体
に
簡

略
な
作
り
で
あ
る
が
、
東
京
国
立
博
物
館
寄
託
の
埼
玉
古
墳
群
出
土
品
と
共
通
す
る
点
が

多
い
。
大
型
品
の
方
は
、
体
部
や
羽
が
写
実
的
に
造
形
さ
れ
て
い
る
。
長
い
首
か
ら
み
て

も
白
烏
を
表
現
し
た
こ
と
は
容
易
に
わ
か
る
が
、
白
土
が
全
面
に
塗
布
さ
れ
て
い
た
こ
と

は
、
白
鳥
で
あ
る
こ
と
を
決
定
的
に
し
た
。
水
鳥
形
埴
輪
と
い
え
ば
、
近
畿
地
方
で
は
、

が
運
ば
れ
て
造
出
し
に
据
え
懺
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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7
 

6
 

5
 

4
 

3
 八

一
九
八
七

註
可
能
性
も
な
い
訳
で
は
な
い

。

や
鴨
の
ほ
か
に
鶴
な
ど
も
あ
り
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
む
が
、
正
確
に
白
鳥
を
模
し
た
も

の
は
極
め
て
稀
で
あ
っ
た
。
瓦
塚
古
墳
の
水
鳥
形
埴
輪
は
近
畿
地
方
の
作
風
に
近
い
が
、

双
脚
で
立
ち
上
が
る
と
い
う
独
自
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
。

犬
形
埴
輪
に
つ
い
て
は
、
猪
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
巻
狩
の
様
子
が
再
現
さ
れ
る
こ
と
が

（
註

1
0
)

i

般
的
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
土
取
り
の
際
に
、
猪
形
埴
輪
が
失
わ
れ
た
可
能
性

が
十
分
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
鹿
形
埴
輪
が
獲
物
と
し
て
犬
と
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
た

昭
和
五
七
年
度
の
調
査
に
よ
っ
て
、
瓦
塚
古
墳
の
人
物
埴
輪
群
像
の
中
核
部
分
が
明
ら

か
と
な
っ
た
が
、

今
回
、
そ
の
隣
接
地
か
ら
、
狩
猟
場
面
を
示
す
犬
と
鹿
、

れ
と
は
恐
ら
く
異
な

っ
た
意
味
で
置
か
れ
た
水
鳥
形
埴
輪
が
出
土
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ら

が
総
体
と
し
て
何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
と
い
う
根
源
的
な
問
題
を
解
明
す
る
上
で
、
極

註

1
文
献
第
22
図

水
村
孝
之
他
『
桜
山
窯
跡
群
』
埼
玉
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団

川
西
宏
幸
「
円
筒
埴
輪
総
論
」
『
考
古
学
雑
誌
』
第

64
巻
第

2
号

山
城
考
古
学
研
究
会
『
丹
波
の
古
墳

I
』

若
松
良
一
他
『
諏
訪
山
33
号
墳
の
研
究
』
私
家
版

一
九
八
三

1

杉
崎
茂
樹
『
埼
玉
古
墳
群
発
掘
調
査
報
告
書
第
五
集

め
て
重
要
な
課
題
を
提
供
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
九
八
七

二
子
山
古
墳
』
埼
玉
県
教
育
委
員
会

白
鳥
が
代
表
的
で
写
実
的
な
作
品
が
多
く
製
作
さ
れ
た
。

一
九
八
二

日
本
考
古
学
会

2

山
崎
武

『
鴻
巣
市
逍
跡
群

III

生
出
塚
遺
跡
D

.
E
地
点
』
鴻
巣
市
教
育
委
員
会

一
九
七

一
九
八
七

（
若
松
良

一
）

そ
し
て
、
こ

一
方
、
関
東
地
方
で
は
、
白
鳥

゜
ー

雄
山
閣

若
松
良

，
 

立
さ
き
た
ま
資
料
館

辰
巳
和
弘
『
高
殿
の
古
代
学
』

白
水
社

8

若
松
良

「
埴
輪
の
種
類
と
編
年
ー
人
物

・
動
物
埴
輪
」

一
九
九
二

一
九
九
〇

一
九
九

「
造
り
出
し
出
土
の
供
献
土
器
に
つ
い
て
」

『
調
査
研
究
報
告
』
第

3
号

『
古
墳
時
代
の
研
究
』
第
9
巻

埼
玉
県
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